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例 Eヨ

本稿は、 日本道路公団の九州縦賞自動車道建設事業l乙伴う事

前緊急調査として、 熊本県教育委員会が昭和47年 3 月 1 日から

同年 1 0月31日にわたって発掘調査を実施した熊本県下益城郡城

南町尾窪中世墳墓群の調査報告書である。

本稿の執筆は発掘および整理にあたった調査員が行ない、 報

文の末尾にそれぞれの文責を記した。 とくに人骨発見と同時

に、 人類学部門での調査を長崎大学医学部内藤芳篤教授・坂田

邦洋助手に依頼し、 玉稿をいただいた. また文献史学部門では

熊本大学法文学部松本雅明教授に玉稿をいただいた。 記して謝

意を表する。

本稿の完成にあたっては、 調査終了後まもなく、 熊本を去っ

た石田彰紀(現広島市教育委員会)のカlζ帰すると乙ろが大き

い。 掲載の実測図は各執筆担当者の手によるが、 製図にあたっ

ては、 高木正文、 江本直、 野田拓治が担当した。 また原稿の整
理に は 、 田 中君代、西町圭子、 山本幸子各女史の手を煩わした。

航空写真の撮影にあたっては、 陸上自衛隊西部方面総監部の

協力を得た. 記して謝意を表する。

本報告書作成にあたって、 松本雅明教授・乙益重隆教授(国

学院大学教授) ・大場磐雄博士(国学院大学客員教授〉にいろ

いろと指導助言をいただいた. 記して謝意を表する。

報告書の編集には、 隈昭志・野田拓治が乙れにあたった。 ま

た、 題字は村田一美文化課主幹におねがいした.
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序

近年開発事業の活発化にともない「国土開発と文化財の保存」が社会的問題と

なっています。 熊本県下においても、 道路建設・宅地造成・工事建設等によって

埋蔵文化財の破壊が年々増加の一途をたどっております。 貴重な文化財が無計画

に破壊されるととは、 学術的にはもちろん文化財行政上もまことに憂慮にたえま

せん。 しかしとれらの中で破壊もやむを得ない遺跡については、 発掘調査を行な

い記録保存することに鋭意努めておりますが、 またそうすることは、 現在の私た

ちにとってもっとも大切な使命と考えております。 本書が、 埋蔵文化財に対する

認識と理解のために少しでも役立つならば幸です。

発掘調査の実施にあたっては道路公団当局のど理解とど協力をはじめとして、

調査にあたられた関係各位、 ならびに城南町教育委員会をはじめ、 地元の方々か

らのご協力とど鞭撞を賜りました。 ここに心からお礼申しあげます。

昭和48年3月

熊本県教育長 河 野 正 夫
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調 査 団 の 編 成

第一次 調 査
調査責任者 広 重 等 熊本県教育庁社会教 育課長

調 査 主 任 桑 原 憲 彰 H 必V H 主 事

調 査 員 高 木 正 文 11 11 11 嘱託

調査補 助員 安 達 武 敏 元大矢野中学校教諭

第二次 調 査
考 古 学 班

調査責任者 田 辺 哲 夫 熊本県教 育庁文佑 課長

調 査 主 任 桑 原 憲 彰 λY 11 主 事

調 査 員 石 田 彰 紀 11 11 嘱託

調 査 員 隈 昭 志 H 11 参 事

調査補 助員 安 達 武 敏 元大矢野中学校教諭

人 類 学 班

調 査 主 任 内 藤 芳 篤 長 崎大学医学部教授

調 査 員 坂 田 邦 洋 11 11 助手

調 査 員 吉 村 淳 11 11 文部技 官

調 査 員 本 田 圭 吾 H 11 文部技 官

調 査 員 長 崎 洋 11 点少 文部技官

そ の他断続的 に緒方勉 (肥後考古学会員) 野田拓治 (文化課嘱託) が調 査に あ

TこっTこ。
地 元 協 力 者 清水 遜
地元調査作業員 原 ス エ モ 、 原夏代、 岩 永国雄、 梅田さつみ、 福丸義人、

福丸あ や子、 原 二枝、 米村トメ子、 原 口7，サエ
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序 主
早

I 遺跡発見の契機と調査の経緯

(1) 調査発見の契機
道路公 団か ら 、 九 州 自動車道託麻~松 橋 23 . 3加に ついての 予備調査 を 依頼 さ れ、 第 1 回 の 打

合 わ せ 会を県庁地下 視聴覚ラ イブラ リーで 聞い た の は 、 昭和45年 2月 7 日の こ と で あっ た 。 乙

の 打合わせ 会で 、 社会教 育課 文化 係と 県内考古学関 係者が集 ま り 、 託麻か ら 松 橋lζ到る 道路敷

地 予定 地を 7 区聞 に分 け 各々 に 各調査員を配置 し、 今後調査を進 め て い く こ と が 決定 さ れた 。

そ の と き 、尾窪遺跡の発見さ れた 城南 区聞 の調査員 と して、 地 元の 出 身で1 0 数年前 城南 f!/J史

編纂等で 当地 区を 熟知 さ れて い る と い う 松本 雅明 ・ 佐 藤伸二の両 氏が あた る とと と な っ た 。

調査は 3月中 旬ま で に 完了 の 予定で 開始 した。 当地区の調査 は 2月28日 に 実施 さ れ た が 、 当

時 の 「 文化 財分布調査報告書の な かの尾窪墳 墓群」の 調査表を 繰っ て み る と 、 下 記の よ う な 記

載がな さ れて い る 。

「約1 0基の小 さ い マウンドを発 見した。 大き い も の で 径 5 m、 高 さ 1 m位で ある 。 古墳時代の

もの か 中 世の 墓な の か 不明 である 。 」 と し、 遺跡の 価値 と しては 「普通 」、 処置と し て は 「調

査を 要す る 」 と ある 。

乙 の 予備調査 に よ っ て尾窪墳 墓群の 杏在が 確認さ れ、 昭和47 年か ら の 7 か月 に 亘る 発掘調査

実施と な る わ け で ある 。

その後昭 和46年1 0月1 4日か ら 九州 自動車道文化 財調査の担 当者であっ た上 野辰男を は じめ と

し、 桑原 憲彰 ・ 平 岡勝昭が 数 回 に 亘っ て 現地を 踏査 した結果、 こ れ ら の 封土は50"""" 6 0基 に の ぼ

り 、 分布 も 相当の 範 囲に 広が る こ と が 確認さ れた。

調査の結果を基 に 昭和 46年1 2月1 3日日 本道路公団と 県と の 聞に 、 埋蔵文化 財発 掘調査(熊本

~松 橋間) に 関 し て 「発掘調 査委託契約書」が取 り かわ さ れ、 昭和 47年か ら 正式 に発掘調査を

開始す る こ と に な っ た 。

調査は、 第 1 次 調査(3月 3 日 """" 3月31 日 ) と 第 2 次調査(5 月"""" 1 0月 ) に わ け で実施 し

た 。 第 ↑ 次調査は 桑原 ・ 高木 正文が主 と なり 、新年度の第 2 次調査は 桑原 ・ 石 田 彰紀が 主と し

て あた っ た。 人骨調査の段階に は 、 長 崎大学の 医学部人類 学教室 (内 藤芳篤 ・ 坂田 邦洋氏) の

人骨調査 班が 断続的lζ調査に 加わ っ た 。 以下期日を 追っ て調 査の経過を 記載す る こと と す る 。

(2) 第 1次調査

2月28日"'3月3日 小雪の 散ら つ く厳寒の な かで足の 踏み 場も な い 欝蒼た る 雑木 林の 伐採

を進 め る 。 と く に 笹薮の 繁茂が 著 し く 伐探は困難を き わ め た 。 大小の 封土が姿を現わ し 、 ほ ぽ

遺跡の全貌がつか め る よ う に な っ た の は、 作業開始後 4 日目 。 こ れ ら の封 土は当初 よ り 更に 増

加 し約88基 に も 及 ぶ乙 と が判 明 し た 。

3月4 日-3月13日 乙 の 聞 に 、 各種フ ィ ル ムに よ る 遺跡の現況の 写真撮影を行 っ た 。 併行



し て地形測量 も 進め 、 600 分の 1 地形習と、封土の形状と高 低を 中 心とす る 1 00分の 1 地形図 の

2 種の 図面を作製 した。 88 基に も の ぼ る 封土に は便宜上北側 よ り 順次 番号を付 し た。

3月14日 午後、 尾窪地 区の E那寺であ る 隈庄の うも徳寺 よ り 住職を 迎え て、 墓前で供養を行

っ た 。 何百年ぶ り の供養で あ ろう か と 考 え 一同感慨無量。

3月15日"""3月27日 乙 の 聞 に 、 第61 ・ 62 ・ 70 ・ 7 5・ 76の各号 に つい て発 掘を ほ ぼ 完了 し

た。 調査個所が 雑木林で あ っ た ため 、 竹や木株が多く、 チェー ン プロック等使用 したが発掘 は

困難を 極め た 。

以上、 第一次調査の結果、 封土の下に土墳があ り 、 な か に人骨が埋葬 さ れた土葬墓 と 第62号

墓 に見 ら れ る よ う な 土 壌を 持た な い火葬 墳墓の二種があ り 、 しか も 火葬は現場で行な わ れ た 乙

と な どが判明 し た 。 ま た 第75号墓に墓境内 よ り 人骨 lζ伴 っ て 鉄釘が出土 し た こ と な どか ら 、 土

葬墓の 場合 遺体を納め た 何ら かの棺の害在が推定 さ れた。 封土は大型の も の は方形、 小型の も

の は円 形をな し て お り 、 封土中か ら は土師質燈明皿等が発見 さ れた 。 ま た第62号墓等の封土 頂

上に追葬 さ れた 江戸初期 の 陶器 蜜な どか ら 推察 して 、 中世期 に お け る 庶民の 墳墓で ある 可能性

が強 く な っ て き た。 一応遺跡の性格を概略つかんだ 段階で第 1 次調 査を終了 した。

(3) 第2次調査
4月初 め よ り 調査 開始の 予定で あ っ たが、 文佑課が新設 さ れ、 部 屋の 移転、 担当 者の配置 替

等課内整備で調査予定が大幅 に 遅れ、 実際 に調査に着手 し た の は 5月7 日 で あ っ た。 調 査担当

者 も高木の 替り に石田が入 り 、 桑原 ・ 石 田 で調査を進め て い く こ と に な っ た。

5月6 日 応 援の た め 約一 週間 調査に野田が加わ り 、 当 遺跡中央部 に位置す る 第58号の調査

を手始 に第 2 次調査を 開始 した。

5月16日 当 遺跡の重要性lζ 鑑がみ、 関係者の意見 聴取の た め別府大賀川光夫教授一行の現

場 視察が あ っ た。 古保山 、 尾窪両遺跡に つい て概略を桑原が説明 した。 乙 の現場 視察の結果、

尾窪遺跡 に は 人骨 の 出土が考え ら れ る の で考古 学班 と は別 に人類 学班を設け 人骨 の 処理 に あ た

る べ き で あ る と の 提唱が な さ れた。 こ の た め今後調査の進行に従い 、 随時長崎大学医学部の人

類学教室 へ調 査を 要請す る 乙 と に な っ た。

5月22日 第 58号東右四半分を 掘り 下げた結果、 周溝部 と 推定 さ れ る 部分 よ り 空風輪 2 個、

水輪2 個 、 地輪 3 個 、 北西部 周溝底部 よ り 瓦器、 燈明皿片等が出土 した。 墳墓の成立年代に 関

す る 資料 と して 貴重で あ る 。

5月24日 第3 1号墓の 土績を掘り下げ人骨の 完全露出 を行っ た。 埋葬状態 は坐臥 屈 葬 で西

向、 腰骨 周囲 か ら 水品製の数珠の 親玉 2 個小玉 2 個 管状の玉 1 個計 5個が出土、 数珠を手に か

け合掌の状 態で埋 葬さ れて い た こ と が判明 した。

5月25日 第 39 号墓の人骨 露出、 坐臥屈 葬西向で、 土壌 は円形、 白 色数珠玉が出土 し た 。 24

日 調査の第 31 号墓、 25の 第 39 号墓で本遺跡の埋葬状 態がほ ぼ把握で き た。

6月13日"""6月18日 13 日 長崎大学よ り 坂田助手、 翌日 内藤教授 も来訪。 第一回目の 人骨調

査お よ びそ の取上げ作業が始 まっ た。
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6月30日 松本 雅明県文佑財専門委員 を はじ め と して、 教 育長、 文化課長、 浜田 勝主 幹そ の

他関係 者が現場を 視察、 調査の進行状態をみ る 。

7月 3 日 第20 号墓の 封土中 よ り 北 宋鋭の 景徳元 宝が 出土 し た 。 遺跡の上限を あ る 程度推定

で き る もの と して貴重で ある 。

7月1 9日 第44号墓の 土 境内 よ り 径1 1 cm の 燈明皿 も発 見、 埋葬時 に結びつ く 遺物 と して は 初

め て の 出土で あ る 。 第61 号墓の土壌 掘り 下 げ中 、 土壌内 に 空洞が残 っ て い る の を発 見 し た 。 遺

体を納 め た 棺の か た ちが判明す る の で はと 調査員 一同 緊張。

7月20日 第61 号墓の 空調に つ い て 精査 した と とろ 、 空洞上部の 内 側 に縄の結び 目 お よ び 建

状の縄 目 がつ い て い る の を 確認、 棺桶の上lζ 紐をかけ上で し ぼ っ た もの で あろ う か。

7月23日 第58号の 未発掘部の表土除 去の際に照寧元宝 1 枚が 出土、 ま た 同 時 に五輪の 空風

輪部 も出土 し た 。 さ き に景徳元宝、 今度照寧元宝が封土内 よ り 発 見さ れたが、 年代は共に西 暦1 0

00年代で貨幣の 渡来 ・ 流通時期を計算に入れて もこ れが相 当古い時期の墳墓地で はな い か と い

う 確信を もつ に 到る 。 第80 ・ 81 ・ 82 ・ 83号 基の 4 基の土 拡は、 大小の長方形を な し 同 方向 に 並

ぶ の で 、 こ の 一群は時期をへだてず埋葬 さ れた もの で あろ う か。 今日 の 第 四号の調査に よ り 、

封土下 に 土 拡が寄在 し な い 乙 と が 確認さ れた。 そ の結果、 方形の 封土を 持っ こ の 遺構 は 、 近畿

地方の 中世等の 墓地 に み ら れ る 墓地全体に対す る 詣 り 墓的な供養施設で は な い か と 推定 し た 。

7月25日 封土の原型お よ び墳裾部の遺 構の有 無を 確認する た め 、 第71 号墓の 封土 の 周 囲に

ト レ ンチを設定 し た 。 ま た 、 第58号、 第71 号墓 封土を調査中 、 な かか ら 当地域の 先行文化 を 裏

付け る もの と し て弥生後期の土器 口 縁 部が数片 出土 し た 。

8月22日 長 崎 大学 の 第 2 回 目 の人骨調査始ま る 。 内 藤教授外 5 名 、 九 州 大学の北 条陣幸先

生か ら もど 援助を い た だい た 。 庫本高 校O B 、 倉原 ・ 坂本 ・ 春田 ・ 福永 の 各君が現 場 に は い

り 、 発掘作業が 著し く 進 展 した 。 先日 陶器皿の 出土をみた第54 号墓か ら 更に 、 完型 燈明皿2 個

が出土 し た。

8月25日 第44号墓土 壌内 の人骨 露出 作業中 、 頭骨横 よ り 宋の 銭貨 15 枚 が一括し て 出 土 し

た 。 中央の孔 に 紐を通 し て 纏め て い た ら し く 、 1 5枚が ぴっ た り はり つ い た 状態で検出 さ れた 。

1 5 枚の う ち文字を判 読で き た もの は 、 至道元 宝(955 ---997) 、 照寧元 宝(1 068 ......1 077) 、 皇宋

通宝 (1 049 ......1 054) 、 元豊通 宝(1 078 ......1 085) 等で、 判 説可能の 銭貨 に つ い て そ の 鋳造 年代 を

調 べてみ る と 、 上限 と 下限の差が約 何年間と 短期 間で あり 、 しか も現在 ま で後世 の 銭貨 の 出 土

を み な い と こ ろ か ら 、 乙 の 墳墓群が 比較 的古い時期の成立で ある と い う 確信を 強 め 忍に 到っ

た 。 第 4 ・ 6 号 墓に つ い て は土 岐排土中 、第61 号墓 と 同様 空洞 の 春在を 確認 し た 。 埋 葬姿勢が

坐 臥屈葬の場合の遺体の容器 は 、 円 形 も し く は 楕円形の 桶状 の もの で あ っ た こ と が 考 え ら れ

る 。

8月29日 牛深市 の 中世久玉 城が 国道266 号の 拡張工事に よ り 破壊の運 命に ある た め 桑原が

緊急調査に 出向 し、 以後暫ら く 石田 が主 と して調査を担当す る こ と に な る 。

9月上旬 ? 月に は い り 、 長 崎大学 医学部人類学 班と タ イ アップ し て 、 未調査分の墳 墓の発

掘調査を進 め た 。 そ の後調査 も順調 に 進 み 、 ? 月中 に は全体の 約9 0 % の調査 と 人骨 の取 り あ

げを終えた 。
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10月1日--10月15日 牛深 市久玉 城調 査が緊急を要す る た め 、 桑原 ・ 石田 が盤査員 と して牛

深へ出 張 し た 。 こ の た め 尾窪遺跡の調 査は約半月聞 に Eっ て 中 止の や む な き に 到っ た 。

10月下旬 久玉 城調 査終了後、 尾 窪遺跡の 調 査を 再開 し 、 未調 査の墳墓約 5 基の 人骨取 り あ

げ 、 実測等 も 考 古学班の手 に よ っ て行な い 、 遺跡現場で の発掘調 査は1 0月末を も っ て一応終了

し た 。

以 上3 月か ら 実施 して き た発掘 調査も 1 0月末で終了 した。 途中 の調 査中 断期 間 約 2 ヶ月を 除

い て も 調 査は 6 ヶ月の長 き に 亘り 、 そ の 問調 査した墳 墓数は 83基、 取 り あ げた 人骨 も 約40体の

多 き を数え る に 到っ た。

出土遺物 は予想 して い た よ り ず っ と 少な く 、 銭貨 ・ 鉄釘 ・ 数珠玉 ・ 土師質 燈明皿 ・ 陶器 ・ 瓦

質 蔵骨器片等がそ の主な る も の で あっ た。 と く に 、 第54号墓の土墳内 よ り 出土 した完形の 白 色

陶器 ・ 瓦質 蔵骨器片等 がそ の主な る も の であ っ た 。 と く に 、 第54号墓 の 土 壌内 よ り 出土 した完

形の 白 い 陶器 (小皿) に つ い て は 、 こ の 地方でみかけ な い焼物で ある の で 、 課長 が会議で上京

の 際、 国学 院大学の 乙益教授を通 して大場磐雄 先生に 鑑定を 依頼 した。 1 1 月 1 日、 乙益教授 よ

り 文佑課長 あ て 書簡で そ の 報 告があっ た 。 それに よ る と 、 乙 の 向器 は 「灰粕陶器」 と 呼ばれ、

生産地は美濃、 近 江な ど に あ り 、 中 園、 四園、 九州で は 出土例 の な い 珍 し い も の で 、 年代は鎌

倉初期 に も っ てい け る も の で あ る こ と が判 っ た。 乙益教授は 、 乙 の 「灰粕陶器」 の 伝来を 、 本

補 地頭が関東、 東 海方面 か ら 肥後に着任す る 際か、 在 地地頭 が鎌倉へ出 任 し た 際求 め 肥後へ も

た ら し た も の で あ ろ う と 推定 さ れた。 時代の決め手 と な る 遺物 の 乏 し い 当遺跡に お い て 、 と の

「灰粕陶器 Jの発見 は貴重で あっ た 。

な お 、 後日塚原遺跡の 境基 群の ひ と つ か ら も 、 こ れに似た 白 色の小皿 が出土 し た 。 さ き と 同

様 に 鑑定をお 願い し た と こ ろ 、 こ れは 白 磁で ある こ と が判 明 し た 。

11月に は い る と 、 石 田 が中心 と な っ て 断続的に現場に 出 向 き 、 不足部分の 写真 撮影や 、 第58

号周 溝内 か ら 出土 し た 五輪塔実測等本調 査で欠落 した部分の補充 調査を 実施 した 。

. 1 2用に な り 寒気が厳 し く な っ た 頃、 尾窪遺跡の遺物 整理 と 図面 整理 に本格 的に取 り く む こ と

に な っ た 。 同 時 に 文献 資料の 収集 も 進 め 、 報告書作製の準備 と した 。

1 2月中旬、 桑原 は 福岡県 教委が調 査中 の築 紫野市 針摺の方形の封土を も っ 中 世墳墓1 3 基を、

同 教 委の松岡史技師 の 案内 で見学、 調査 担当の 前川、 宮小路両調 査員よ り 詳細な説明 を 聞き 示

唆さ れ る と こ ろ が大で あ っ た。

1 2月下旬、 県 庁地下 ラ イプラ リーに おいて、 第 1 回 の 調 査報 告書作製準備 会議を 開催 し た。

出 席は 文化財係 お よ び 尾窪調 査関係者で 、 人 類学班の 代 表者 と して は 長崎大学 よ り 坂田 民が参

加 した 。 乙 の 会議に お い て は 、 あ ら か じ め石田 に よ っ て章 立て されて い た 目 次 をも と に 検討

し 、 考古学 班と 人 類学 班の 執筆範囲を き め 、 それ に従っ て各 々 の 節、 項 目 の 執筆分 担を決定 し

た 。 な お 、 1 月末日を も っ て、 原 稿の最終 締切 り 期日と し た 。

1 2月31日、 当遺跡の調 査を 担当して き た石田 が31 日付で県を 退職、 1 月1 日付で 広島市教 委

社教課へ 転勤と な っ た。 以後、 広島 の石田 と 書簡、 電話で 連絡を と り な がら 、 報 告書作製の 準

備を進 め る こ と に な っ た。

3月5日"""'3月6日、 2月下 旬に 、 城南 町史の 著者で ある 松本熊大教授か ら 、 尾窪遺跡出土
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五輪塔 と 類似 し た 形を も っ塔の所 在に つい て ど教示を い た だ い た 。 す ぐ に 、 野田、 高木が現地

に おも む き 、 各々 の 五輪塔に つい て写真撮影と 実測を行 っ た。 調査結果 に つい て は 、 報告書に

掲載す る こ と と し た 。 ま た 、 先頃、 尾窪部落内 IC 古井戸 と 、 土 塁と おも わ れ る 土盛が害在す る

と い う こ と を 塚原遺跡の 江本直調査員か ら 連絡を う け た。 未調査で ある の で 確実な こ と は い え

な いが 、 も し事実で あれば 中 世豪族の 屋敷跡 と も 考え ら れ る し、 尾窪境墓群 と 関連 して と ら え

る こ と が 可能か も しれ な い。

3月9白、 石 田 ( (広島市 教委勤務) を 迎え、 第 2 回 目 の 報 告書作製 会議を 開催 し た 。 出席

は尾窪調査関 係者 約1 0名 で 、 課長を中心に、 現 在ま で に 集 っ た 原稿を も と に 語 句の 統一、 内

容、 考察 等の 文章 に ま で 立入 っ て吟味を行な い、 意見 の統一を計 っ た 。 ま た 、 原 稿が 揃い し だ

いす ぐ に も 印刷に 回 す 予定で あっ たが、 と く に 当 遺跡の 重要性 と も 考え あわ せ慎 重を期すた め

入札期 日 を 3 月20 日 ま で 延長 し 万全を き す 乙 と と な っ た 。

以上、 尾窪遺跡の発見の 契機 と 調査の経緯に つい て、 そ の あら ま しを野帳か ら 拾い 出 し な が

ら 列記し て き たが、 乙 の 屠窪遺跡の北側 の 追地ひ と つ へだてた 隣接 地に 塚原遺跡が ある 。 との

遺跡 も 、 九貫道 の 敷地 に かか る た め尾窪遺跡 と 併行 して こ の 一年間発掘調査を実施 して き た 。

と 乙 ろ が 昨年 8 月21 日 よ り 一 週間 、 県下考 古学関 係者、 各高 校考 古学部 の 援助を得て発掘調査

を 実施 した際、 尾窪遺跡 と 同様の土壌およ び人骨が発見 さ れた。 以後、 調査が進む に つれ 多数

の墳墓が 相次い で発見 さ れ、 年度 末現 在約36基に も の ぼ り 、 今後 も 調査の進 展に し た が い こ の

数は 増加す る 可能性が ある 。 塚原遺跡は かな ら ず し も 中 世墳墓の 調査を主体 と すべ き も の で は

な いが、 尾窪遺跡 と 同様の性格を も つ も の で ある の で、 こ こ に 塚原遺跡 に おけ る 中 世境基の発

見状況 を 順を おっ て 記載す る こ と とす る 。

8月下旬、 塚原遺跡の 丸山 6 号 (円墳) の北側周 溝 よ り 人骨の埋葬 さ れて い る 土 域が発見 さ

れ、 こ れが当遺跡に おけ る 中 世墳墓発見の 晴矢 と な り 第 1 号墓 と 命名 さ れ た。 そ の 塚原遺跡の

発掘調査が進む につれて、 丸 山 8 号 (方形周溝墓) の主体部北側 か ら も 火葬墳墓 な どが発見 さ

れた。

2月上旬に 至 っ て 、 丸 山 8 号の周溝内 よ り 人骨の埋葬 さ れて い る 土 績が 続々 と 発 見さ れ、 昭

和48年 3 月末現 在で 塚原 に おけ る 中 世墳墓の発見 例は上 述の 分 も 含 め て お基の 多 く に の ぼ っ て

い る 。 こ れ ら 墳墓は、 封土を も っ て い な い以外は、 尾窪 と 同様の遺物、 遺構を も っ て おり 、 築

造年代 も ほ ぼ尾窪墳墓 と 同 時期 に も っ て き て よ い の で は な い か と 考え ら れ る 。 と く に 、 封土 は

近世に おけ る 塚原台 地の 開発の際 失わ れた も の と も 考え ら れ る し、 地形 的に 考 え て も 今後尾窪

・ 塚原 (墳墓) と も 同一遺構 と して と ら え考察 してい く べ き も の で あ ろう。

な お、 昭和47年度 末現在ま で に 出土 し た 塚原遺跡 埋葬 人骨 は 、 尾窪 と 同様長 崎大学 医学部 で

調査を 実施して い る の で 、 で き れば 当 報告書の な かに 塚原遺跡中 世墳墓 群の 一項 目 を設 け 併せ

報 告し た い と 考 え て い たが、 整理 ・ 考 察が間に あ い そ う も な い の で 省 く 乙 と に した 。

冗長で取 り と め も な い調査の経過 と 経緯と な っ て し ま っ たが、 塚原遺跡 (墳墓群) の経過も

付 記し て 筆を置 く こ と と す る 。 ( 桑原憲彰)
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E 遺跡の地理的概況

1、位 置
熊本県下益城郡城南町大字尾窪2738番地(元所有者藤山字西原2738本田通司穂氏外4名)、

当遺跡は r 1 : 50 ， 000地形図熊本 8 号 」図幅に お いて図幅東端 よ り 2 .2cm 南端 よ り 3.5cm の所に

位置 し て い る 。

2、 地形と環境
当尾窪遺跡は熊本元 標の 南 約1 5 加の城南町に あ る 。 酒造で知 ら れ る と の 町 は 、 浜戸川が熊本

平野へ流れ 出す 谷の部分に位置 して お り 北は緑 JII、 南西に 為朝伝説で知 ら れ る 雁固山 ・ 北東に

み かん の 産地 と し て知 ら れ る 吉野 山 、 南東iζ 西山 、 町の 中央を浜戸川が貫 流する 盆地 状の 町で

あ る 。

こ の よ う な 内 陸盆地的地形の た め 梅雨前線が 停帯 しやす く 豪雨を も た ら し度 々 記録に残 る 洪

水を 引き 起し て い る が、 緑 111とそ の 支 流で あ る 浜戸川に よ っ て形成 さ れた 荻野は古代か ら 現在

に 到る ま で の 人 々 の生活を 支えつづ け て き た 。 縄文時代の 阿高、 御 領両 貝塚を は じ め とす る 各

種の遺跡の脊在か ら も 推察 さ れ る よ う に 乙 の地方は 早 く か ら 人 々 の生活の 舞台とし て 開発 さ れ

て き た 所で あ る 。

(1)壕原台地
乙 の城南町の南東部に 雁固山 と浜戸Jfllr挟ま れた塚原 台地が あ る 。 海抜 約30 仇 の こ の 台 地

は 、 阿 蘇火 山灰が上部を 覆っ て形成 さ れた も ので土嬢の分類か ら す る とい わ ゆ る 託麻 1 と呼称

さ れ る 地質を 呈す る 洪積 台地で あ る d託麻 1 とい う 名称は熊本市の託麻原に よ っ て 名づ け ら れ

た も の で、 城南町で は塚原台地の外に 舞の原か ら 陳内 ・ 土鹿野 ・ 鰐瀬の北に続 く 台地、 東 岡高、

尾窪、 南 藤山 の 各台地が と れに 属 す る 。地表は平坦ま た は緩かな小起状を な しそ の 基層 は 円 磯層

とな る が 、 表面 は一般に 2 ......4 m の ほ とん ど礁を含 ま な い ロームの 厚い土層 か ら な っ て い る 。

酸性度が 強 く 、 乾燥度が高 い の で桑園等の 畑地として利用 さ れて い る 。 近年濯瓶施設等の 普

及に よ り 一部水田 に 変 更さ れ た と乙 ろも あ る 。

現在 乙 の 台地は (っかわ ら ) と呼ばれ、 そ の 名の 如 く 1 3基余の 墳丘が残害 し 、 謹滅 し た古墳

お よ び現在調査中 の方形周溝墓群を加 え る と 数十 基を ゅう に越す一大古墳墓地帯で あ る 。 ま た

従来古代の蔵骨器が こ の塚原、 尾窪よ り 数個出土 して い る し、 調査の経緯の な かで も ふれ て お

い た が、 現在調査中 の 方形周溝墓 の周溝部か ら 約36 基に も の ぼ る 尾窪遺跡の土壌と 同様の人骨

を伴う土旗が発見されている。 このように城南台地一帯が古代より中世を経て近世初頭に至る

ま で の 一大墓所で あ り 霊域 を形成 し て い た こ と は多 く の墳墓が残 っ て い る と乙 ろか ら 見て も 明

白 で あ る 。 肥後国誌等に 「九十九塚。 塚原 ノ 地 名依之。 九十九塚諸所 ニアリ…云々 」とあ る が

こ の 状態 を い っ た も の で あ ろう 。

一般に原 (わ ら ) と呼称 さ れ る 地 名は広い台地の面を意味 し 、 よ く 保害 さ れた火山灰台地が

谷等に よ っ て分離 さ れた部分部分をい う が、 乙 の古噴等の墳 丘の群集す る 様 を見 て古の人が 「

塚原 」と 呼ん だ の はこ の台地の 状況を言い 表し得て 妙で あ る 。
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第 2 図 遺 跡 の 位 l喧 図
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現在墳正の残害す る の は1 3基で ある が、 江戸 時代中期か ら 後期 に か け て 塚原 ・ 尾窪地 区は 山

聞 の 畑地 の 開発 がさ かんに行なわれ、 村全体の石高 も江戸初期 と 後期 と を 「 郷帳」 等 に よ り 比

較 す る と 相当 上 昇 し て い る の で、 こ の 時期 に 相当数の墳 丘が 破壊 さ れた と 考 え る べ き で あるう 。

勿論そ の 時点に おい て は 、 塚原、 尾窪区の墓 所と し て の 霊域 と い っ た 観念 も忘れ去ら れて い た

の で あろ う 。

(2) 尾窪遺跡
尾窪墳墓群は 乙 れ ら 塚原台地の西傾 斜の未端に位置す る 。 西と 北に やや傾斜 し 、 西臼を真正

面 に受 け る 墓域は南北に細長 く 、約1 000平方米内に大小 さ ま ざ ま の 封土が散在 し て い る 。 周 囲

は ほ と ん ど 畑地 と し て 開墾しつ く さ れて い る が、 当墓域は台地の斜面に かか る た め か 竹 ・ 雑木

が おい 繁る 雑木林 と し て残 さ れて おり 、 発掘調査以前は足を 踏み入れ る の も困難な状態で あっ

た 。 そ の た め か 、 付近の 尾窪地 区の古老 もこ の雑木林の部分が墓地 で ある と い う 記憶を 持つ者

は な く 、 完全に 人 々に 忘れ 去ら れた状態で あっ た 。 し か も、 こ こ に ま つわ る 伝説 も 皆 無 で あ

り 、 こ れ ら 封土を もっ墳墓が 相当古い 時期に成立 し た も の で ある こ と は容易 に推察で き る 。

乙 の 尾窪墳墓群の 北側に は 、 南か ら 北へ走 る 農道をは さ ん で 尾窪部落 5 軒分の墓 所が ある 。

乙 の墓 所の うちもっ と も古い記銘年号 は元禄で、 後は宝 永 ・ 宝暦 ・ 寛政 ・ 文化 ・ 天保 ・ 弘化 と

続 き 現代に 到っ て い る 。 乙 の墓地に もっ と も近い 距離に ある 墳墓群の 聞 か ら 発掘調査の 際、 延

宝 6 年 (1 678) の年号を もっ板碑が出土 し た 。 こ の板碑は 、 縦76 cm ・ 横35仰 の 凝灰 岩を素材 と

す る も の で 、 碑面 に は 中心に 「 南 元阿弥陀仏釈了雪信士 霊」 右 に 「 延宝 六戊午年」 左 に 「十一

月二十四日 」 と 三行に 亘っ て25 文字が 彫り 込んで ある 。 基 礎部 もな く す ぐ 横の 北東側近世墓地

か ら の ま ぎれ こ み と 考 え ら れ る が、 こ れが当墓地石塔中 もっ と も古 い もの で ある 。 そ の 他 、近

世 の墓地は遺跡の 南部 ・ 南西部 に も寄在 して い る 。 こ の よ う に、 近世 の 墓地が墳墓群を取 り 囲

む よ う に 立地 しそ の周 囲に営な ま れて い る こ と は、 板碑に し る さ れて い る 延宝 6 年の 時代 ま で

は こ の地 区が 中世 の墳墓の地で ある と い う 観念が人 々 の記憶に残 っ て い た た め で あろ う 。

以上、 尾窪墳墓群の立地す る 塚原台 地と 墳墓群周辺の地形に つ い てま と め て き た が、さきに

も 述べ た よ う に 尾窪墳墓群 と 塚原遺跡 と は共に 丘陵の 畑作の多い地 帯に立地 し地 理的 に も接近

し て い る と こ ろ か ら 、 今後 乙 れ ら の遺跡の調査 当E進 め て い く 場合、 古代か ら 近世初頭に 到る ま

で の 霊域 と して 同一範 鴎の な かで と ら えて い く べ き で ある と 思わ れ る 。 従来、 尾窪は 中世後期

頃 に 成 立 し た小 村落 と 考 え ら れて き たが、 尾窪墳墓群が尾窪の本 村近 く に あり 、 し か も80数基

に もの ぼ る 中世墳墓の 寄在を考 え る と き 、 そ の 村落形成時期を少 し 引き あげ る こ と が可能か も

しれない。

塚原 ・ 尾窪周辺の地質構造 は 、 軽石質 凝灰 岩の上部に砂磯層が 乗っ た状態 に な っ て い る 。 こ

れ ら の 軽石質 凝灰 岩層 は水を含み、 不透水層 の な い と こ ろ で は こ れ ら の水が 岩の割れ 目 な との〉

ら 顔を出 し小形の 湧泉を形成 し て い る 。 尾窪に も乙 れ ら の 湧泉が み ら れ る が、 尾窪の 村落の発

庄も こ の 湧泉を 中心に形成 さ れて い っ た も ので あ ろ う か 。

尾窪の村落の 歴史を示す も の と し て は、天文1 0歳 (1 541 )の 墨書の あ る 本村 阿弥陀堂の 阿弥

陀如来像等がみ ら れ る 。 ( 桑原 憲彰)
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付・ 城南町の五輪石塔について

発掘調査終了後、 墳墓群中 の第58A号特殊遺溝の周溝内 に 出土し た五輪石塔に 関 連し て 、 遺

跡周辺で の 五輪石塔の 分布調査を 行な っ た。 城南町の 五輪石塔 に つい ては、 すで に 『城 南町史

』に そ の概要が ま と め ら れて い る 。 し た が っ て、 そ れ と の重複 も 生 じ た が 、 こ れ ま で不備で あ

っ た 実測 図 の 作成 に重点を お き 、 同時に写真撮影に よ る 現状の把握に つ と め た 。 しかし 、 日 数

の 制約 も あ っ て、 充分な調査 と は な り えな か っ た 。 以下、 第 3 図 に 示 し た 実測 図を も と に 、 順

を追 っ て説明を加え る 。

今 回調査を行な っ た五輪石塔遺跡は 、 地名表に 記し た1 0 カ 所で あ る 。 ま ず町の北部では、 緑

川南岸 の 丹生宮、 千原でそれぞれ 1 カ 所、 中部で は宮地の 2 カ 所、 南部で は 塚原 、 鰐瀬、 土鹿

野の 三部落 iζ 6 カ 所の あ わせて1 0 カ 所で あ る 。 第 8 図には 、 そ の う ち 、 完形お よ び完形に近い

も の で 実測が可能 な も の を選んだ。

①@ 丹生宮公民館敷地内 の 薬 師堂lζ 2 基の五輪塔が建て ら れて い る 。 北側 の ①は 、 高 さ ω

cm 、 ④は76cm 。 地輪部で は 、 ④が非常に厚みを 持つ。 火輪部で は 両者 と も 薄手の場 合に 軒の厚

みが比較的大き い。 特lζ ⑤で は軒の反 り が大 き い。 石材は阿蘇凝灰岩で 、 全体lζ 整形が荒 く 、

党字、 銘者と も 認 め ら れな か っ た 。

②③ 鰐瀬北 口 の 栃原健男 氏庭lζ 3 基が建て ら れてい る 。 そ の う ち の 1 基は 空風輪・ 火輸を

欠 き 、 他の部分に つ い て も 風化が 著し い た め 、 その う ち の 2 基を選んだ。 @・ @と も 地輪を欠

き 、 各々別個体の も の を よ せ あ つ め て積み上げてい る 。 @の火輪部は巾lζ対し て厚みが大 き

く 、 巾を 1 と し た場 合に厚み は 0 . 65 と い う 比率で、 ①~⑥ま で の最高値を示 し た 。 さ ら に、 他

の も の比率を示す と 、 ①@④が、 0 . 50---0 . 55、 (li:⑥が0 . 60---0 . 64 ま で の数値を 示し た 。 両者 と

も 阿蘇凝灰岩を用 い整形 も 荒 く 、 党字、 銘文 と も 認め ら れ なか っ た 。
@ 鰐瀬山 下寺境内 に 合わせて三 基の五輪塔が建て ら れて い る 。 こ の う ちの 1 基を 図示し た

が、 地輪部を欠い て い る 。 水輸は 四面lζ党字を配 して い る 。 火輸は厚 み に 対 し て軒の 部分が薄

い。 空風輪部は一石調成 と なづて い る 。

⑥ 鰐瀬北 口 永吉氏宅lé 2 基建てられて い る 。 高 さ 1 05cm で 比較 的大型の部類に 属す る 。 以

上、 簡単に 述べたが、 全体的 に 五 輪 塔 地 名 義
保寄状態が悪 く 、 石輪 塔石材に 第2図| PJr 在 地 | 実例j郎号
亀裂が生 じて い た り 、 す で に 番 号

旧状 さ え察し得ぬも の も 少なく 下益械部城南町丹生官公民館内 1① ④ 
2 λ� λ� 千j京薬師堂付近

な か っ た。 調査 は 時 間的 な制約 3 グ " 上宮地七所宮境内

で充分な も の では なか っ たが 、 4 グ " 下宮地金屋町光徳寺境内

他に も お び た だしい量の五輪 石
5 " " 塚原、敷田アジヤラサン
6 グ グ 鰐瀬�t口永11jカナリ氏宅 ⑥ 

塔群を確認 し た 。 今後 こ の 方面 7 " " 鰐瀕北口照山寺境 内 ② ③ 
に 対 し て本格的 な調査 と 保護策 8 グ " 鰐瀬北口栃原健男氏宅

? M グ 鰐瀬北口山下寺境内 ⑤ 
を早急に施す必要が あ る だ ろ 10 " " 土鹿野天神社境内

つ。 (野田拓治)
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第 3 図 城南町周辺の五輪塔実測図
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E 尾窪中世墳墓成立の背景

1 . 古 墳 群
松 本 雅 明

古代の 益城郡一帯が肥君 (公) の 勢 力闘で あっ た こ と は、 尾 窪か ら 6 ・ 5 km 東南の 、 下 益城

郡 豊野村下 郷の 浄水寺の 延暦20年の燈楼台の刻銘 i亡、

非善和上 ※七月十四 日

御 願造奉 真上 日 乙

燈 楼一基 肥公馬長

延暦 廿 年 ※ 佑僧薬蘭

と 4 字ず つ8 行に大字で記 さ れて い る と と に よ っ て 知ら れ る 。 浄水寺 IC は 四碑が ある が、 最古

の 延暦 ? 年の碑に よ っ て、 奈良朝末期 に 弊善に よ っ て 創建 さ れ、 そ の 寂後、 第 2 代の 薬蘭に よ

っ て燈 楼と 、 天長 3 年 の寺領を記 した長文の碑が建て ら れて い る 。 天長 3 年 ( 826 ) は 創建 の

延暦 ? 年を 去る 36年で、 寺領はすで に 388 町 に及び、 益城の ほ か 宇土、 八代 郡に 散 在 し て い
じようが〈じ

た 。 2 年後の 天長 5 年 に は 、 乙 乙 は 国家公認の定額寺 lζ 昇格 し て い る 。

古代の碑文は身分の高 い者ほ ど後に し る す の で、 肥公は 益城の 郡司 ( 大領) 、 真上 氏は 浄水
と雪量

寺の付近、 す な わ ち益城の 当 麻郷の 郷長で郡 司の 1 人 (少領か) で あっ た ろ う 。 現在 も付近に

首島の 地名 が ある 。 乙 の 火君 (肥公) 、真上 氏の 勢力が い か に つよ く と の付近 に 害在 し た か と

い う こ と は 、 後 述の 中世文書に よ っ て も明 ら かで ある 。

私は さ き に 、 肥後 最古の 白 鳳時代の 棟内 廃寺 (下 益城郡 城南町 陳内 ) が 浄水寺 よ り 4 ・ 5蜘

北、 尾 窪墳墓 よ り 2km東北に た て ら れた と と 、 ま た 「和名 抄J Iζ し る す 益城国府が、 従来 云わ

れ た よ う に 誤記で は な く 、 陳内付近に あり 、 こ と に 陳内 鹿寺よ り 600 机北の 舞ノ 原台地の南縁

に おかれた可能性が多い こ と 、 さ ら に陳内 廃寺は 益城国府の 守護寺 院と して建て ら れた と 思わ

れ る こ と を論 じ た 。 し か も肥後の最初の 国府が こ の付近に おかれた の は 、 こ こ が火君の 中 心 支

配 圏の北辺 に あた り 、 そ の 勢力 に 牽引 さ れての こ と で ある 乙 と を推定 し た 。

火 君の 勢 力の 中心 は 、 八代 平野の 氷 (火) JIIの流域で、 中 ノ;城 ・ 姫ノ 城 ・ 端 ノ ;城 ・ 物 見櫓の

四大前方後円墳 (野 津古墳群) 、 大野窟の 大石室墳 な ど に代 表さ れ る 地域 に ある と み ら れた 。

しか し 6 、 7 年前か ら 字土半島 の基部 に1 0基の、 初期 ・ 前期の 古墳群が発見 さ れ、 そ の う ち発掘

さ れ た弁天山 、 迫ノ 上 の 2 古墳 は 4 世 紀前期で ある と み ら れ、 最大の ス リパチ山 古墳 もそ れ を

降 ら な い もの と み ら れ る 。 乙 の 古墳群の う ち装飾文 (直 姐文) を もっ横 口 式家形石棺を 包蔵す

る 国越 古墳が、 5 世 紀後半で、 前方後円墳の最下限を示 し、 以後小形 の 円 墳 に 移っ て いる 。 そ

こ か ら 火君の最 初の発生地は こ の付近で、 それが 5世紀中 頃、 磐井の 乱後、 大和朝廷の勢力に

圧 さ れて、 氷川流域i乙 移っ た と 恩わ れ る よ う に な っ た。 火君が は じ め 宇土半島 の基部に起 っ た

の は 、 そ こ が熊本平野 と 八代平 野と を 制す る 要衝に あた る か ら で ある と み ら れ る 。

しか し 昨 年 よ り 縦貫道路の調査が行われ、 乙 の地方最大の 古墳群で ある 塚原 古墳群の 中央が

調査 さ れた と こ ろ 、 す で に 喪失 し た古墳が20基 ち か く 発見 さ れた 。 乙 の 丘陵 は 東 西iζ長 く 、 南

北 に狭 く な っ て い る が、 縦貫道路は 南北 lζ東寄り に走 る こ と に な っ て い る 。 ま だ 3 分の 1 の 調
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査 で ある が、 失わ れ た 古墳が ぎっ し り 発見 さ れた の で ある 。 r肥後国 誌』に よる と 、 西南の木

原 山 (雁回 山 ) 上か ら 数え る と 1 00 基の 古墳がある が、 下 り て数え る と 99基 し か み つ か ら な

い 、 と い う 伝説をのせて い る 。 今ま で破壊 さ れた の も合わせて24基 し か確認 さ れて い な か っ た

が、 おそ ら く 台 地上 に は 、 今後それに近い 古墳 の跡が発見 さ れ る で あろう 。 し かもとの 丘陵 の
とぴ由桔 はぜ由

南、 或い は西南の 谷聞 に は 、 御領、 阿弥陀尾、 飛尾、 ウシクピ、 一位田 、 ー 尾、 櫨野、 梯子ん

段、 メリ穴、 鶴、 長原 な ど の300基 に ちかい横穴 群が ある。

縦 貫道で注 目 さ れ る の は 、 現在 ま で に、 そ の北の は し に1 4基の 、 木 棺を 包蔵 する方形周溝墓

が発見 さ れて い る こと で ある 。 それは一辺1 0 仇 か ら26 mlζ及び 日 本で発見さ れ た も の の う ち

最大級の 群で あり 、 一 辺26 ml乙及ぶ もの は ま た 最も大規模な もの で ある 。 乙 の数はさ ら に ふ

え る もの と 思わ れ る 。 乙 の 、 弥生か ら 高 塚古墳 に い た る 過渡の 古墳 群は 、 今後、 古墳発生の問

題を解明す る 重要な 鍵を もつ ものと 思わ れ る 。 ま た 乙 の 古墳 群は 、 北か ら 南に いた る に従っ て
いし むる

し だ い に新 し く 、 南端の 石 ノ 室 古墳 は組合式家形石 棺で、 斜め格子の 装飾刻 文を もっ て いる 。

乙 の よ う に み る と との 方形周 溝墓 群は 、 宇土地方の大前方後円墳 群に 先だつ も の と思 わ れ

る 。 周溝墓の年代の決定は 、 溝 内l乙落 ちて い る 土師器 片の みか ら 決 め ら れ る の で は な く 、 一一

土師器は の ちに溝内 に 転落 した と も考え ら れ る の で ーーや はり C 1 4の放射能 測定 に よ る こと が

大切で ある と 思わ れ る が、 宇土半島基部の 弁天山 、 迫ノ 上 古墳 よ り古いと い う ζと は 云え る 。

そ う す る と、 火君 の最初 の 出現を この付近に おく こと も可能で は な か ろ う か。 それは木原 山 、

浜戸 川周 辺で もっ と も大 き な弥生の墳墓や 住居地帯が、 塚原 よ り 1 . 9 加東北の 城南町 宮地の台

地上 に あり 、 ま た塚原の正陵 の北端 (大正時代の 耕地整理 以前 には小 111を 挟ん で 両 丘陵は 連続

して い た) で 、 古墳 よ り 1 .2 kmの 地点 に は 九 州 最大の縄 文後期の御領 貝塚が あり 、 そ れは 縄 文

中期 の 岡高、 黒 橋両 貝塚に 連繋 し て い る 。 こう い う こと か ら 早期古墳発生の 地盤 は 充 分 害在

し、 の ちの 火君 (肥公) の活 動か ら 、 乙 乙を 火君の 最初の発生基 盤と して見 る 乙と も不可能で

はな い 。

2 . 火 君

乙の よ う に火君は この 付近 IC発生 し、 前期 古墳時代に宇土半島 の基部、 中期か ら 後期 に か け

て 氷川平野に 本 拠を移 した け れ ど も、 白 鳳奈良 朝か ら 鎌倉初期 ま で益 城地方を 支配 し て い た 。

益 城の郡家祉は 陳内 廃寺 の1 . 7 kin南の 鰐瀬字 宮ノ 前の 大明神遺跡に 、 益 城郡寺は そ の 西500 m付

近の 志道寺に発見 さ れて い る :
中世の肥公の子孫に つ い て は 、 『阿蘇家 文書J 7 ・ 8 (大日 本 古文書、 家わ け 1 3 ノ 1 ) の 「

肥後 国司庁宣J r甲佐社領 文書案」 に う かが われ る 。 これは 阿蘇 ・ 健軍 ・ 甲佐社領 の不輸租が

決定 し た 時 の 文書で 、 肥後国 の雑任国 司?名が 連署して い る 。 こと に 建 久6 年 (1 1 95) 2月 8

日 の 「 甲佐社領 文書案」 は 江戸後期 の 火 災で一部焼失 した ところ があ る が、 そ れ 以前の 写 し で

復原す る 乙 と がで き る 。 そ れ は 、

権介中原朝臣 (花押)

権介肥宿弥 (花押)

権介紀朝臣 (花押) ※

※権介佐伯朝臣 (花押)

権介肥宿弥 (花押)

権介真上 真 人 (花押)
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権介肥 宿称 ( 花押) ※権介佐 伯朝臣 ( 花押)

権介清原 真 人 ( 花押) ※

の ? 名 の 連署で 、 乙 の う ち肥 宿弥が 3 人、 佐伯朝臣が二 人 ある0・ 真 上 真 人は 先の 浄水寺 の建立

者で 当 麻郷 の 郷長の 真 上日乙の 子 孫で あ ろ う 。 佐伯朝臣は 元応 2 年 (1 320) の 「後家慈妙田 畠

屋敷中 分状J (相 良文書四四) に み え る 慈妙の 先祖で、 浜戸川下流 (木原 山 北 麓) の 佐 恵木 (

の ち西木 ・ 才木) を 中 心 に 碇 ・ 島 田 な どを 支配 して い た の で 、 暦応 2 年 (1 339) ど ろ 南 朝に 属
あbやすみよう

し た 隈牟田 荘の有安 名の名主で 、相良 民に 亡ほさ れた 佐 伯六郎左衛門尉は 、 そ の子 孫で あ る と

思わ れ る 。

紀 朝臣は 後 述の よ う に 宇土郡 司で あ る 。 清原 真 人は おそら く 清原 元輔の 一族が土着 し た も の

で 、 清原 氏の 勢力 の 中心が西国 の 小野荘に あ り 、 肥後 は その 重 要な 根拠で あ っ た の を思 う と 、

植木町小野 は そ れ に 関係 あ る の で は な か ろ う か。 ( ほ か に 小川町小野辺固な どが あ る 。 ) 中原

氏は わ か ら な い。 合 志の中原師員 は 、建 久 年 中 lζ関東 か ら 下向 し て郡内 の 一地域の 地頭 と な っ

て い る か ら 、 在 庁宮人で は あ り え な い。

上 述の文書の 「 立券」 には 、 建 久6年 3月lζ社領に 関係の ある 郡 司が 署名 し て い るが、 そ れ

は 、

郡 司

八代北郷

宇土権介紀 朝臣 ( 花押) ※国使 兵庫頭源 (花押)

益 城 上 郷 源 氏 ( 花押) 府使 貫首源 ( 花押)

接東権介肥 宿弥 ( 花押) 官使 藤井 ( 花押)

書生権介肥 宿弥 ( 花押) ※

「 国使」 以下は 中 央の 承認の た め の 署名 で あ る 。 乙 乙 に も 肥 宿弥が 2 人み え る が 、 益東の郡 司

は 花押が 異る の で 、 先の 雑任国司の 1 人で は な い。 書生 も そう で あ る 。 八代郡 司の名 がわ か ら

ない の は残念で あ る が、 との こ ろ も 肥公の子孫の一本 拠が益 城に あ り 、 国府 (熊本市二本木町

) に勢力を有 し た こ と がわ か る 。 乙 の地方に は平安 末に 八条 院領の豊 田 荘、 隈牟田 荘(岳牟田

荘) が成 立し、 そ れ ら は郡司で あ る 雑任国 司に よ っ て 、 国衛領を 背景 と して成 立 し た も の で あ

ろ う 。 ま た 一方で は 開発領主で木原 氏に よ る 守富 荘が形 成さ れつ つ あ っ た。

し か し各地 に 新 しい武士団が おこ り 、 荘園の構造 も 複雑 佑 し 、 名主、 地頭の勢力が 増大 イじす

る と 、 情勢が か な り 変 っ て く る 。 それは 仁治 2 年 (1 241 ) の 「 留守所下文 J ( 寿福文寺書ー)

に よ る と 、 郡 司紀、 書生 、大使の三人の 署名 が あ る の み で、 肥 宿弥を は じめ 、 多 く の雑 任国司

の名 は み え な い乙 と か ら 知ら れ る 。 紀 氏は先の宇土郡 司の子孫で あ ろ う 。 乙 乙 に は 急速な 律令

制の解 体が み ら れ る 。 しか し 隈牟田 荘、 豊 田 荘 ( 塚原、 尾窪、 陳内 、 鰐瀬は 豊 田 荘の う ち) の

荘宮は 、 依然 と して あ ら わ れ る こ と も な く 、 八条 院領 と な って い る の を み る と 、 そ の 荘官は 引

き つづ き 肥 宿弥、 佐伯朝臣、 真上 真 人 ら が う け つ い で い た の で は な か ろ うか。

こ の地方が急速に 変 {じす る の は 、 南北 朝の動乱で、 南北両 朝の 争奪の 渦に ま き 乙 ま れ る 。 そ

れは西の 河尻氏、 木原 氏が北 朝に属す る の に対 し、 東 の甲佐は 阿蘇氏の 南の 拠点 と して 、 南 朝
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に属 した か ら で あ る 。 豊 田 荘の 荘司に は一時、 菊池武光が任命さ れて いる 。 南朝lζ属 した 隈田

荘有安の 名主佐伯氏は、 あ る 時期 に北 朝lζ属 した 相良氏に 亡ぼさ れて い る 。 こ こ が い か に 当 時

の戦場 と なっ た か と い う こ と は阿蘇の 南朝方大宮司江良 ( 阿蘇) 惟澄の 申状 に 詳 し く み える と

こ ろで あ る 。 しか し古代的な も のがすべて 亡んで しま っ た と 考 える の は早計で、 あ れ ほ ど古代

的 な勢力 をひろ く 張っ て い た肥公の 系統 は、 何ら か の か た ち で土着 し残害 した と 思わ れ る 。

さ ら に そ の後、 木原 氏、 川尻氏が あ い つ い で 没落す る と 、 八代 より宇土に進出 し た 名和 民

( 宇土民) が そ れ に代わ り、 他方、 阿蘇氏の一族であ る 甲斐氏が 御船 城、 隈庄 城に そ れぞれ 拠

り、 南で は村山 氏が豊 田 城 (中央 村糸石字古 関山 ) に 拠っ て い る 。 そ の あ い だ に戦 国の さ ま ざ

まな土着 の 勢 力が 介在 し、 戦国 の 動乱時代 を迎える 。

3. 蔵 骨 器

そ れ な ら 古墳 か ら 中世の墳墓 を結ぶ、 浜戸川中 流域 はど の よう に なっ て い た か。 塚 原 の ほ

か 、 古墳地帯 は北西の吉野山周辺に、 舟形石 棺、 装飾古墳 を含む小古墳群があ り、 そ の付近に

も 出水、 平野、 今 村、 隈庄域などの数十の横穴群が あ り、 ま た東 の 陳内 、 洗自の 台地に も 甚九
てん

郎山 ( 装飾) 、 狐塚 の 前方後円墳の ほ か 、 天 ノ 平の横穴群が あ る 。 他 に も 小 古墳 は隈庄、 鰐瀬

付近に点在 する 。

そ れ に つ ぐ 奈良~平安時代の墳墓 は 、 蔵骨器に よっ て と ら える ほ か な い 。 現在 ま で判 明 して

い る 蔵 骨器 は、 西か ら 記す と 次の よ う で あ る 。

1 . 富合 村木原字 宮山 =須恵の 丸底壷、 蓋 は土師器 杯。 平安前期。

2 . 城南町 岡高字東原=須恵 の 鉢形壷、 査は土師器 怨。 平安前期。

3 . 城南町 岡高ー ノ 字 山 頂 =須恵の球形壷、 蓋 欠失。 平安前期。

4 . 同 前 ._-須恵の球形盛、 蓋 は土師器 杯。 平安前期。

5 . 城南町塚原 日 焼塚封土裾 =須恵の短顕長 胴壷、 耳っ き 。 蓋 は土師器 杯。 平 安中期。

6 . 同 前の封土上=須恵の 瓶子形査 、査 は須恵器 片。 平 安中期。

7 . 同塚原 火葬場古墳付近=須恵の 肩球形壷、 蓋 欠失。 平安前期。

8 . 城南町尾窪 (小字不明) =瓦器の広口壷、 査 欠失。 平 安後期。

9 . 同 前=瓦器 の広 口 壷、 葦欠失。 平安後期。

1 0 . 鰐瀬山ノ神A =須恵の球形壷 ? 、 須恵の蓋片三 ( 以下 の いずれに属す る か不明 ) 。 平安

中期。

1 1 . 同前=須恵の長 胴壷。 平安 前期。

1 2 . 同 前=須恵 の 長胴壷。 平安中期。

1 3. 同前=瓦器質の 鉢形壷、 耳っ き 。 平安後期。

1 4 . 同前=須恵 の 球形章。 平 安前期。

1 5 . 同 前 =須恵の 長 胴壷。 平安前期。

1 6 . 岡 山 ノ 神B =須恵の球形壷。 平安前期。

1 7. 同前=須恵 の球形壷。 平安前期。

1 8 . 同 前=須恵 の 肩球形琵。 平安前期。
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同 前=須恵の長 胴壷。 平安前期。

20 . 同 前=瓦器質の球形壷。 平安中期。

21 . 同 前=須恵の球形壷。 平安前期。

22. 同前 =土師 の 壷 (器形不明 ) 。 平安朝。

2 3. 城南町吉野山 南斜面=須恵の球形童、 査不明。 平安前期。

24. 間前=瓦器の球形壷。 平安後期。

以上器形の判別で き る の は24個で あ る双 山 ノ神 ( 権現山) で は 昭和 36 年1 2月か ら 翌年2 月

に か けて、 果樹園 ( 栗) 造成の た め に プルドーザが いれ ら れ、 そ の後、 気がつ いて私が 破片を

拾い集め た も の で 、 復原で き な いも のがかな り の数に 及ん で いる 。 A 地点 は 標高55 m の 山頂付

近で、 山 ノ 神森の 東 と 南側 で あ り 、 B 地点は そ の 東の尾根の端で、 40 m は なれ、 標高約48m で

あ る 。 破片を合わせ る と 全体で20数基に 及ぶか と 恩わ れ る 。 墓績に木炭 を布 き埋 め ら れ て お

り 、 火葬 骨片が残 っ て いた 。

乙 の 山 ノ神遺跡は A ・ B と も 中 心部は残 さ れ保害 さ れて いた の で 、 安心 し て いた と こ ろ、 昭

和45 年2 月 に 転売さ れ、 桑畑に転用 さ れ、 全体が掘 り く ず さ れ、 気がつ いた 時 に は 、 山 頂 は 5

m余 も 削ら れ、 B 地点は全 く な く な っ て いた 。 中 心か ら 外れ る 地点で蔵骨器 2個を得た が 、 他

は 破片の み で 、 凡て 破砕さ れ土中 に埋め ら れて し ま っ て いた 。 A 、 B と も 中 心地点で あ り 、 乙

と に A 遺跡が 神森と さ れて いた の は 、 蔵 骨器が出土す る か ら に ち が いな いの で 、 こ の 両遺跡で

20 ...... 30の蔵骨器が 破壊さ れて いる 乙 と は た しかで あ る 。 そ う す る と こ こ に は少 く と も 40...... 50基

の蔵骨器が密集 し て いた 乙 と に な る 。 器形の 明 ら かな も の を追加す る と 、 次 の 2 個で あ る 。

25 . 山 ノ 上A =須恵の球形査。 平安前期。

26 . 同前=瓦器質の球形壷。 平安後期。
か 唾

乙 の付近は古代 の 郷をあ て る と 、 木原は 加西 郷、 吉野山 は坂本 郷で 、 他 はすべて肥公の 本 拠

で あ る 益城郷に あ た る と 恩われ る 。 ζと に 山 ノ 神に集中 的lζ発見 さ れて いる の は、 こ こ が 益城

の郡家か ら 1 . 1 岡、 益城郡寺の志道寺か ら 600m の地点に あ た る た め で あ ろう 。

中世に な っ て塚原付近の尾窪、 ま た塚原古墳 中 、 こ と に 丸 山 六 号墳第 8 号方形周溝墓の 濠を

利用 して 36体埋葬 さ れて いる の は、 ここが 山 ノ 神に次 ぐ世代の 、 同 勢 力圏に 属す る 墳墓で あ る

こ と を思わせ る も の で あ る 。

註(1)松本雅明「浄水寺の四碑J (熊本県文化財報告第3築、 昭和36年)。 同編『城南町史j (昭和40

年)第2章第2節2.
(2) 前掲 『城南町史』 第 2章第 1 節3 、 4 .

(3) 『城南町史J第2章第 1 節4.

(4) 『城南町史』第3章第 1 節、31 9-20頁。

(5) 『域南町史』第3章第3節2 、 30

(6) 『城南町史j 1 92頁、 表 6参照.
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第1章 調査の概要

I 主要な墳墓

本調査 を始 め た段階 に お いて、 遺跡の地形 測量の際 に墳墓 と 推定 さ れ 登録 さ れた も の は83基

で あ っ た 。 こ れ ら は遺跡の北か ら 南へ、 西か ら 東へとい う JI民序で第 1 号墓か ら 第83号墓 ま で を

確認 し た 。 つ ま り 、 遺跡の北西端 に あ る も のが第 1 号墓、 南東端 に 位置す る も の が第83号墓 と

な る わ け で あ る 。 しか し、 調査終了時点で は墳墓の数に増減を生 じ たが 、 こ れは 考古学が も っ

性格上当 然の こ と と い えよ う 。 当初、 墳墓 と して 登録 さ れた83基の う ち 、 1 2基が墳墓で は な い

と 確認 さ れた し 、 そ の一方、 ? 基が新た に発見 さ れた。 こ の ? 基につ い て は 、 先に 登録 を受け

た墳墓の 中 で も っ と も 近接す る 墳墓の 呼称 に 準ず る 乙 と と し た 。 た と えば 、 第 5 号墓 に近接 す

る 新発見の 境基は第 5 B;墓と 命名 さ れ、 従来の第 5 号墓が第 5 A 号墓 と 改称 さ れ る と い っ た具

合 で あ る 。

後 に あ げ る 墳墓一覧表は、 調査当初 lζ 登録 さ れた墳墓お よ び新発見の墳墓について の 概要を

ま と め た も の で あ る 。 本表の 中 で は 、 未調査の も の は も ち ろ ん の こ と 、 墳墓で は な い と 確認 さ

れ た も の も 、 便宜上抹消す る こ と な く 掲げて お い た。

以下、 封土 ・ 土壌 ・ 葬位 (人骨) ・ 遺物な ど 墳墓の全貌を知 る こ と が可能 な も の につ い て 、

号 を追 っ て調査の 概 要を述べ る 。

第1号墓

第 1 号墓は遺跡の北西端 に位置 して お り 、 東側は第 2 号墓、 南側 は 第 3 号墓lζ 隣 接 し て い

る 。 封土は崩壊の度が著 し く 、 そ の 旧状 を知 る こ と は困 難で あ り 、 現状で は径 2 m ・ 高さ 0 . 4

m を測 る 。 ま た 、 地 山は 礁を多 く 含んでお り 、 封土中 に も 磯が多数混入 して い る 。 土墳の プ ラ

ン は1 . 6 x 1 m の長方形で、 深 さ は0 . 96m、 長軸 の方向 は N1 20 E と や や西 に寄 っ て い る 。 土域

内 IL:は若干 の 空洞がみ ら れたが、 こ れは棺の な ど り で あ ろ う 。 葬 位は 、 北頭位 の右 側 臥 屈葬

で 、 人骨 は特に大腿骨 の 保吾が良好で あっ た。 被葬者は 壮年男子 と 推定 さ れ る 。 遺物 は 、 土 域

内 よ り 鉄釘 1 本が出土 して い る 。

第2号墓

第2号墓は第 1号基の 東側 l乙隣接す る も の で、 封土は か な り 崩れては い る も の の 、 旧状をわ

ず か に 窮い知 る こ と がで き た 。 現状では 封土の径29 m、 高さ 0 . 62mほ ど の 円墳状の形態 をと る

が、 封土の頂 音11に た っ て裾部 を観察す る とき 、 封土が も と は方形を呈 し て い た も の で あ ろ う こ

と を容易 に推測で き る 。 封 土の 構成は第 1 号墓 と 同様 に 礁の 多 い 地山質の土を盛 り 上げた た け

の も の で 、 封土の 崩壊 防止の た め の技術はと く に 加えら れて い な い よう に見 受け ら れ る 。 土域

の プ ラ ンは長方形で、 2 . 15 x1. 55 汎、 深 さ 1. 1 8 mの 規模は遺 構全体の 中 で も 大型の部類に 属す

る 。 長軸 の 方位 はか な り 東l乙寄っ て お り 、 N.220 E を指して い る 。 葬 位に つ い て は第 1 号墓 と
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は 異 っ た 印象を受け る 。 しか し、 椎骨の 状 態は第 2 号 墓の 場合 も ま た北頭位右側臥屈葬で ある

こと を示 し て い る 。 被葬者 は 熟年男子 と 推定 さ れ、 人骨 の保寄 も 比較的良好で ある 。 遺物 は土

域内 の頭骸骨付近よ り 鉄釘 1 ;本が出土 してい る 。

第4号事

第 4 号墓は第 2 号墓の南側 に隣接 してい る 。 封土は一辺3. 66m、 高さ 1 . 03mの 方形を呈 し、

乙 れは第77号 墓と と も に 旧 状 を 比較 的保 っ て い る 好例で あ る 。 土壊は 1 . 58x 1 . 23mの 長方形で

そ の 深さ は1 . 1 8m、 長軸の方向 は N 1 30 Eで第 1 号墓に近い、 土域内 に は明 瞭 な 空調が 認め ら

れ、 そ の大 き さ は推定で0 . 45 x O . 9 m、 高さ 0 . 75mほ どで ある 。 葬位 は 、 北頭位右側臥屈葬で

頭骸の保容が 比較的良好で ある 。 被葬 者は 熟年女子 と 推定 さ れ る 。 遺物 は土域内頭骸骨付近よ

り 鉄釘 1 本が出土 し て い る 。

第 6号墓

第 6 号墓は第 3 号 墓を は さ んで 第1 号墓の南側 に 位置す る 。 径2. 9m、 高 さ 0 . 85 mほ ど の 封

土は南半の 崩壊が と く に ひ ど く 、 旧状を知 る の は難か しい。 土墳の プ ラ ン は1 . 55 x 1 . 26 mの長

方形、 深 さ は 0 . 99mで ある 。 長軸 の 方向は N 30Wと かな り 南北 に 近 く 、 土域内 に は 若干の 空洞

がみ ら れた 。 葬位 は北頭位右側臥屈 葬で あり 、 胸骨 ・ 椎骨が残存す る な ど保存が良好 で 現状か

ら 推 して、 手 挟な 棺lζ遺体 を 無理や り 押 し込 んだ 印象を強 く 受け る 。 被葬者は熟年男子 と 推定

さ れ る 。 遺物は土域内 よ り 鉄釘 1 本が出土 してい る 。

第 13号墓

第1 3号墓は遺跡を横 断す る 農道の西寄 り 南側 に接 し 、 封土は い わ ゆ る 土鰻頭 形で 、 径1 . 2m

、 高 さ 0 . 2 机 ほ ど で ほ と んど 旧状を と ど め て い な い。 土 墳の プ ラ ン は 1 . 27 x 1 . 05 mの長方形で

あ り 、 深 さ は 0 . 42mと き わ め て 浅い も の で あっ た。 ま た 、 長軸 の 万向 は N 890 E (S 89 0 W) を

示す。 尾窪遺跡に お い て 、 長軸を東西の 万向 に も つ 例は 、 第1 3号 墓の他 に は 第58B 号 墓が害在

す る の み で ある 。 葬位は西頭位右側臥屈葬と 考え ら れ る が、 こ れは土舗の プ ラ ン の 制約に よ る

も の で あ ろ う 。 被 葬者は 熟年男 子と 推定 さ れ、 人骨 の保寄は 、 土城自体が 浅い こ と も あ っ て 、

あま り 良好で は な か っ た遺物 は 封土 中 に も 土 域内 に も ま っ た く 確認で き な か っ た 。

第 19号墓

第1 9号墓は農道の 南側 i乙 位置す る 。 封土は径1 . 75m、 高 さ 0 . 25mの 士銀頭形で あ る 。 土墳は

1 . 46x1 . 1 mの 長方形で 、 深 さ は0 . 66mと 比較 的浅い。 長 軸の方向は N 21 0 E を 指す。 葬位は北

頭位仰 臥屈葬で、 墳 墓 群の 中 で も 特殊な葬法で あっ た。 尾窪遺跡に お い て は、 葬位の 明瞭な38

例 の う ち 、 仰臥屈葬 と 判 断で き る 例 は葬1 9号墓の み であっ て 、 他は右側 臥屈葬 も し く は坐臥屈

葬で ある 。 被葬 者は成年男 子 と 推定 さ れ、 土駿内 か ら は何 ら 遺物を 確認す る こ と がで き なか っ

た。
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第25号墓

第25号墓 は遺跡の東側 にあ っ て、 遺 跡を横断する 農道に近接す る 。 封土 は径 2 . 62 m 、 高さ

O. 4 mlま ど の 規模で、 遺 跡北側 の 一群 (第 1 号墓 ~第1 1 号墓 〉と は異っ た 構成を示 す。 すな わ

ち 、 第 25号墓 は砂質赤褐色土 壊の上 に築かれてい る 関係か ら 、 そ の封土 は赤褐色土 と 黒色土 (

脅蝕土) の 混合土で あ る 褐色 系の土によ っ て 構成 さ れて お り 、 礁 の 混入 はほ と ん ど み ら れな

い。 こ の よ う な傾 向 は、 第1 3号基以下第8 3号基において、 ほ ぼ例 外な く 確認 さ れた 。 土壌 は1.

52x 1 . 08 mの方形土 舗で、 そ の深 さ は0 . 91 m 、 長軸の方向 はN220 E ( S 220 N ) で あ る 。 ま

た、 土域内に は空洞がみ ら れた。 葬位は南頭位右側臥屈葬で あ り 、 例外的な も の で あ る が、 乙

れ はお そ ら く 納棺の方向を間違 えて し ま っ た も の か と 考 えら れ る 。 被葬者 は成年女子 と 推定 さ
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れ る 。 遺物は 封土、 土 壌の い ずれか ら も発見さ れな か っ た。

第26A号墓

第26 A 号 墓は遺 跡中 もっ と も東 に位置 し、 その西側 に は第25号墓、 南側 に は 第26 B 号墓が接

し て い る 。 封土は 径 2 . 05 m、 高 さ 0 . 21 mを測 り 、 ほ と ん ど 目 立た な い。 土 壌は長軸 の 方向を

N 20E に と る 1.58x 1 . 23 mの方形土壊で、 その深 さ は 0 . 74 mで あ る 。 葬位は 北頭 位 右 側 臥屈

葬 、 被葬 者は 壮年女子 と 推定 さ れ る 。 こ こ で注 目 すべ き 点は、 土域内 の遺体の手首が位置 し た

と 思われ る 部分 よ り ガ ラ ス 玉 26個が出土 した こ と に あ る 。 乙 の ガ ラ ス 王は径4 . 2"'4 . 8mm ほ ど の

もの で、 もと は 無色 透明で あ っ た もの で あ ろ う が、 現在は緑灰色 に 紹色、 あ る い は 白 色 に 風佑

し た も の が多い。

第27号墓

第27 号墓は第25号墓に 南接 し、 その封土は径2 . 77 m， 高 さ 0 .55 mほ どで あ る 。 土壌は1 . 45 x

1 . 28mの 長 軸の方向を N 1 50 E に もつ方形土 墳で 深さ は 1 . 52 mと 深い。 葬位は 北頭位右側臥屈

葬、 人骨 の 保害は土壌の深い こ と に よ る の か、 比較 的良好で あ る 。 被葬者 は 壮年男子 と 推定 さ

れ る 。 遺物は封土内 よ り 縄 文式土器片、 弥生式土 器が、 ま た土 域内 か ら は鉄釘 1 本が出土 して

い る 。

第31号墓

第31 号 基は 第27号墓の西南に接 し、 遺 跡の 中 で も最大級の もの で あ る 。 すな わ ち 、 封土は わ

ず か に 旧状 を と ど め 、 一辺5 . 65 mの方形を呈 してい る 。 封土の 高 さ は0 . 88mで あ る 。 土績は長

軸の 方 向を N 1 40 E に もつ方形 プ ラ ン で あ っ て、 規模は2. 28x 1 . 91 m、 深 さ 1 . 1 6 mで 遺跡の 中

で も第77号 基に つ ぐ 第 2 位 の 容積を 擁して い る 。 ま た 、 土 績は第 1 号墓か ら 第1 1 号墓 に い た る

一 連の 墳墓 と 異 っ て 、 赤褐色 の 地 山 を掘 り 込んで築いて い る 。 葬位は 西 向き 坐臥屈葬西向 き に

坐 り 合 掌す る 姿勢で埋葬 さ れた もの だ ろ う 。 被葬者は 、 人骨の保寄が 悪い た め に成人の 男 子 と

推定 さ れ る 以外判明 し な い 。 尾窪遺 跡に お い て は 、 方形土壌 = 右側臥屈葬 と い う のが公式 的な

埋葬 法で あ っ て、 そ れか ら す る と 第31 号墓の場合は例外 的な存在 と い え よ う 。 ま た、 坐臥 屈葬

と い う 埋葬法は 、 遺骸を納め る に 座棺つ ま り 桶を利用 した もの と 考 え ら れ る 。 遺物は 封土 内 か

ら 土師質 燈明 皿 片、 縄 文式土器、 弥生式土器 片が出土 し、 土 境内 か ら は 、 水品製数珠 玉 5個が

出土 し て い る 。

第39号墓

第39号墓 は第31 号墓の南隣 り に あ っ て、 封土の 旧状は第31 号墓 と 同様 に 、 おそら く 方形で あ

っ た だ ろ う と 考え ら れ る 。 封土の規模は、 一辺4 . 1 5 m、 高 さ 0 . 53 mほ どで 、 西側がやや 崩れ て

い る 。 土 嬢は 径 1 . 26 mの 円形 プ ラ ン を 呈す もの で 、 深 さ は0 . 81 mを測 る 。 葬位は 第31号墓 と 同

じ く 西 向き 坐 臥屈葬、 つ ま り 西 向き に坐 り 合掌 した スタ イ ル を と る 。 本例の 注 目 すべ き 点 は 、
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被葬 者の 椎骨が右回 り に 不自 然な ほ ど の 屈 曲をみせて お り 、 土媛の 形状 と と もに被葬者の 埋葬

に は桶状の 座棺を 使用 し た もの で あろ う と 予想 さ れた こと で ある 。被葬者は 壮年男子 と 推定 さ

れ、 遺物は土 境内 か ら ガ ラ ス製数珠 玉 ?個が出土 した。

第44号墓

第4 4号墓 は遺跡中央部に あっ て、 第58A 号墓の北側 に 隣接 し て い る 。 封土は径1 . 53m、 高 さ

0 . 23mの 小 さ な土鰻頭 形で あま り 目 立た な い 。 土壌は1 . 4 x 1 . 1 mの 方 形プラ ンを もち、 深 さ は

0 . 85 mを測 る 。 長 軸の 方 向は N 1 40 Eで ある 。 葬位は北頭位右側臥屈葬、 被葬 者は 熟年男子 と

推定 さ れ る 。さ て、 乙 の第44号墓 は第41 B 号墓、 第54号墓、 第1 9号墓な ど と もに 、 墳墓 群中 で

は め ず ら し く 土 壌内 に土師質燈明皿を副葬 した例であ っ た 。加えて土 域内 か ら 1 5枚 の 銅銭が発

見さ れてお り 、乙 れ は他l乙例をみ な い特徴で ある 。1 5 枚の 銅銭は組を通 し て 連結 さ れて い た 。

乙 れは土 暁内 底部の南東 隅か ら 発見さ れたが 、磨 耗と 宵食が著 し し1 5枚すべて に つ いてそ の 銭

種を知 る 乙 と がで き な か っ た 。 銭種の判明 し た もの に は至道 元宝 ・ 照寧元宝 ・ 元豊通宝が あっ

て 、 他 の 1 2枚 に つ い て も、 以上三種 (北宋銭) の う ちの いずれか で あっ たもの と 考 え ら れ る 。

第47号墓

第47号 墓は第39号墓 に南接す る 火葬墳墓で ある 。 封土 は径1 . ↑ m、 高 さ 0 . 62 m半球 形を呈す

る 。土 墳は 封土の径 と と もに遺跡中最小の規模で0 . 55 x O . 54 仇 の 方 形プラ ン、 深 さ も0 . 23ml乙

す ぎな い 。第47号墓は 先に の べた ご と く 火葬墳墓で あっ て、 そ れ も後 出 の 第62号墓の よ う 現地

火葬の例では な い 。す な わ ち、 被葬者は 直接土葬に 付 さ れ る の で は な く て、 ま ず ど こ かで な 骸

を焼 却さ れた の ち、 捨い 集め ら れた 火葬骨が土葬 と 同じ手 順で埋葬 さ れ る と い う 例で ある 。 こ

の 場 合、 火 葬骨 は おそ ら く は 植に 納 め ら れて土績に 入れ ら れた も の と 考え ら れ、 主 と し て土 績

内 南部に う づ高 く な っ た状態で み ら れた 。 被葬者に つ い て は 、 成人で ある と い う こ と 以外は何

ら 判 明 し な か っ た 。ま た 、 土 綴内 か ら の遺物は 皆 無で あ っ た 。

第54号墓

第54 号墓は遺跡の ほ ぼ中央部の西端 に位置 して お り 、 東側 、 南側 に は 第55号墓、 第56号墓が

隣接す る 。第54号墓の 封土の規模 は 、 封土の頂部iζ クヌ ギが 自 生 し て い た た め に か な り 東側 に

崩れて は い る が 、径4 . 08m、 高 さ 1 . 05 仇 を測 り 、 墳墓 群の 中 で は 大型 の部類 に 属 し て い る 。 土

績 は赤褐色を呈す る 地 山 を掘 り 込ん で造 っ た 円 形土 域で、 上縁部径1 . 53m、 底部径1 . 27m、 深

さ0 . 91 mを測 る 。葬位は北 向き 座臥屈葬 で第38号墓 と 同様に 円 筒状 の 座棺に 納め て埋葬 し た も

の で あろ う 。 尾窪遺跡に お い て は 、 円 形土績は 7 例ほ ど ある が、 北向 き 座臥屈葬 と い う もの は

例外 的な容在で あっ て、 乙 の意味では第25号墓 と 同 じ く 納 棺の 際 に 方 向 を 間違 え て し ま っ た も

の か も知れ な い 。 被葬 者は 壮年女子 と 推定 さ れ、 そ の人 骨は頭 骸骨 がと く に 良好で ある 。 遺物

は 、 封土内 よ り 縄文 式土器片、 弥生 式土器片、 磨 り 石、 土師質燈明皿片が出土 し 、土 嬢内 か ら

土師質積h明 皿2、灰 軸陶器皿1 が土出 した。
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第57A号墓

第57 A 号墓 は第58 A 号墓 の西 側に接 し て いる 。 封土 は径3 m ・ 高さ 0 . 4 3机の 土 鰻頭 形で あ

る 。 土壌は1 . 38 x O . 88 m ・ 深 さ 0 . 81 mの方形土壌、 長軸 の方向 はN 1 80 E を指す。 乙 乙 で 、 第

57A 号墓は第58 A 号墓の周溝 と 切 り合 い関係に あ っ て、 そ の前後関係に つ いて は、 第57 A 号 塞

が第51 号墓 ・ 第58 B 号墓 ・ 第64号墓 と と も に第58A号墓の周溝が埋没 した後iζ 築造 さ れた も の

で あ る と と が確認 さ れた 。 葬 位は北頭 位右側臥屈葬、 ま た被葬者 は熟年女子 と 推定 さ れ、 人骨

の保害 は不良で あ っ た。 遺物 は封土内 か ら 縄文式土器 片、 弥生式土器 片、 土師質 煙明皿 破片な

と が出土 し た の みで 、 土 域内 か ら は何 も 出土 し な か っ た。

第61号墓

第61 号墓 は第58 A 号 墓の西隣 りに 位置してい る 。 土 鰻頭 形の封土 は径4 . 26 m ・ 高さ 0 . 91 m と

比較的大 き い。 土墳は1 . 66 x 1 . 22 mの方形 プ ラ ン で深 さ は0 . 99 机を測り、 土域内 に は空洞がみ

ら れた 。 長 軸の方向 はN70 E で あ る 。 葬 位は西向 き 坐臥屈葬、 被葬者が あ ぐ ら の姿勢で坐 り、

埋葬 さ れた こ と が 明 瞭に 観察で き る。 第61 号墓 は、 方形土墳 と 坐臥屈葬 の 組み合せ をも っ と い

う 点に お いて第 31 号墓 と 共通 して い る こ と は注 目 して良い。 被葬者 は熟年女子 と 推定 さ れ、 遺

物 は土境内 よ り土師質 煙明皿 2 が出土 し て いる 。

第62号墓

第62号墓 は第58A 号墓 の 南隣 りに 位置す る 火葬墓で あ る 。 封土 は径 5 . 9 m 、 高 さ 0 . 76 m と 最

大級の 規模 を有 して い る が土績 はも た な い。 乙 の第62号墓 は、 同 じ火葬墓の第47号墓 と は異な

り、 いわ ゆ る 現地火葬の好例で あ る 。 つ ま り、 第62号墓 は屍体の焼 却場 と 遺骨 の埋葬場所が 同

ー と い う 埋葬形態 を示す。 具体的に は、 焼 却さ れた遺骨 は灰や炭 と と も に か き 集め ら れ、 そ の

う ち 、 一部 の 骨 片の み が 費 や土師 杯に納め ら れて埋葬 さ れて い る 。 封土内 か ら 出土 し た 壷 や 多

数の土師燈明皿の う ち 、 確実に遺骨 を納 め た も の は土師質燈明皿 3 組 5 個 で あ っ た 。 乙 れ ら の

土師質燈明皿は、 そ れぞれ単独 あ る い は合せ 口 で 用いら れ、 中 に は 2 ・ 3 の 骨 片を入れて、 か

き 集 め た 火葬骨が灰 ・ 炭 の上に安置 さ れて い た。

第77号墓

第 77号墓 は遺跡の南寄り東端iζ 位置し て お り、 そ の封土 は方形 を呈し、 一辺5. 66 仇 ・ 高さ 1 .

1 4m と 第58A 号墓 に つ ぐ 偉容 を誇っ て いる 。 ま た、 土績 は方形土墳で2 . 4 x 1 . 8 m ・ 深 さ 1 . 33 m

と 遺跡中 最大で あ っ て、 封土の 規模に 相応してい る 。 土壌に は空洞がみ ら れ、 長軸 の 方向 はN

20 E と北に近い。 第77号墓の封土 ・ 土 墳は、 き わ めて保容が良好で あ っ て、 墳墓の 築造の過程

をほ ぼ確認す る こ と がで き た。 葬 位は北頭 位右側臥屈葬、 被葬者 は壮年男子 と推定 さ れ る 。 遺

物 は土域内 よ り鉄釘8 本が出土 して い る 。 (石田 彰紀)
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E グルーピングについて

前節で は 、 各墳墓の調査の概要に つ いて述べ たが、 こ れ ら 墳墓群を全体的 な 視野で と ら え た

場合、 封土 ・ 土 壌の 規模 ・ 形状の類似性、 ある い は配列の状態 な どか ら 、 全体は い く つ か の グ

ル ープに分かれ る の で は な い か と 考え ら れ る 。 以下、 第 1 図 およ び墳墓一覧 表に見 ら れ る 調査

の 諸結 果を 基本 資料と し て 、 グ ル ー プの 設定を 試みてみたい。

第 1 群

遺 跡北部の グ ル ープで、 遺 跡を南 北に 分 断す る 農道の 北側 に位置す る 。 乙 の 第 1 群 に は第 1

号 墓か ら 第1 1 号墓 ま で の 一 連の墳墓1 2基 が含 ま れ、 第 1 図 I ・ Eおよ び墳 墓一 覧表に み る ど と

しほぼ 同規模の墳墓が三列に 整然 と 並んでい る こ と は他の 各群に見 ら れな い特徴で ある 。

第 1 群の 1 2基の墳墓の う ち、 1 0基 は明 瞭な 封土を有 して おり 、 そ の封土の平均値 は直径2. 85

m、 高 さ 0 . 68mと な る 。 ちな み に 封土の直径の最小値は第 1 号墓の2. 00 m、 最大値 は第 4 号 墓

の 3 . 66 m、 そ して高 さ の 最小値は第 1 号墓の 0 . 40 1礼、 最大値は 第 4 号 墓の 1 . 03 mで あっ て、 直

径 ・ 高 さ の 最小値 ・ 最大値は 、 と もに第 1 号 墓、 第 4 号基に み ら れ る 。 し か し な が ら 、 乙 れ ら

の 封土の 多 く は、 さ ま ざ ま な 自 然的 ・ 人為的 影響を う け て 、 築 い た 当 初の封土の形状 と は か な

り 様相 を異 に し て い る こ と が考え ら れ る 。 し たが っ て ， 現状を もっ て旧状を知 る とと は 困難で

ある と い え よ う 。 こ の よ う な 中で第 2 号 墓、 第 4 号墓、 第 8 号墓 は 、 遺跡全体を通 じて み て も

封土の 保容 が良 く 、 封土の 旧状を知る に は貴重な容在で ある 。 すな わ ち、 すべての墳墓の封土

が 方形 と は い え な い ま で も、 前 記の 三例 に つ いては第 1 図 1 • rr に も明 ら かな よ う に 方形の封

土を有 し て おり 、 整然と し た 方形墳墓の 害在を知 る 乙 と がで き る 。

次IC第 1 群l乙属す る 墳墓 の 土 膿はすべて礁を多 く 含む地山 lζ掘 り 込ん で築かれて い る 。 こ の

点は他の 各群 と の 聞 に 、 明 ら か に相違点を 見出すとと がで き る 。 土墳 の形状はすべて方形プ ラ

ン で 、 土 膿の 各部 の 平均値は長辺1 . 65 m、 短 辺1 . 1 7 m、 深 さ 0 . 83 mを測 る 。 ま た 、 土 墳の長軸

の 方 位平均値 はN 1 30 Eと な っ て い る 。 さ ら に第 1 群の墳墓の葬位は、 若干の 差異は 認め ら れ

る もの の 、 基本的 に はすべて、 北頭位右側臥屈葬の形態を と っ て い る 。 第 1 群の墳墓は他の 各

群に比べて、 人骨の保寄 が比較的良好で あり 、 こ の こ と は1 2基の墳墓の う ち 7 基 ま でが鉄釘を

出土 して い る こ と 、 土 横内 IC 空洞 を もつ ものが多 く み ら れた こ と な ど に も反映して い る 。

第 2 群

第 2 群 は、 遺跡を東西に横 断す る 農道の南側 に 分布す る 一群で、 第21 号基を除いて第1 9号墓

か ら 第34号墓 ま で の 1 2基を含む。

第 2 群の墳墓 も第 1 群ほ ど で はな い が、 比較的整然 と した並びを もっ て おり 、 た と えば第25

号 墓、 第27号 墓、 第32号墓 およ び第26 A号墓、 第26 B 号 墓は南北の方向に、 ま た 第2 3号墓 ・ 第

24号 墓 ・ 第25号 墓 ・ 第26 A号 基は東西の方向 に規則性を もっ て いる よう で あ る 。

墳 墓の 規模は、 第31 号 墓を除い て第 1 群の もの に準ず る 中規模の ものが多い。 す な わ ち、 第
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3 1号 墓を 除 く 1 1 基の墳墓に お け る 封土の 平均値は 直径2 . 1 1 7九、 高さ 0 . 34 mで土鰻頭形を呈す。

ま た土 壌は すべて方形土壌で そ の 各部分の 平均 値は 長辺1 . 46 m、 短 辺1 . 09 m、 深さ 0 . 95 悦、 長

軸の方 向 N 9 0 E で あっ た。 乙 の うち、 長 軸の方向 に つ い て は か な り 変動が あっ て 、 東西2 rの

幅がある 乙 と も記し て お きた い。

埋 葬は 第31 号墓 以外 は 第 1 群 と 同 じ く 、右側 臥屈 葬で ある 。 こ の う ち 、 第25号墓だ け は 南頭

位、 他は すべて北頭 位で あっ て 、 との場合は納 棺の 際 lζ間違 っ た もの と 考 えら れ る 。

さ て、 第31 号墓は 先に の べた よ う に 、 土 墳の容積 は 5. 0 5nlと 遺跡中第 2 位で あり 、 葬位は西

向きの 坐 臥屈 葬と な っ て い る 。 した が っ て、 被 葬者は 坐 棺に 納め ら れ て埋 葬さ れた もの と 考 え

て 良いが、 こ れと 同様の例 と して第61 号 墓があり 、 第61 号方形土 墳の 容積 は 2 . 00 nlと 小 さ い。

第31 号 墓を第61 号墓 と 比べ る と き、 ま た は埋葬形態が 坐臥屈 葬の 円 形土 墳と 比べ る と きに 、 そ

の 土旗が い か に 大きな 空闘を もっ て い る かが判 る 。 つ ま り 、 第31 号墓 は 埋 葬に 不必要な 多 く の

空聞 を もっ た 土壌と い うとと が で きる 。 そ して被 葬者は 水品製の玉を用 い た数珠を所 持 し て い

た が、 こ れ は墳墓群中 唯一の例 で ある 。

以上の べ て きた こ と か ら 、 第31 号墓の被葬 者は他の墳墓 と は 異な っ て、 厚 葬の扱 い を うけ て

い る よ うに 見受け ら れ る 。 そ して 、 第 2 群の墳墓は、 との 第31 号 墓を 中心 に し、 そ の周辺を規

則性を もっ て と り ま い て い る よ うに観察 さ れ る の で あ る 。 ある い は 、 第 2 群の墳墓 は第31 号墓

の 被葬者を 家長 と する 一族の墓 と する 乙 と もで きよ う が、 残念な が ら 推測 の 域を 出 な い 。

第 3 群

遺跡の 中央 に 位置 する 第 3 群は 、 遺跡中 もっ と も多 く の 墳墓を 擁する 群で、 第58 A号 基の周

辺に群集 する 第37号墓か ら 第66号墓 ま で の 一 連の墳 墓22基を含む。 乙 の群 iζ属 する 墳 墓は大小

二種類あっ て、 大きい もの は 第58 A号墓の西側 に 、 小 さ い もの は 第58 A号墓の北側 に集中 して

い る 。 墳墓の配置は 、 第51 号墓、 第45号 墓、 第46号墓お よ び第52 号墓、 第48号墓、 第47号墓に

南北の規則性がみ ら れ、 第39号 墓、 第38号 墓、 第41 B 号墓、 第41 A号墓、 第41 C 号墓、 第55 B

号 墓、 第54号墓の 7 基 に は 東西の方向 lζ規則性がみ ら れた。 そ して 、 後 者の 7 基の墳墓の 中 に

は 円形土 墳を主体部 と する もの が 5 基 ま で も含 ま れてい る 事 実は 注目 し た い 。

さ て、 第 3 群の墳墓 に は 、 封土の規模の うえで 大小二 種類が ある こ と は すで にふれたが、 大

型の封土を もつ もの の 平均値は直径4. 1 7 m， 高 さ 0 . 68仇 で あり 、 小 型の もの は 直径1 . “m、 高

さ 0 . 35 mで ある 。 し か し 、 乙 れ ら 大小の墳墓の 聞 に は特に差は 認め ら れな い。 土 績は 、 方形土

壌と 円形土壌の二 種が混在 し て い て 、 方形土 壌は 他の 各群の もの よ り も比較的小 さ い もの が 多

く、 各部の 平均値は 長 辺1 . 28 仇 、 短 辺0 . 95 11L、 深 さ O . 7 7 mと な っ てい る 。

葬位 は方形、 円 形土墳の杏在を反映 し て、 右側 臥屈 葬7 例、 坐 臥屈葬5例がみ ら れ、 他 は 不

明 で あ る 。 被 葬者は や は り 成人が多いが、 そ れ で も幼小児 の墳墓が 4 例 ほどあっ て、 他の 各群

iζ 比べ る と 多い 。

埋 葬の 方法 は 、 ほと ん どが土葬で ある が、 遺跡全体で も 2 例 しか 知ら れ な か っ た 火 葬墓が 、

と もに 第 3 群に属 し て い る 。 こ れ ら 火葬 基に つい て は前項に お い てすで に述べ たが、 ま た次節
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に お い て も ふれ る の で 、 こ こ で は重複を 避け た い。 ま た第 3 群 と 第58 A号墓 の 関係 に つ い て も

同様で あ る 。 さ ら に第 3 群の墳墓 に つ い て は、 土横内 か ら 遺物 を 出 す墳墓が他の各群iζ比べて

多 い と い う 事実で あ ろう 。 しか し、 第 1 表に示 した ど と く 、 遺物の 出土す る 墳墓 に特定の傾向

墳墓|古醐 | 霊土宗 l pa l 葬 位 ! 被葬者
第 39 号墓
Z Z 
4第 A 1 墓

長
官
号
第4C1 
墓

号

z z 

第
Z 

ガラス 方 形a円26形坐西
臥向屈葬き 壮年男子

ガラス製 4 1 5 I 
数珠玉 53 8 1 
ガラス 円188

形

方1 00x形88 不し (人) 骨明
な

不 明
ガラス製
数珠玉 30 59 
ガラス 円1 2 473 形円12 5形ィ、 詳 2-3才ガラス製 の幼児
数珠玉 62 土燈師質明皿 不 明 円 形 不 詳 不(成人詳) 96 53 

詳|3才の幼五欠輪塔残 不 明 方12 5x 1 形1 0 不 児8 7  
北 土宋燈師銭質明皿円15

3形

叩|酔 熟年男子

23 
E額燈程明器皿 円 形円1 53形坐北 臥向屈葬き壮年女子408 72 9 1 
土燈師質明皿 円428形 方1 66x1 形22 坐西臥向 屈葬き熟年女子

95 99 
第6表 土演出土の遺物

第 4 群

を見出す 乙 と はで き な い。 つ ま

り 、 遺物を出 す墳墓 と 出 さ な い

墳墓 と の 聞 に 、 封土の形状や大

小、 土壌の形状や大小、 被葬者

の 年令や性別 、 そ して葬位な ど

に よ る 差 は認 め 難い 。 特徴 と い

える も の を あ げ る な ら ば、 円 形

土墳に遺物を有す る 比率が 高い

こ と 、 そ して 、 本 噴の初め にふ

れ た 東西の 規則性を も っ 7 基の

墳 墓の う ち 5 基 ま でが遺物 を 出

土 して い る こ と で あ ろう 。

以上の べ て き た よ う に 、 第 3

群 は他の各群に比較 し て 、 多 く

の 特徴を有す る 変化 に富ん だ グ

ループと い える 。

第 4 群 は、 遺跡南部に分布す る 墳墓の一群で、 第70号墓か ら 第79号墓 に い た る 7基の墳墓 に

よ っ て 構成 さ れて い る 。 そ して 、 そ れぞれの墳墓の 位置関係 に は、 他の各群でみ ら れた よ う な

規則性 は全 く 認め ら れな い。 つ ま り 第 4 群の墳墓で は、 すで に 築造さ れた墳墓が あ る か ら 少 し

距離を お い て新た に 築 く と い っ た程度の位置関係 しか も っ てお ら ず、 そ の意味で は独立性 を 保

っ て い る と い える 。 し た が っ て、 第 4 群の 構成墳墓 はわずか 7基 と 少な い に も かか わ ら ず、 こ

れが占有す る 空間 は、 多 く の墳墓か ら 成 る 他の各群i乙比べて 、 決 して 狭い も の で はな い 。

さ て、 第 4 群の特徴 は最大級の墳墓に よ っ て 構属さ れてい る と と で あ ろう 。 封土 は保容 の よ

い第77号墓を除 け ば 、 他の例 に も れず崩壊の度が はげ しい。 そ の た め 、 こ こ で は土墳の大 き さ

に よ っ て、 墳墓の 規模を示 すが 、群 中 最大の墳墓 は第77号墓、 最小 は第76号墓で あ っ た。 土墳

の形状 はすべて方形で あ っ て、 そ れぞれの土墳の各部分の数値は、 前者が2. 40 x1 . 80m 、 深 さ

1 . 33m で あ り 、 後者は1 . 62x 1 . 1 8m 、 深 さ 0 . 94m であ っ た。 そ して 7基の平均値 は1 . 72x 1 . 38

m、 深さ 1 . 1 3机と な っ て お り 、 他の各群の平均値iζ比べて、 かな り の差が あ る 乙 とが 判る 。

葬位 は 7 基 中 5 基ま でが北頭 位右側臥屈葬で あ り 、 残 り 2 基 も そ の 可能性が 濃い 。 遺物に つ- 30ー



い て は土境内 よ り 比較的保容の良い鉄釘が 多数出土 し て い る 。

第 5 群

第 5 群は 、 遺跡の も っ と も 南よ り に位置す る 第80号墓か ら 第83号墓 ま で の 4 基の方形土墳墓

に よ っ て構成 さ れて い る 。

遺跡の 中 で、 も っ と も 小 さ な群で あ る 第 5 群は 、 他の各群 と は多少異 っ た杏在 と い え る も の

で あ る 。 す な わ ち 、 第 5 群を構成す る 墳墓は いずれ も 小規模で あ り 、 相 互の位置関係は他の各

群には み ら れな い ほ ど整然 と し た も の で あ る 。 第 5 群中 の最大の墳墓は第80号墓で1 . 40 x 1 . 04 

m、 深 さ 0 . 5 m、 最小は 第82号墓で0 . 92 x O . 80 m、 深 さ 0 . 66 m、 そ して全体の 平均値は 1 . 1 3 x

0 . 91 m、 深 さ 0 . 75 mと な っ て お り 、 構成墳墓の小規模な こ と が判 る だ ろ う 。 ま た 、 第 5 群の墳

墓は 第83号墓 を の ぞ い て人骨の保容が不良で あ っ て、 葬位 ・ 被葬者に つ い て の 詳 細 は 判 ら な

い。

な お こ の 東側 に は 、 石塔を有す る 1 0数基の近世墳墓 ( 天保 ~明 治 ) が み ら れた こ と をつ け く

わ え て お く 。

第 6 群 各群lζ 属 さ な い墳墓

こ れ ま で墳墓群を 5 群に 分 け 、 それぞれの各群に つ い て の べ て き た。 し か し墳墓の 中 に は 、

前記 5 群の いずれに も 属 さ な い と 考 え ら れ る も のが 3 基あ る。すな わ ち 第1 3号墓 ・ 第1 6号墓 ・

第21 号墓がそれで、 こ の う ち 第1 6号墓 ・ 第21 号墓は位置的に は 第 2 群に近い も の の 、 噴墓の形

状、 内容に つ い て は 第 3 群に組 み入れ ら れ る べ き 害在であ る こ と を特記 し て お き た い。 し か

し、 第1 3号墓の 場合は 形状 ・ 内容の いずれを と っ て も 、 属すべ き 群を も た な い。

(石田 彰紀)
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第二章 遺 構

本節に お い て は 、 尾窪遺跡でみ ら れた遺構、 す な わ ち 土葬墓、 火葬墓、 そ して第58A 号墓に

つ い て、 そ れそ'れ項を設け て考察を加えたい。

土葬墓は尾窪遺跡に お け る 、 も っ と も 一般的な葬法で あ る 。 そ して そ れ は 、 封土、 土墳の 2

部分か ら 成 っ て い る 。 第 1 項で は 、 そ の封土、 土墳の概要に つ い て のべ る ほ か 、 若干の 形式分

類を試み て み た い。

第 2 項では、 尾窪遺跡でみ ら れた 2 例 の 火葬墓に つ い て考察を加え る 。 い わ ゆ る 火葬墓 な る

も の に つ い て は 、 全国各所で発見 さ れて お り 、 ま た調査 ・ 報告 さ れて い る も の も 決 して少な く

は な い 。 しか し な が ら 、 尾窪遺跡の例 は 、 土葬墓 と の 関連 に お い て非常に興味深 い杏在 と い え

る も の で あ る 。

第 3 項で と り あ げ る 第58A 号基 は墳墓で は な く 、 こ れ ま で は便宜上、 当初 の第58 A 号墓 の名

を そ の ま ま 用 い て き たが、 第 3 項に お い て は 、 第58A号遺構 と 改称す る 。

I 土 葬 墓

尾窪遺跡で調査 し た 64基の墳墓 中 、 62基 ま でが土葬 墓 で あ る 。 こ の こ と は土葬 と い う 埋葬

法が、 尾窪遺跡を形成 し た ひ と び と の 聞 で い かに一般化 し て い た か と い う こ と を如実に 示 し て

い る 。

と こ ろ で こ の土葬墓 の築造過程は 、 第刀号・墓ほ か 2 ・ 3 の例か ら ほ ぼ以下 の よ う に 復元 さ れ

る で あ ろ う 。

1 、 墳墓を築造す る 地点の決定。

墳墓の位置関係に規則性が あ る な しに かかわ ら ず、 隣接す る 墳墓 と は重複 し な い よ う に配

慮 さ れて い る 。 注 1

2 、 土墳の形状 ・ 規模 と 万向の決定。

土墳の形状規模は 、 も ち ろ ん 、 被葬者を納め た棺の形状、 規模に よ っ て定 ま る 。 し か し 、

第31 号墓、 第77号墓の ど と き大型の土墳に おい て は若干 の厚葬の傾向を認 め ざ る を得 な い。

ま た 、 方形土壊に お け る 長軸 の方向 の決定に つ い て は 、 多少の変動 は あ っ て も 大体 N 1 00 E 

"， N  1 50 E の 聞 に お さ ま っ て い る こ と は 、 長軸の方向を決定す る 目 標、 た と えば塚原地 区 の

台地に大木あ る い は古墳 な どが あ っ た こ と を暗示 してい る よ う で あ る 。 注 2

3 、 土墳の掘 り 下げ

土墳の深 さ は 、 土臓の 平面積 と の 聞 に 一応比例関係を認 め て よ いが 、 こ の両者に一定の割

と 合い う も の は荏在 し な い よ う に み う け ら れ る 。 掘 り 下げの手順 は 、 土墳 と な る べ き範囲 の

土を少 しづっ全体的に掘 り 下げてゆ き 、 周 囲 に排土す る 。 し たが っ て、 排土の構成は下部が

表土 (黒色土) 、 中部が表土 と 地 山 の土 と の混合土 (褐色土) 、 そ し て上部が地 山 の土 (赤
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褐色) と な っ て、 掘 り 下 げ前 の層序 と は逆転す る 。 しか し 、乙 れ は第 1 群を除 く 墳 墓に の み

共通す る 乙 と で あっ て、 第 1 群の墳墓 は、l擦 の多い地山 の上に 築かれて い る た め に 、 層 序 は

不明 瞭で ある 。

4 、 納棺と 副葬品 の 納入

棺に は寝 棺と 座 棺が ある が 、基本 的に は、 前 者は北枕、 後 者は顔が西向 き と な る よ う に 納

棺 さ れ る 。 し か し 、 中 に は第2 5号墓や第 54号墓の よ う に 、 納棺の 際 に 方向を変えた と 思わ れ

る も の も ある 。 副葬品 に つ い て は 土域内 棺外 よ り 灰 粧陶器、 土師器燈明皿、 北宋銭な どが 出

土 し て い る が 、そ の いずれ も 丁寧 に安置 さ れた状況で は な く 、 無雑作に 置 い た り 投 げ入れた

り と い う 状況を示 し て い た 。 制

5、 封土の形成

納棺が完了す る と 土城を掘 り 下 げる 乙 と に よ っ て得 ら れた排土で も っ て、 土墳 と 棺の 間 隙

を埋め 、さ ら に 上面を覆 う 。 乙 の段階が 封土の形成で ある が、 乙 の手 順は 土墳の掘 り 下 げと

は 逆に な る 。 と こ ろ で、 封土の規模は 土績掘 り 下 げの排土の量、 す な わ ち土墳の容積に 比例

す る こ と は い う ま で も な い 。 ま た 、調 査時に しば し ば 確認さ れた 土域内 の 空調は 、 棺の な ご

り で ある 乙 と に ほ ぼ ま ちがい な い と 思わ れ る が、 そ の 空洞 は 封土の 土圧に よ っ て変形 して お

り 、 棺の正 確な形状 、規模を 確認す る 乙 と は で き な か っ た 。 封土が築かれた後、 そ の上に は

おそ ら く 餓飢草子に み る よ う な 木製の 墓標が 立て ら れた も の と 想像 さ れ る 。

封 土
尾窪遺跡に お い て は 、 発掘調査前の 地形測量時iζ 、 83に の ぼ る 盛 り 土を 認 め る こ と が で き

た 。 こ れは 当 初 よ り 墓の 封土で あろ う と 考え ら れて い た も の で ある 。 しか し、 実際に 発掘調査

が進行す る に つれ、 盛 り 土の多 く は墳墓で ある こ と が判明 したが、 結 果と し て は、 墳墓 と 想定

さ れ た 83例の う ち、 九州縦貫道路線 予定地内 の も の68例に つ い て 発掘調 査を行な っ た 。 そ し て

調 査終了時に は 、 68例中 56例が実際の墳墓で あっ て、 他の1 2例 は 墳 墓で は な い と 確認さ れた の

で ある 。 つ ま り 、発掘 した盛 り 土に対す る 墳墓の割合は82 . 6% と か な り の高率で 、 当 初 の 予組

が 的中 した わ け で ある 。 換言す る な ら ば、 盛 り 土 5 ・ 6 例lζ 対 し て 1 例 の割合で、 墳墓で は な

い盛 り 土が み ら れた こ と に な る 。

さ て、 発掘調 査の結果 、実際 lζ墳墓で あっ た も の の盛 り 土を 封土と 称す る 。 そ して こ れ ら の

封土は 、築造後長い年月を経過す る 中で、 自 然 的 ・ 人為的な諸影響を う け て か な り 変形 し て い

る と 考 え ら れ る も の が少な く な か っ た 。 し か し、 そ れ ら に色 々 の観察 ・ 検討を加え る こ と に よ

り 、 封土に は大小 さ ま ざ ま の規模の も のが あり 、 一般 的に は 封土の大き さ は 土墳 の大 き さ に比

例 して い る 。 ま た形態に も 方形 ・ 円形のニ 種が ある こ と が判 っ た の で ある 。 以下、 封土を方形

封土、 円 形 封土に 分け て 、それぞれについて考察 し た い。

方形 封土

尾窪遺跡の 境基 の 中 で 、万形 プ ラ ンの 封土を も つ も の に は第 2 号 墓、 第 4 号墓、 第 8 号墓、

第31 号墓 、 第39号墓、 第77号墓が ある 。 しか し 、 乙 れ ら は現状で 確認で き た も の の み で あっ

て 、本来は前 記以外 の も の も あっ た か も 知れ な い 。 ま た 、現在方形 封土を も っ墳墓 と 判断 さ れ
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る も の も 、 決 して保害が良い訳で は な い。

方形封土を も っ墳墓は 、 円 形封土の も の に比べ、 一般に大型の も の で、 最小の も の は 第 2 号

墓 の 一辺 の長 さ 2 . 90 m、 高 さ 0 . 62 m、 最大の も のが第31 号墓の 一辺5. 65 m、 高 さ 0 . 88 m、 そ し

て平均値は 一辺3. 91 m， 高 さ 0 . 74 mと な っ て い る 。

封土 と 土壌 の 関係 に つ い て は 、 規模の点では比倒的関係に あ る が、 そ れぞれの形態 に つ い て

は特に 関係 は な い よ う に 見受 け ら れ る 。 す な わ ち 、 方形封土は方形土壌、 円形土墳 の いずれか

と の組み合せがみ ら れ、 こ れ ら の傾向 は 、 後出の 円形封土を も っ墳墓に も 同様 に 認 め ら れて い

る 。

円 形封土

遺跡 の多 く の墳墓が、 い わ ゆ る 土鰻頭形の封土を も っ て い る が、 こ れを 円 形封土 と 称す る 。

も ち ろ ん こ の場合、 現状が土鰻頭形で あ る か ら と い っ て、 そ れがそ の ま ま 旧状を示 して い る と

は 限 ら な い。 封土は 、 構造的に は土墳を掘 り 下げ る こ と に よ っ て得 ら れた土の集積 で あ る 。 し
注 4

か も 、 古墳時代の古墳の封土に み ら れ る よ う に 、 か た め な が ら 盛 り 上げ た も の で は な い 。 し た

が っ て、 長期聞 に わ た る 風雨な ど の 自 然現象が、 封土に ど の よ う な 影響を与 え た か は予想で き

ょ う 。

さ て、 円 形封土の 規模は大小 さ ま ざ ま で あ っ て、 最小の も の は第47号墓で径 1 ， 1 0 m、 高 さ

0 . 62 仇 、 最大の も の は 第62号墓で径5 . 90 m、 高 さ 0 . 76 m、 そ して平均値は径2 . 48 m、 高 さ 0 . 4

mと な っ て い る 。

円形封土の埋葬主体部 と の組み合せは、 方形土壌 ・ 円形土嫌 ・ 火葬墓な どがあ っ て、 公式的

な も の は認 め ら れな い 。 た だ 、 数の上で は方形土壌 と の組み合せが も っ と も 多 い 。

土 壌

尾窪遺跡の墳墓の埋葬法に は土葬 ・ 火葬のニ種が あ る が、 前者の場合、 そ の ほ と ん ど は 地

中 に 土墳を掘 り 込ん で棺を納 め 、 余 っ た空間を土で埋 め 、 そ の上を封土で覆 う と い う 手法を用

い て い る 。 しか し 、 こ の よ う な埋葬法は伺 も 尾窪遺跡に 限 っ た こ と では な く 、 全 国 に 散見す る

乙 と がで き る 。 た と えば 、 長野県中野市の安源寺遺跡、 島根県松江市槍山古墓群、 広島県豊田註 5 注 e

郡本郷町陣 ベ ラ 遺園野な ど の 報告が あ り 、 熊本県下防 いて も 宇土市緯j 瞥跡が報告 さ れて い

る 。

本稿に お い て は 、 尾窪遺跡の も っ と も 一般的な埋葬遺構で あ る 土墳 に つ い て 、 若干の考察を

加 え て み た い 。 な お、 尾窪遺跡の土壌に は大別 し て方形の プ ラ ン を も っ土壌 と 円形 の プ ラ ン を

も っ土墳 と が あ り 、 そ れぞれについてのべ る も の と す る 。

方形土績

尾窪遺跡の調査を行な っ た64基の墳墓の う ち 、 55墓が方形土壌を主体部 と す õ 土葬墓で あ っ

て 、 そ の全体に対す る 割合は79 . 7%を 占 め る 。 一方、 円形土壌は62基の う ち 7 基 で、 全 体の

1 0 . 9% に す ぎ な い。 した が っ て 、 尾窪遺跡に お け る も っ と も ポ ピ ュ ラ ー な埋葬主体部は方形土

揖 と い う こ と が い え よ う 。

さ て、 一言で方形土壌 と は い っ て も 巌密 に は 、 方形土嫌に も 正方形l乙近い プ ラ ン を も つ も の
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と 長方形の プ ラ ン を も つ も の と が あ る 。 こ こ で仮に前者を A類、 後者を B 類 と し 、 それぞれの

具体的 な数を示すな ら ば、 A類!;!: 4 基、 B 類は 47基 と な る 。 以下A類、 B 類 l己 分 け て孝察す る

A 類

方形土臓の う ち 、 長軸の長 さ と 短軸 の長 さ と の差が1 0cm 以 内 で正方形lζ近い フ。 ラ ン を有す

る も の を A 類 と 仮称す る 。

λ タ イ プ に属す る 墳墓には 第37号墓、 第56号墓、 第82号墓、 第83号基が あ げ ら れ る 。 こ れ

ら の墳墓葬位は 、 第37号墓は 不明であ る が発掘調査時の観察か ら 坐臥屈葬の傾向が強 く 、 第

56号基は 西向 き 坐臥屈葬、 第82号墓は 不明、 そ して第83号墓は 北頭位右側臥屈葬 と な っ て い

る 。

A 類 の 方形土績は 55例 中 、 わずかに 4 例で あ る た め に 、 詳細を把握す る こ と が困難で あ る

が 、 可能性 と し ては 、 後出の 円形土墳 と 同様に、 坐棺lζ 納 め た も の と も 考え ら れ る 。 そ して

こ の こ と に つ い ては 、 円形土墳 6 基 と 坐臥屈葬若 し く は そ の 可能性の強い第56号墓 、 第37号

墓が 同 じ第 3 群に属 し て い る こ と も 示唆を与えて く れ る 。

B 類

万形土城の 中 で 、 長軸 と 短申iliの差が1 1 cm 以上の長方形の プ ラ ン を も つ も の を B 類 と す る 。

B 類の方形土壌は 、 尾窪遺跡では 51 基が検出 さ れてい る が、 そ の う ち 葬位が判 る のは 右側臥

屈葬32例、 何臥屈葬 1 例 、 坐l臥屈葬 2 例であ る 。 右側臥屈葬は 32例の う ち 29 例 ま で が 北頭

位、 他の 2 例は 南頭位、 西頭位が各 1 例づつで あ り 、 乙 の場合の南頭位は 、 こ れ ま で し ば し

ば触れた よ う に 納棺 の 際 の 間 違 い と 考え ら れ る 。 ま た 、 B 類の方形土墳は 、 形態的には い わ

ゆ る 寝棺を納め る に適 し た も の で あ る 。 したが っ て基本的に は 、 B 類の 万形土域は 寝棺 = 北

頭位側臥屈葬の 公式化が可能で あ ろ う 。

仰臥屈葬 に つ い ては 、 資料が第1 9号墓 1 例であ る た め に 、 そ の全貌を把 む の は む づ か し

い。 未調査、 葬位不 明 の 土墳墓 の 中 には 仰臥屈葬が伺例かみ ら れ る か も 知れ な い が、 いずれ

に せ よ尾窪遺跡に お い ては 、 右側|弘屈葬ほ どには 用 さ れ る こ と の な か っ た埋葬法 と 考え ら れ

る 。

円形土勝

平面 プ ラ ン が円形を呈す る 土峨を円形土峨 と 称す る 。 あ る いは 土臓の形状か ら 、 円 筒状土城

と 称す る こ と も 可能であ る が、 こ こ では さ き の 方形土嫌に 対す る こ と ば と し て 円形土擦の名称

を あ て た い 。 な お、 円形土域断聞の形は いずれ も 底部 よ り も 上縁部の方が若干広い 、 い わ ゆ る

逆裁頭方錐形を呈 し て い る 。

さ て、 尾窪遺跡に お い て 円 形土績を主体部 と す る 墳墓は 7 例ほ ど発見 さ れて い る が、 一覧表

に み る よ う に 、 円形土壌には 大き く 分け て大小ふたつの タ イ プが考え ら れ る 。 す な わ ち 、 大型

の 円形土畷 と し て直径1 . 53 m、 深 さ O . 94 mほ ど の規模の も の 、 小型の 円形土墳 と し て 直径1 . 23

押L前後、 深 さ O . 56 m前後の規模の も の であ っ て、 大型の タ イ プ には 第1 6号墓、 第54号墓が、 小

型 の タ イ プ に は 第21 号墓、 第38号・墓、 第41 A号墓第41 B 号墓が該当 す る 。 そ し て第39号墓は深

さ で は前者、 直径では 後者の計測値に近 く 、 両者の 中間 的 な位置 に あ る も の と い え る 。
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円 形土墳に お け る 埋葬形態 は 、 第38号墓、 第39号墓、 第54号基がいずれ も 坐臥屈葬位で あ る

こ と 、 土墳の形状か ら 右側臥屈葬、 何臥屈葬の方法を と る こ と は 困難で あ る 乙 と な どか ら 、 ー
注 9

応、 円 形土膿 = 坐臥屈葬の公式を導 く こ と がで き る 。

坐臥屈葬の場合、 第38号墓、 第39号基が西向 き で あ る の に 対 して、 第54号墓の みが北向 き で

あ る 。 ま た 、 第31 号墓、 第56号墓、 第61 号墓は方形土壌の例で あ る が、 こ れ ま た西向 き 坐屈葬

で あ る 。 乙 乙 で、 方形土壌墓第25号墓の南頭位右側臥屈葬 と い う 葬位が、 納棺の際に方向を間

違 えた こ と に よ る も の と す れば 、 第54号墓 も ま た 、 本来は西向 き坐臥屈葬で あ る べ き と こ ろ

を納棺 の 際 の ミ ス に よ っ て、 北向 き 主任臥屈葬 と い う 例外的な存在 と な っ た も の と い え よ う 。

つ ぎ に 被葬者を納 め る 棺に つ い て は 、 土墳の形状か ら 座棺、 す な わ ち 円 筒状 の棺桶が予想 さ

れ る 。一般に座棺は蓋を す る に も 縄掛け だ け で釘を打たな いが、 実際 に 円形土墳 の いづれか ら

も 鉄釘は発見 さ れて い な い。以上の こ と か ら 、 尾窪遺跡に お け る 円形土墳を主体部 と す る 墳墓

は 、 円形土壌は 座棺 = 西向 き 坐臥屈葬の 公式が成立す る こ と を容認 し得 る と 考 え る 。

E 火 葬 墓

火葬 と は 、 い う ま で も な く 屍体を火熱に よ っ て焼却 し 、 そ の遺骨を拾集 し て埋葬す る と い う

方法で あ っ て、 そ の埋葬す る 施設を火葬墓 と い う 。尾窪遺跡に お い て は 、 乙 の よ う な 火葬墓は

62例 中 2 例が確認 さ れて い る 。 1 例は第47号墓であ り 、 他は第62号墓の例で あ る 。 乙 の 2 例 は

同 じ火葬墓で あ っ て も 内容的 に は 、 全 く 似て非な る も の と い っ て よ い。すな わ ち 前者は火葬 と

土の折衷 と で も い う べ き 害在で あ り 、 後者は現地火葬の好例で あ る 。 こ れ ら は いずれ も 封土を

も っ て お り 、 外面的に は他の土葬 と 何 ら 変 り は な い。以下、 それぞれの特徴に つ い ての べ る 。

火葬土綴基

第47号墓は 、 被葬者の遺骨を集め 、 土墳に納め て埋葬 した例であ る が、 こ の よ う な埋葬施設

を こ こ で は火葬土墳 と 仮称す る 。
ひっ

火葬土域 と は要す る に火葬 と 土葬の折衷で あ っ て 、 屍体焼却後の遺骨を拾い集め 、 植に納め

土墳の 中へ入れ る と い う 埋葬方法で あ り 、 土墳の上部は他 の土葬基 と 同様に封土で覆われ る 。

第47号墓は こ の よ う に埋葬の過程が複雑な点に おい て第31 号墓 と は違 っ た意味で被葬者が厚葬

の 扱い を受け た も の と い う こ と が可能か も 知れ な い。

第47号墓の土壌は 、 0 . 45 x 0 . 44 m の 方形状を呈 し 、 深 さ は0 . 23 m で あ る 。 乙 の よ う に他の土

葬墓の土墳に比較 し て 、 き わ め て小規模な も の で あ る が、 こ れ は 、 遺骨を納 め た摘を入れ る た

め の も の で あ る か ら 、 乙 の程度の大き さ の も ので十分で あ っ た の だ ろ う 。つ ま り 、 火葬土墳 と

し て は 第47号墓 の ご と き 規模の も のが、 必要に して十分な も の で あ っ た と 考え ら れ る 。

現地火葬墓

第62号墓は前章第二節 に お い て の べ た よ う に 、 屍体焼却 の場所 と 埋葬の場所が 同ーの現地火

葬の例であ る 。 乙 こ で は そ の 具体的内容に はふれな いが、 同 じ火葬墓で は あ っ て も 、 第47号墓
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と は埋葬の過程を異に し て い õ と と は い う ま で も な い 。 つ ま り 、 第62号墓は第47号墓 に 比べ て

か な り 埋葬の 手続が簡略化 さ れて い る 。

第62号墓に お い て は 、 封土の下部 と 上部 に そ れぞれ遺骨を納 め た 土器が安置 さ れて い た 。 す

な わ ち 、 下部の そ れ は土師質燈明皿を納骨器 と し た も の で あ り 、 上部の も の は 向製壷を納骨器

と し た も の で あ る 。 前者の土師質燈皿は 、 他 の墳墓か ら 検出 さ れて い る も の と ほ と ん ど 同 じ タ

イ プ の も の で あ る 。 そ し て 、 こ れ ら 二者の納骨器が 同時期の も の か否か に つ い て は 、 調査前に

封土がすで に揖乱を う け て い た た め に 、 残念な が ら 判定を下す こ と がで き な い。 ま た 、 向製壷

に つ い て は断定は で き な いが 、 おそ ら く 江戸初期頃 の佐賀周辺で製作 さ れた も の と 考 え ら れ

る 。

E 特殊な遺構

第58A 号遺構は 、 そ の外見が他の 墳墓 と よ く 似 て い た た め に 、 調査の ほ と ん ど終了 間 際 ま で

墳墓 と 考 え ら れて お り 、 た め に 第58A 号墓 と 呼称 さ れて い た 。 し か し結果的に は 、 第58 A 号跡

構 の ど の部分に も 埋葬の形跡は認め ら れず、 少な く と も い わ ゆ る 「埋め墓J と し て の施設で は

な い 乙 と が確認 さ れた の で あ る 。

第58 A 号遺跡の発掘前の形状は 、 方形の封土でそ の規模は長 辺7 . 1 5 机 、 短辺 5 . 1 0 m 、 高 さ

1 . 22m と 遺跡 の 中 で は最大で あ っ た 。 し か し 、 そ の封土の下部に は土嬢や そ の他の埋葬施設は

な く 、 周 溝に よ っ て固 ま れた平面のみが認め ら れた。 乙 の平面は 5 . 1 0 x 4 . 60 m ほ ど の広 さ を有

し て い る 。 以下、 第58 A 号遺構の調査結果を箇条書 き で示す。

1 、 遺跡中央に位置す る 。

第58 A 号遺構 は 、 第 1 図 1 • n に み る よ う に遺跡の ほ ぼ 中央に位置 し て い る 。

2 、 遺跡中、 最大の 規模で あ る 。

第58 A 号遺構 は 、 封土に し ろ 周 溝に 固 ま れた部分に し ろ 、 遺跡の 中 で は最大の 空 聞 を 占有

し て お り 、 そ の 規模は、 発掘前 も 発掘終了後 も 他を圧倒 し て い る 。

3 、 い わ ゆ る 「埋め墓J で は な い。

第58A 号遺構 も 当初他の 例 と 同様墳墓 と考え ら れて い たが、 調査 し た結果、 埋葬の た め の

施設を確認す る こ と がで き な か っ た 。 た だ 、 第58A 号遺構 の敷地内 か ら は 第51 号墓、 第57A

号墓 ・ 第58 B 号墓 ・ 第64 B 号墓 の 4 基の土墳が発見 さ れて お り 、 人骨 も 検出 さ れて い る 。 し

か し こ れ ら は 、 第58A 号遺構の周溝が埋没 し た の ち に築かれた も の で、 それぞれ独立 した墳

墓で あ る こ と が判 っ た。 ま た 、 封土の 中か ら 、 他 の遺跡で は し ば し ば納骨器 と して利用 さ れ

て い る 瓦器 の 壷片が出土 し てい る が、 封土の裾部の 浅 い 所か ら 検出 し て お り こ れを第58 A 号

遺構に お け る 埋葬主体 と 認定す る こ と はで き な か っ た。 つ ま り 封土を利用 し て後 に埋納 さ れ

た も の と 考え ら れ る 。

4 、 周溝を も っ。
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尾窪遺跡の 中で、 周溝を有す る のは 第58A 号遺構 の みで あ る 。 こ の周溝 内 か ら は 土 師 器

杯、 瓦器、 五輪塔残欠が出土 し て い る 。 特に土師器界 の 中 には 周 溝 の底 l乙密着 し て 出土 し て

い る も の も あ る こ と 、 周溝の底 には 砂状の土が堆積 し て い た こ と 、 周 溝 の 底の各部の レ ベ ル

が ほ ぼ同一で あ る こ と な ど か ら 、 周 溝 と し て の機能を十二分 に 備 え て い た こ と は 疑 いが な

い 。 こ の周溝は、 第58 A 号遺構の範囲 を設定す る こ と と 封土を築 く 土の確保な ど を 目 的 と し

て造 ら れた も の と 考え ら れ る 。 な お、 周 溝外か ら 周 溝内 に至 る 架橋等の施設は 、 確認で き な

か っ た。

5 、 土師器亦 と 瓦器の出土

封土の比較的浅い部分お よ び周 溝内 か ら 多量の土師質の杯が出土 し た 。 特に 、 封土西側部

分か ら は集中的に 出土 し て い る が、 こ れ ら の界は 第44号墓 ・ 第54号墓な ど の土壌か ら 出土 し

て い る 燈明 皿 と 同 じ タ イ プ の も の で あ る 。 杯 の 中 に は 作 り が雑 な た め に孔が あ い た も の も あ

っ て、 非実用 的 な 供献用 の も の と 考え ら れ る 。 ま た 、 封土内 か ら 瓦器 の 壷が 、 周 溝 内 か ら 瓦

器 の皿が出土 して い る 。

6 、 五輪塔の出土

封土内 、 周 溝 内 か ら 五輪塔残欠が 多数出土 し た。 出土 した の は空 ・ 風輪部1 3、 火輪部 4 、

水輪部 5 、 地輪部 4 、 部位不明 1 で あ り 、 そ の こ と ご と く が小型で党字 ・ 紀年名 な ど を も た

な い も の で あ る 。 こ れ ら の五輪塔は 、 当初は封土の頂部に立 っ て い た も のが崩壊して周港 内

へ転落 した状況を示 し て い た 。 五輪塔残欠は 周溝の東側 ・ 西側 に集 中 して出土 し て い る 。 一

方、 周溝の北側 ・ 南側 に は 出土 してい な いが、 こ れは 第51 号墓、 第58号墓 な ど の築造時 に 除

去 さ れた も の と 考え ら れ る 。

7 、 炭化物 の検出

封土を除 い た平面の南東部 コ ー ナ ー に近い部分か ら 炭化物を検出 した。 炭化物 は、 80 x 80

C冊 の範囲で厚 さ 1 ，...... 2 ω ほ ど堆積 してい る 。 しか し、 炭化物の下の土は火熱 に よ る 変化が生

じ て お ら ず、 炭化物がおそ ら く は 1 回 の 燃焼結果の産物で あ る こ と を物語 っ て い る 。

8 、 封土上の石碑

封土の頂部には 、 62 x 21 . 5  x 9 cm の不整形の凝灰岩の板石が立て ら れて い た 。 板石の 表

面に は ノ ミ に よ る 加工の痕がみ ら れ、 全体の半分以上が封土中 に 埋 も れて い た 。 と こ ろ で第

58A 号遺構の 封土は 、 本来は 、 周溝の 内側の範囲 に あ っ た も の で あ ろ う が、 周 溝の 埋 没 後

は 、 周溝外 に も 何度か土盛 り がな さ れて い る よ う で あ る 。 一方、 封土の 北半には 大 き く 撹乱

の 跡が み え る が、 こ の撹乱は 土取 り か何かの 目 的で あ ろ う 。 し か し こ の 作業は 何かの理由 に

よ り 中断 さ れ、 旧状に復 さ れて い る 。 筆者は 、 凝灰岩の板石は 、 摺乱が 旧状l乙 復 さ れ た 際 に

立て ら れた も の で あ り 、 第58 A 号遺精 と は 直接に 関係の な い後世 の 追補 と 考え て い る 。 し た

が っ て、 こ の板石は 、 か な り 時代が下 っ た 時期の供養碑 と い え る 。

? 、 北宋銭の出土

封土の 中 か ら 五輪塔の地輪部がふたつ並んで出てい る が、 そ の近 く か ら 北宋銭 1 枚が発見

さ れた。 銭種は 用、寧元宝 と 読 め 、 か な り 磨滅は して い る も の の保容は 良い。
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以上の べて き た よ う に 、 第58A 号遺構は他 に み ら れな い多 く の特徴を備 え た遺構であ る 。 そ

し て調査の諸結果を総合す る と き 、 祭杷的な色彩の濃い遺構で あ る 乙 と が容易 に推測 さ れ る 。

つ ま り 、 第58A号遺構は実際に遺骸 ・ 遺骨を埋葬す る 「埋め墓」 で は な く 、 礼拝の対象あ る い

は葬送儀礼の場= r詣 り 基」 と しての機能を も っ た遺構 と い う 乙 と がで き る 。 第58A号遺構か

ら 検出 さ れた 多 く の供献用 の土師質杯や小型で紀年銘 の な い供養塔的な五輪塔の杏在な ど は 、

第58A 号遺構が 「詣 り 墓」 と しての性格を も つ こ と を如実に反映 して お り 、 さ ら に位置的 な こ

と も 考慮す る と き 、 第58A 号・遺構は 、 尾窪遺跡全体の 「詣 り 基」 と して と ら え る こ と がで き る

の で あ る 。
注11

と こ ろ で、 第58 A 号遺構 の ど と き 類例を あ げ る な ら ば、 横浜市富岡町修法壇遺跡が あ る 。 前注12
者 は 1 4 x 1 6m 、 高 さ 3 m の 土壇中に敷石遺構を も ち 、 付 近 か ら 照寧元宝 ・ か わ ら け の 出土を

み た と い われ、 後者は5 . 6 x 7 . 5 m 、 高 さ 1 m の土壇で周溝を も ち 、 五輪塔 L 基が出土 し た と い

う 。 いずれ も 第58A 号遺構に共通す る 点が あ る が、 第58A号遺構を修法壇跡 と す る に は 、 な お

検討を要す る 。 (石田 彰紀)

注 1 第58 B 号墓 と 第64 B 号墓の場 合 は わずかに切合い関 係がみ ら れ る 例で あ る 。

注 2 た と えば 、 琵琶塚があ げ ら れ る 。

注 3 第61 号 墓土境内 の土師質亦は 、 いずれ も 割れた状態で 出土 し た 。

j主 4 方形封土が諸 々 の外的影響を う けて 、 円形封土 と な っ た も の も あ る と 考え ら れ る 。

注 5 長野県考古学会 「海戸 ・ 安源寺」 長野県考古学研究報告書 2 昭和42年 3 日

注 6 近藤 「正松江 ・ 槍 山 古墓群J 島根県文化財調査報告書 3 昭和46年 3 月

注 7 陣べ ら 遺跡群発掘調査団 「陣べ ら 遺跡群」 昭和46年 3 月

注 B 松野茂他 「熊本県宇土市緑川 の 中世時代早期 の遺跡出土 の頭骨につい てJ 熊本医学会誌44-1 0 昭和
45年1 0月

注 9 し か し な が ら 、 5M1 B 号惑の よ う に北頭位 と 考え ら れ る よ う な人骨 の 出 土状態を示 し て い る も の も あ

る 。

注1 0 遺骨が植に納め ら れて 、 土城の 中 tC入れ ら れた こ と は 、 土域内の遺骨が南東部に う ずたか く 積 っ てい

た こ と か ら 十二分に予想 さ れ る こ と で あ る 。

注1 1 乙 こ で詣 り 墓 と 称 し た の は 、 い わ ゆ る 両基制lζ い う それではな く 、 単に礼拝の対象 と し ての施設 と 考

えてい ただ き たい 。

注 1 2 佐野大和 「横浜市金沢区儲 岡町に お け る 修法檀遺幼 の調査」 横浜市文化財調査報告書 4 昭和42年 3 月

注1 3 横山純夫 ・ 近藤正 「松江 ・ 総本修法塑跡J 島根県埋蔵文化財 調査報告書 2 昭和46年 3 月
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I 五 輪 塔

第 3 章 遺 物

五輪塔は 、 第58A 号遺構に そ の ほ と ん どが集中 してい る が、 五輪塔 と し て完全 に 揃 っ た形で

出土 して い る も のは な い。 出土 し た のは 空 ・ 風輪部1 6、 火輸部 5 、 水輪部 5 、 地輪部 5 、 部位

不明 2 で あ っ て、 そ れぞれ計測値お よ び特徴な どは 別表に示 し た 。

図版 7 に み え る 第 1 号五輪塔 ・ 第 2 号五輪塔は 、 第58A号遺構か ら 出土 し た も の を組み立て

る こ と に よ っ て推定復原 し た も の で、 こ れが尾窪五輪塔の基本形 と な る 。 尾窪五輪塔は すべて

加工 しやすい凝灰岩 に よ っ て造 ら れて い る が、 全体的 に小型 で あ る こ と に特色が あ る 。 す な わ

ち 、 第 1 号五輪塔は 全高66 . 3cm 、 最大幅30 . 2cm 、 第 2 号五輪塔は 全高51 . 2c加 、 最大幅30 . 9cmで

あ っ て、 両者の高 さ の差は ほ と ん ど地輸の高 さ の差で あ る 。 地態的 には 、 宝珠形 の 空 ・ 風輪部

は 整美で あ り 、 や や 肉薄 の火輸部は 球形の も の では な く 下膨れ の 円 筒形を呈 し て お り 、 地輪部

は 肉薄、 肉厚の二種が あ る 。

以上の こ と か ら 、 尾窪五輪J器が鎌倉時代 ~室町時代の も の で あ る こ と が推定 さ れ る 。 そ し

て 、 尾窪五輪塔の ご と き 下膨れ五輪塔 と 称 さ れ る も の は 、 J"'/.輪塔 の 中 で も 古式を示す も の と い

われ、 注 目 に値す る 。
注 1

第 7 表 空 風 輪 部 計 捌IJ 表

! 全長 鵠 | 隷 | 聖堂 I �控 除び�I扶部長!扶部岡 山土地点 l 備 考

I司 可
]空.5 日日::工2 1 6 . 5  

3 26 .8? 1  1 4 . 1 ? 1 4 . 5 
4 25 . 1  1 1 2 . 4  1 7 . 9  1 7 . 6 
5 21 . 7  1 9 . 5 1 4 . 0 1 7 . 9  
6 25 . 1  1 1 3 . 3 1 6 . 4  1 7 . 7  
7 叩

2
2
4
8 .

1
7
4
u ii 1

1M 
8 1 3 . 6  1 6 . 5 1 8 . 7  
? 1 5 . 0  1 6 . 4 1 7 . 6  
1 0  25 .4， 1 2 . 2ι 1 4 . 7  7 . 2  
1 1  26 . 1  1 5 . 6 " 1 5 . 6υ 8 . 7  

1 6 . 7  i 1 1 . 9 1 5 . 6  

1 7 . 7 1 1 3 . 5 1 5 . 1  
1 4 . 1 1 1 1 . 5 1 4 . 3  一一一
1 7 . 1 1 1 1 . 2 1 4 . 1  一一一一一
1 6 . 2 1 1 2 . 2  1 6 . 2  一一一一
1 5 . 5 1 1 1 . 0 1 2 . 4; 
1 6 . 1  1 1 0 . 8  1 5 . 8  
1 4 . 9  1 0 . 8  6 . 0  
1 5 . 2P 1 1 . 9 1 . 8， 

6 4 f回伊院し ょ く 研磨されて溝内 いる 。
7 . 6  i 11 手手形を呈 し ， 一部ノ ミ 痕を残
8 ↑  μ たて長の感 じがつよ し 作 り は荒い。
8 .0 1 11 宝査形を呈 し ， 作 り ， 研磨と もl乙 l ) 。
7 . 8 1 11 段撃がはっ き り している手翰部の 面形は隈丸方形を呈
8. 1 i努封�5土8頂A号附遺構宝珠形を呈 し研磨は良好
8.5 1 11 宝珠形， 研磨はやや荒い。
6 . 9  1 11 扶の底部を欠 く 。研磨はよい。
7 . 4 第周5構8A内号西遺側構作 り はやや荒い。
7 . 1  11 伎線がはっ き り している 。
6 . 2  ノノ 残欠， 研磨は良好

1 2  目 . 3 1 1 0 . 3 川
什
け
也
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引
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三
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.
4 
2 1 1 3 . 3  1 0 5  3 - 9 6 0 22品詩吟最古'"i � き り している ・ M

1 3  i 28 . 1  1 1 4 . 7  1 1 6 . 4 1 8 . 4  1 1 5 . 4 1 1 1 . 8 1 5 . 2 1 7 . 3 議結蓄積雪手形を呈し， 研磨は良好であ
14 M 1 2 . 8  1 5 .8 1 1 2 . 9  ω 川 護言語着信土建ゼ?っ き り してお り角ばっ

161-1-1石�118.4T? ゴ-I|II-7-7 4内1 C号墓土残欠， 陥1 4'ζ似る 。
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第 8 表 火輪部計測表
全両 |最大値| 語会 議 出 土 地 点
1 5. 4  30 . 9  7 . 0  5 . 9  東

第
側
58A号周溝内

2 1 4 . 4  30 . 2  1 2 . 0  6 . 5  " 
ト一一一

3 1 2 . 4  28 . 0  4 . 2 " 

4 1 1 8 . 8 30 . 5  7 . 3  1 6 . 6 第
北側

58A号周溝内I
1 1 . 4 I 30 . 5 I 9 . 2  I 6 ・ o 第

西側
58A号周溝内I

第 9 表 水輪計測表
! 金高 |最大径|上部径|下部径! 備 考

1 1  1 3 . 0  21 . 3  1 6 . 8  21 . 3  上部がやや く ぼむ
トー 上や部傾が斜平垣をでな く2 1 5 . 8  24 . 6 1 5 . 3  21 . 6 や もつ
3 1  1 4 . 7  23. 6 1 8 . 8  20 . 3  上部がやや く ぼむ

21 . 4  研が残磨がる荒 く ノ ミ 痕4 1 1 3 . 9 1 21 . 4  1 6 . 7  

1 6 . 9  1 8 . 5  I 下部に人為的な くぼみをもっ

E 銭 貨

第1 0表 地輪計測表
最大幅 厚 さ | 備 考

30 . 0  1 5 . 8  

2 34 . 5  1 0 . 2  下部tc ノ ミ 痕が残る
3 30 . 0  1 0 . 0  研磨良好
4 30. 6 1 1 2 . 3  

残欠
土 J5 29 . 0  1 璽62号封土内出

と こ ろ で、 尾窪遺跡出土の 五輪塔は 、 いずれ

も 党字 ・ 紀年銘な どを刻ん で い な い無銘の も の

ばか り で あ り 、 ま た別表にみ る ご と く 、 各部の

寸法に ほ と ん ど差の な い い わ ば一種の規格品 と

い え る も の で あ る 。 こ れ ら の事実 と 第58A 号遺
注 2

構が墳墓で は な い こ と を考 え合せ る な ら ば、 尾

窪五輪塔が墓標 と し て で は な く 、 追善供養塔 と

し て立て ら れた も の で あ る こ と が 判 る で あ ろ

o

 

vつ削

尾窪遺跡で は 、 銭貨 は 、 第20号墓封土内 よ り 1 枚、 第44 号墓土境内 よ り 1 5枚、 第58A 号遺構

封土内 よ り ↑ 枚 と 合計1 7枚が発見 さ れた。 第20号墓封土内 一一実際 に は墳墓で は な く 、 単 な る

土 の盛 り 上 り で あ っ たーー か ら 出土 し た銭貨 は北宋銭で、 銭種は景徳元宝 で あ る 。

第44号墓 の も の は 、 土壌内南東のすみか ら 1 5枚の銭貨が組通 し に さ れ た状態で発見 さ れた 。

こ れ ら は 錆 の 付着 と 使用 に よ る 磨滅の た め にすべての銭種を知 る こ と は で き な いが 、 北宋銭 と

考 え ら れ る 。 銭種の判 明 し た の は 4 種 5 枚で、 そ の 内訳 は至道元宝 1 、 皇宋通宝 2 、 解、寧元宝

第 8 図 第44 弓 主主 出 土の銭貨
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1 、 元豊通宝 1 で あ っ た 。

第58A 号遺構の封土内 か ら 出土 し た銭貨 も や は り 北宋銭で、 銭種は 照寧元宝で あ っ た 。

以上の銭貨 は いずれ も 磨滅度が高 く 、 十二分に通貨 と し て の 機能を果 し た の ち に 、 報宝を 目

的 に埋納 さ れた も の と 考 え ら れ る 。 と 乙 ろ で銭種の判 っ た銭貨の 中 で鋳造の上限を示すの は至

道元宝 (995--997年) 、 下限を示すの は元豊通宝 (1 078-1 085年) と な っ て い る 。 銭種不 明 の

銭貨 も あ り 、 速断は慎 し ま ねば な ら な いが、 輸入銭貨 の う ち も っ と も 一般 的 な 洪武通宝や永楽

通宝 の 出土をみ な か っ た の は 注 目 すべ き で あ ろ う 。 乙 れか ら すれば、 少な く と も 第44号墓 の築注 4
造時期 に つ い て は 、 元豊通宝か ら 洪武通宝 ・ 永楽通宝 の 聞 と 考え ら れ る 。 つ ま り 、 北宋銭 の 輸

入時期 と 使用期聞 を考慮 に入れた と し て も 、 第44号墓の築造時期は鎌倉時代 の 中葉を前後す る

頃 と 考えて よ い。

E 灰 紬 陶 器

口 縁部径1 0 . 3CJ11 、 全高2.4側、 高台径5 . 2叩、 高.台高 O . 5cm ほ ど の大き さ で、 高台部 ・ 底部を

除 く 内 外面 に灰勅がかか っ て い る 。 器の 内商底部に は 、 ロ ク ロ 痕 と 重ね焼 き に よ る 勅薬の 欠除

がみ ら れ、 器表下部 に は糸 ク ズ状の勅溜が付着 して い る 。 器全体は箆 に よ っ て美 し く 整 形 さ

れ、 焼成 も 良好 で あ る 。 色調 は 、 全体的 につや の あ る 灰 白 色を呈 し て お り 、 灰 東11陶器 と し て は

白 磁 と み ま が う ほ ど に上質の も の で あ る 。 ま た 、 器表底部lζ 墨で線香 き し て あ る の を認 め る こ

と がで き る 。 な お 、 製作時期 に つ い て は 、 鎌倉時代初期の も の で あ ろ う と の大場磐雄博士 (現

国学院大学客員教授) の ど教示を得た。
注 5

灰!ftIJ陶器 は 、 第54号土墳の北西よ り のすみか ら 底 よ り 3 cm ほ ど浮 き 、 土墳の 内 側 に傾い た 状

態で発見 さ れた 。 こ の こ と は 、 他の土師質燈明皿の出土状態 と と も に 、 土器類が決 し て 安置 し

て副葬 し た も の で は な く 、 無雑作i乙投げ込 ま れた こ と を示 し て い る 。

第 ? 図 54号-墓土娯出土の灰制陶器実iKtl 図

IY 土 師 質 土 器

俗 に か わ ら け と 称 さ れ る 一群の土 器 で あ っ て、 と く に第58A号遺構か ら 集中 的 に 出土 し て

い る 。 数 は 、 遺跡全体で おそ ら く 1 00 個体分を こ え í，.) も の と 考 え ら れ る が、 そ の ほ と ん ど は小

さ な か け ら で あ り 、 器形、 大 き さ の詳細が判 る も の は き わ め て 少な か っ た 。
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土師質土器 は 、 確認し得 る も の はすべて杯で あ っ た 。第58A 号遺構出土の も の の 中 に は 、 孔

を有す る も の 、 変形して粗雑な造 り の も のが多い。 一方、 墳墓か ら 出土して い る も の に は燈明

皿 として用 い ら れて い る も の蔵骨器 に転用 さ れて い る も の な どが あ っ た。 こ の と と は 、 前者が

祭杷的な色彩の濃い供献用 の も の で あ る の に対 し 、 後者は精製 さ れた実用 的 な も の で あ る こ と

を示して い る 。

尾窪遺跡出土の土師質土器は 、 ろ く ろ を利用して製作して お り 、 そ の形態的特徴に よ っ て 5

類 に 分類 で き た。 そして 、 それぞれの特徴は次の通 り で あ る 。

てで-u
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A類

口 縁部径1 0""'1 2cm ・ 高 さ 3 . 5叫4 . 0c郡 ほ どの大型の も の で 、 1 • 7 ・ 1 0 ・ 1 2 ・ 8 が と れに属す

る 。 いずれ も 糸切 り 底で 、 色調は 全体的 に 明 る い縄色を呈 し 、 口 縁部 は わず か に外反す る 。 器

表 に は 箆に よ る 整形 の 痕が顕著 に残 り 、 内面は刷毛 に よ る 横な で で仕上げ ら れて い る 。

A '類

A 類の小型 の も の で 3 と 1 1 が と れに相当す る 。 口縁部径7 . 2""'7 . 6cm 、 高 さ 1 . 6-1 . 8cm ほ ど の

乙 れ ら 杯は 、 第62号墓の火葬骨を納めて い た も ので あ る 。 製作手法 ・ 特徴 は A 類 と 同様で あ る

が 、 3 は 底部を糸切 り 後、 刷毛で調整 し て い る 。

B類

口 縁部径7 . 5 吋1 0 . 4cm ・ 高 さ 1 . 8吋2 .5cm の も の で 4 ・ 5 ・ 6 ・ 9 が こ れに 属す る 。 乙 の タ イ

プ の も のは 総 じ て 肉厚 で あ り 、 器の 内外面は 刷毛 に よ る 横な で調整を加 え ら れ、 色調 は全面暗

褐色を呈 し て い る 。 底は いずれ も 糸切 り 底 と 考え ら れ る 。

C 類

口 縁部径7 . 3....，8 . 7c加 の小型 の

も の で 、 2 • 1 3 ・ 1 4が こ れ に 属

す る 。 いずれ も 糸切 り 底で 、 口

縁部は わず か に 内 湾す る 。 色調

は 褐色あ る い は赤禍色で、 底部

を除 く 内外面は 刷毛で入念に仕

上 さ れて い る 。 な お 、 第54号土

第1 1表 土師質土器の形態分類表
去器量 | 出 土 し た 遺 構
A 類 44 58A 
A 類 58A 
B 類 58A 
C 類 54一一
C 類 41 B

62 

61 一三「[ 

墳出土の1 3 ・ 1 4は 口 縁部 に ス ス の付着がみ ら れ、 燈 明 皿 と し て用 い ら れた こ と が判 る 。

C'類

C 類 の大型の も の で、 第41 B 号土壌内 出土の1 5が ζ れに相当す る 。 仕上げは や や荒いが 口 縁

部 に ス ス が付着 し て お り 、 燈明皿 と して用 い ら れた こ と が判 る 。

以上の 5 類の土器の共有関係に つ い ては 、 第1 0表の と お り で あ る 。 第62号墓の も つ A 類 ・ C

類の土器は いずれ も 同ーの埋葬に付 さ れた蔵骨器で あ り 、 第44号墓、 第54号墓、 第62号墓の 築

造時期 は ほ ぼー操に並び、 C '類の土器を 出 した第41 B 号墓 も 同 時 期 と 考 え て よ い。 B 類 の土

器 と A 類 ・ C 類の土器 の 前後関係 につ い ては 不明で あ る が、 全体的 な 製作時期 は他の遺物 と の

関連か ら 中 世、 そ れ も 前半期 の も の と 考えて差しっ か え な い と 思われ る 。

V :ã 器

尾窪遺跡に お い て発見 さ れた瓦器は 2 例が知 ら れ る が、 いずれ も 第58A 号遺構 か ら 出土 し て

い る 。 一例は 周 溝内西部か ら 出土 し た脚付 き の深皿で あ り 、 他 は封土内西部か ら 出土 した 壷形

の も の で あ る 。

脚付 き の深皿は 、 西側周 溝 内 の比較的浅い部分か ら 出土 し た も の で 、 北寄 り の 部 分か ら 1
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片、 南寄 り の部分か ら 2 片 と 計

3 片が発見 さ れ た 。 そ れ ら を接

着 す る こ と に よ っ て知 り 得た 器

は第1 0図 の ご と き も の で、 脚の

位置か ら みて三脚付 き の深皿で

あ ろ う と 推定 さ れ る 。 こ の深皿

は 口 縁部径 1 2 . 4 側 、 底部径9 . 8

J
J

 

U

 
第1 1 図 瓦器実測図

側 、 全高6 . 8ω (脚部1 . 2cm 、 杯部 5 . 6 cm ) を測 り 、 全体的 に い わ ゆ る ねずみ色=濃灰色を呈す

る 。 整形 は 内面は刷毛、 外面 は箆に よ っ て お り 、 瓦器 と して は高温で均質に焼かれ た 、 き わ め

て上質な も の で あ る ‘

壷形の瓦器は西側封土 内 の 1 0cmほ ど下か ら 多数の破片 と な っ て発見 さ れた も の で 、 全高25 . 6

側、 口 緩部径24 . 9叩、 頚部径23. 4畑、 底部径25 . 6cm を測 る 。 壷 と し て は やや広 口 の 、 形 の 整 っ

て い る も の で あ る が、 器面に は格子状の 叩 き 目 を よ く 残 し、 内面、 口 縁部お よ び底部は刷毛に

よ る 横 な で調整を う け て い る 。 色調 は全体的 に灰色で、 口 縁部か ら 肩部 に か け て の一部は 自 然

紬を あ びて緑灰色、 そ して 内面 は 明 る い灰褐色を呈 して い る 。 ま た 、 焼成は不均質で下半がや

や軟弱で あ る 。 こ の 査は納骨器 と して使用 さ れた可能性 も あ る が 、 不明瞭な 出土状態か ら に わ

か に は断 じ難い 。

VT 玉 類

尾窪遺跡に お け る 特徴的な遺物 と して は玉類が あ げ ら れ る 。 玉類は 、 そ の形状、 大 き さ そ し

て 出土状態 な と、か ら 、 連絡 さ れて数珠 と して用 い ら れた も の と 考え ら れ る 。 数珠玉を検出す る

こ と がで き た の は第26A 号墓、 第31 号墓、 第39号墓、 第40号墓、 第41 A 号墓で あ っ て、 そ の う

ち 第31 号墓の も の だけ が水晶製、 他はすべて ガ ラ ス 製で あ っ た 。 そ れぞれ の数珠玉の特徴お よ

び出土状態 に つ い て は以下の通 り で あ る 。

第2 6A号墓

北頭位右側臥屈葬の状況を示す人骨 の顎下、 つ ま り 両手 首が位置 し て い た と 考え ら れ る 部分

か ら 、 26個 の ガ ラ ス 玉が一括 して出土 し た 。 ガ ラ ス 玉はそ の大半が 白 く 風化 して お り 、 径4 . 2

--4. 8mm、 厚 さ 2. 5--3. 0mm 、 子u茎1 . 2mm ほ ど の 小 さ な も の で あ る 。 ガ ラ ス 玉の 中 に は連結 し た状

態そ の ま ま に付着 し た も の も あ り 、 ま た玉の大き さ か ら 考えて も 第26 A 号墓 の 被葬者が所持 し

て い た数珠は総 ガ ラ ス 製で あ っ た か も 知れ な い 。

第3 1号墓

西向 き 坐臥屈葬の状態を示す被葬者の膝関節の聞 か ら 水品製の数珠玉が出土 し た 。 第1 2図 に

み る よ う に親玉 2 、 小玉 1 、 藁玉 1 がそ の 内訳で あ る が、 こ れ ら の水品玉は そ れぞれ大 き さ が

異な り 、 使用 さ れた部分が違 う こ と が判 る 。 水晶玉はそ の数か ら みて 、 数珠の主要部 に用 い ら

れた も の で 、 そ の 閣 の玉は木質 の も の で あ っ た ろ う 。
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第39号墓
第31 号墓 と ほ ぼ同 じ よ う な 状況で ? 個 の ガ ラ ス 玉が出土 し た が、 う ち 1 個 は残片で あ る 。 大

き さ は径 6 "" 8 mm、 厚 さ 4 "" 6 mm 、 孔径1 . 5--2. 5mmですべて小玉で あ る 。 も と は透 明 で あ っ た

と 思われ る が 、 今は表面が風化 し て 白 く な っ てい る 。 ま た 、 2 は一度割れ た も の を接着 し て使

用 して い る 。

第40号墓
人骨 の検出 さ れ な か っ た第40号墓 よ り 1 個 の ガ ラ ス 玉が出土 し た 。 径 8 棚、 厚 さ 7 . 5 mm 、

経1 . 8mm の ほ ぼ球形に近い形の も の で材質は 第39号墓 と 同 じ も の で あ る 。

第41 A 号基

第41 A 号墓 は幼児を被葬者 と す る 円形土墳墓 で あ る が 、 2 個 の ガ ラ ス 製親玉が出土 し た 。

は径8.5mm、 他 は径7 . 5mm の球形の も の で 、 いずれ も 風佑が ひ ど く 白 く 変色 して い る 。 小玉は 出

土 し な か っ たが、 木質の も の で あ っ た か も 知れ な い。

① ① ① ①  
@ ω の ω

@ @ @ 
⑪ 窃 @

唖 鉄 釘

① ① ⑦ ⑦  
@ の ([D @ 

実 大

第 1 2図 各墳墓 11\土の玉類

土域 内 か ら の 出土遺物 の 少な い尾窪遺跡に お け る 、 も っ と も 一般的な遺物 と し て鉄釘が あ げ

ら れ る 。 鉄釘は23基か ら 63本が検出 さ れたが、 そ の多 く は錆が ひ ど く 、 旧形を知 り 得 る も の は

き わ め て少な か っ た 。

鉄釘は 、 すべて、 断面が四角形を呈す る 角釘で あ っ て、 頭の部分は特に 調 整 さ れ て は い な

い。 と こ ろ で 、 長 さ に よ っ て鉄釘を分類す る と き 、 4 種類 lζ大別 で き る よ う で あ る 。

I 類 長 さ が 7 cm以上の大型 の も ので、 約 2 寸 5 分見当 の も の で あ る 。

E 類 I 類lζ準 じ る も の で長 さ 6 c間前後、 2 寸釘 と 考え ら れ る 。

E 類 長 さ 4 . 5c押1前後の 中型の も の で、 1 寸 5 分の も の と 考え ら れ る 。

IV類 長 さ 3 cm前後の小型の釘で、 1 寸釘 と 考 え ら れ る 。

以上の う ち 、 も っ と も 多 い の は E 類の も の で I 類、 IV類の も の は少 な い 。 鉄釘に は錆 と と も

に 木質が付着 し て お り 、 そ れ に よ っ て 、 棺に使用 し た板の厚 さ を知 る こ と が で き る 。 す な わ

ち 、 棺材 に は厚 い も の と 薄い も の と が あ っ て、 前者は1 . 3cm 前後の も の で 5 分板、 後者は O . 8r:m

前後の 3 分 と 考 え ら れ る 。

- 47 一



さ て、 第 A 表は鉄釘を出土 し た墳墓 と 釘の数を示 し た も の で あ る が、 鉄釘の 出土は方形土墳

に 限 ら れ 、 円形土壌に は皆無で あ る 。 そ し て 、 第 4 群の 2 、 3 の 例 を 除 い て 、 ほ と ん ど は 1

2 。

第 1 3図 各墳墓 出土の鉄釘実説.IJ 図 o -

1 

6 

5 
2 寸

5 =  
-圃圃ー

本、 多い場合で も 5 本 し か鉄釘を出 し て い な い 。 円形土抜か ら 鉄釘の 出土を み な い の は 、 棺が

座棺=竜寺 い う こ と か ら 納得で き る と し て も 、 寝棺の場合は ど う な る の で あ ろ う か。 土壇内 か
注 a

ら 出土 した鉄釘の数か ら 、 棺 の製作に要 し た釘の絶対数を知 る 乙 と は で き な いが、 出土 し鉄た

釘の多い第70号墓、 第77号墓、 第79号墓 の場合は別 iζ考慮す る と し て他の墳墓の棺 は 、 鉄釘を

使わ な い造 り の も の で は な か っ た か と 考え ら れ る 。 た と え竹釘を用 い た も の ば 、 あ る い は組み

物 で あ っ た か も 知れ な い 。 そ して 、 数の少な い釘は棺葦の 打 ち つ け に使用 し た も の と 考 え ら れ

る 。

と こ ろ で第 ? 号墓出土の鉄釘 は 、 上記 4 類の いずれに も 入 ら な い特殊な も の で あ る 。 長 さ

1 0 . 7cm 、 太 さ 0 . 75仰 の こ の鉄釘は合釘 と 称 さ れ る も の で、 釘の両端が尖 っ て お り 、 板 と 板 と 矧

ぎ合せ る 場合 IC用 い て い る 。 実際 lζ 、 釘に付着 し た木質 も 木 目 の方向がわずかにずれて い る 程

度で、 角釘 と 異な り 板 の 矧 ぎ合せ用 の釘で あ る こ と を示 し て い る 。 (石 田彰紀)

注
注 1 、 日 野一郎 「五輪地」 新版考古学講座 7 雄山 閣 昭和45年1 2月

石田茂作編 「塔」 日 本の美術77 至文堂 昭和47年1 0月

注 2 、 た と えば 、 地輪部 ・ 火輪部は一辺の長 さ が30cm前後 、 つ ま り 約一尺で あ る 。

注 3 、 坂詰秀一編 「 中世の石塔 と 葬制J シ ン ポ ジ ウ ム 仏教考古学序説 雄山閣 昭和46年1 1 月

内藤政恒 「古代 ・ 中世の墓制j 新版考古学講座 6 雄山閣 昭和45年 8 月

注 4 、 同様の例は長野県中野市安源寺遺跡にみえ る 。

注 5 大場磐雄教授の 教示に よれば、 長野県平 出遺跡出土の も のを典型 と し 、 平安中期か ら 鎌倉未にかけ

て作 ら れた 。 原産地は美濃お よ び近江な ど で 、 九州 ・ 中 国 ・ 四 国等lζ 出土例がな く 、 現在知 ら れて

い る 北隈は宮城県多賀城、 西限 と 南限は京都市大秦広隆寺 、 和歌山県新宮市飛鳥神社境 内 、 同県熊

野の那智遺跡な ど に 出土例があ る と い われ る 。

注 6 、 明 ら かに安置 し た と 考え ら れ る も の は第44号墓の例のみで あ る 。

注 7 桶は普通、 わずかに 内鍔す る 板を竹 な どに よ っ て連接 して製作 さ れ る た め釘を使用 し ない 。 ま た蓋

をする に も 縄掛けに よ る のが慣例的であ る 。
注 8 寝棺を作 る の に何本の釘が必要 と さ れ る かは不明であ る が 、 最低1 2本以上 は必要で あ ろ う 。 第70号

墓 、 第77号墓、 第79号墓な どの場合は錆び朽ちて し ま っ たか も し れな い釘を考慮、に入れ る と 、 棺が

鉄釘に よ っ て製作 さ れた可能性 も あ る 。
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四 そ の 他の遺物

尾窪墳墓の調査中に墳墓以前の若干の考古学的資料が得 ら れた 。 こ こ で は そ れ ら を紹介 し た

い。 (第1 4図参照)

1 、 2 は57号墓、 3 、 6 � 9 、 1 1 は39号墓、 5 は刀号墓、 1 2、 ↑ Oは 1 1 号基 の盛 土 か ら 出土

し 、 4 は表採資料で ある 。

石器 ( 1 、 2 )

1 は淡黄褐色を呈す る 頁岩を用 い た スクレーパ ー で ある 。 石質 の 関 係で あろ う かパ テ ィ ナ は

か な り 進ん で い る 。 A 面 の 一部に主要剥離面 と しての痕跡が残 さ れ、 こ の 剥離が行な われた の

ち 両面 に亘 る 二次加工が施さ れた こ と を も の がた る 。 こ の主要剥離面 に 対す る 三度の大 き な 剥

離は、 刃部形成を 目 的と し た 剥離ではな く 、 む し ろ フ レ ー ク 取得を 目 的と し た も の と み る こ と

がで き る 。 こ の こ と か ら フ レークを剥離 した石核 と み る こ と も で き る 。 し か し 、 右側辺部に お

け る 二度 の 剥離 は 明 ら か に 刃部形成の た め の も の で あ る 。 さ ら に B 面 に お い て は 、 全体の半分

近 く が 自然面 と し て残 さ れて はい る も の の 、 大き く 三度の剥離 と 、 数度の ステ ップ状の 小調整

剥離 と を加 え 刃部形成を な し て い る 。 と も に形成 さ れた 刃部 に は 細 か な使用 痕が認 め ら れ、 A

商 に お け る 大き な剥離は、 機能を う ながすた め の整形剥離 と 見 る こ と がで き ょ う 。 2 は素材l乙

断面が三角形を呈す る サ ヌ カ イ ト の縦長剥片を 用 い て い る 。 縦長剥片製作時 に お け る 顕著な 打

剥部調整剥離は見 ら れ な いがパ テ ィ ナ は かな り 進んでい る 。 ま た こ の サ ヌ カ イ ト は 岩質 、 色

調、 リ ング 、 フ イ ッシ ャ ーの 表われ方な どか ら 佐賀県多久地方 一連の サ ヌ カ イ ト と の異質性が
注 1

と われ る 。 二次加工は主要剥離面 に そ の主な る も のが施 さ れ、 一般に端正な る 剥離技術は見 ら

れ な い 。 両両 と も 一度及び二度の大き な 剥離を基調 と し て 、 数度の 小剥離を加 えて 刃部を形成

し て い る 。

土器 ( 3 "'1 2) 

3 、 4 は 山形押型文土器 の胴部破片で あ る 。 器壁の厚 さ は 3 は 1 . 0 m 、 4 は1 . 3cm と 比較的厚

手で、 いずれの胎土に も 少量 の砂粒が含 ま れ、 焼成は充分で は な く 、 色調 は 陪黄褐色を呈 し て

い る 。 外面は原体を横lと こ ろ が して脳文 し、 内両は無文で あ る がな め ら かで あ る 。 施文原体の

大き さ を想定す る こ と は小破片 の た め 難 し い 。

5 "' 9 は条脱文土器で 5 、 . 6 は 口 縁部 よ り 胴部 ま で、 7 "' 9 は胴部の破片 で あ る 。 厚 さ は O .

9"'1 . 5 仰 を測 り 比較的厚手の土器で あ る 。 胎土l乙少量の砂粒を含む こ と 、 焼成が充分で な い こ

と 、 暗黄褐色の色調を呈す る こ と な ど は押型文土器に 酷似 し て い る 。 5 は 口 縁部がい く ぶん 内
脅 して お り 口 径 は 1 6 . 5cm 、 そ れ よ り 3. 0cm下に あ る 最大径 は 1 7. 4cm を 測 る 。 横走 と 斜走 の 二

重の施文 に よ り 格 子目 状の文様を形成 して い る 。 6 の 口 縁部 も い く ぶん内 轡 し て お り 口 径22. 4

C師 、 口縁部よ り 2 . 0 cm下 に あ る 最大係 は23 . 8cm を測 る 。 縦に ひ っ か い た後、 横 に ひ っ か い た ら

し く 、 一部に縦走す る 条痕文が認 め ら れ る 。 5 、 6 と も に 口 唇部 と 内面は施文がな く 、 内面 は

な め ら かで ある 。 7 、 8 は縦走す る 条痕文の上l乙横走す る 条痕文を重ねて文様 と し て い る 。 ?

は横走す る 条痕文を数度施文 し 、 縦走す る 条痕文は認 め ら れ な い 。 こ れ ら 条痕文は貝殻縁に よ
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っ て ひ っ か い て施文 し た と み ら れ る 。

1 0、 1 1 は刻 目 突帯文を も っ 口 縁部で あ る 。 二点 と も 胴部以下を欠 く が 口 縁部が内反 し胴部で

折れ る 器形を成 し て い る 。 1 0は 口 径22. 3cm で黒川式土器の伝統を残 し 、 色調は黒色を呈 し て い

る 。 口 唇部 は 平 ら で、 そ の 1 . 0仰下 に 刻 目 突帯があ り 、 同 じ く 6 . 0cm下の屈折部 に も 刻 目 突帯

が あ っ た も の と 推 定 さ れ る 。 1 1 は1 0 よ り やや大 き な直径を も つ も の で 、 器壁厚0 . 6 側 、 色 調

は黄褐色 で あ る 。 口 唇部 は丸みを も ち 0 . 7cm下に刻 目 突帯が あ り 屈折す る 胴 部 に も 同様な突帯

を は り 付け て い た も の と 恩われ る 。 外面iζ燥が付着 して い る の で煮沸に使用 し た も の と 考 え

る 。 こ の二点は 山 ノ 寺式に比定で き ょ う 。

1 2は胎土焼成 と も や や良好で あ り 、 形態 よ り い わ ゆ る 御領式土器の底部 と 思われ る 。

1
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ま と め

出土 し た遺物に よ り 、 日 当 た り が よ く 泊水地を ひ か え た こ の丘陵が幾度か生活の舞台 と さ れ

た こ と が明 ら か に な っ た 。

遺物の う ち 二点の石器は先土器時代遺物 と しての可能性を充分に秘 め た も の で あ る 。 土器で

は条痕文土器群が注 目 さ れ る 。 こ の土器は玉名郡菊水町西原遺跡や上益城郡御船町干無田遺跡
〈注 2 )

の資料 に よ れ ば 円 筒形平底を成す こ と が知 ら れてい る 。 押型文土掃や撚 り 糸文土器 な ど と 採集

さ れ る こ と が多 く 、 共寄あ る い は近接 した時期 lζ荏在 した可能性が強い。 な お鹿児島県小 山 遺
【 註 3 )

跡で は塞 ノ 神式土器な ど と 共伴出土 してい る 。 こ の よ う に 円筒形条痕文土器 は 実体が明 ら か に

さ れつつ あ る が、 こ こ で は資料を呈示す る に と ど め た い 。 な お こ の文は石器 に つ い て江本が、

土器 と ま と め を高木が担当 し た 。 (高木正文 ・ 江本直)

註 1 ;871<宗l悶 「石材 か ら みた九州先土探時代の 問題」 速見考古第 2 ・ 3 号

註 2 緒方勉 「熊本県上上-益城郡街御l船l町H町I干f恨!照� 田 逃跡跡、l山L\仁二士土l上上:二-の縄文土3探1iJ j九Lωu凶リナ州、f作|
註 3 刈吋 口 4点'H徳忠 1'1友草 / 神式土器」 鹿児 ぬ考古第第; 6 日な.\、 1仰97η2年
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第 4 章 埋 葬

lま じ め l乙

坂 田 邦 洋

尾窪墳墓群の調査は考古班の発掘の あ と を人類班が引 き 継 ぎ人骨の 露出 お よ び取 り 上げを行

な っ た。

80数基の墳墓群の う ち 、 われわれは予定路線内に営な ま れた64基 に つ い て発掘を行な っ た。

調査 し た64墓の墳基の う ち 60基か ら 人骨を発掘で き たが、 いずれ も 保害状態が不良で あ り 、 発

掘作業は予定 よ り も 早 く 進行 し た。

60体の人骨は成人骨54体 (男性23、 女性1 6、 不詳1 5) 、 幼 ・ 小児骨 6 体で あ っ た 。 60体の う

ち 火葬人骨が 2 例 あ っ たが、 他は土葬であ っ た 。

墳墓はすべて封土を も ち 、 土葬の場合封土の下に 円形ま た は方形の土績が 掘 ら れ 右 側 臥屈

葬、 仰臥屈葬あ る い は 坐臥屈葬の姿勢で埋葬 さ れて い た 。

封土の上 ま た は周辺に は墓碑 と な る よ う な墓標は ま っ た く な か っ た 。 墳墓群の ほ ぼ 中央に位

置す る 58A号の性格 に つ い て は 前章で述べ ら れて い る よ う に墳墓群の 祭把の 場所で は な か っ た

か と 考 え ら れ る 。

尾窪墳墓群iζ 隣接 し て江戸時代以降現在に 至 る ま での墓地が営 ま れて い る の で 、 遺跡付近は

古 い時代か ら 現在に 至 る ま で少 しづつ場所を移 しなが ら 墓地 と して利用 さ れ続け て き た も の と

お も われ る 。

当遺跡か ら 60体の人骨が発掘 さ れたが、 いずれ も 一人づっ丁重に 埋葬 さ れてお り 合葬 さ れた

例 は な い 。 ま た墓域内 に老若男女が入 り 混 っ てい る 。 したが っ て尾窪墳墓群は た と え ば戦争の

よ う な大事件に よ っ て一挙に大量の死者を出 した人々 の墳墓で は な く 、 おそ ら く 鎌倉か ら 室町

時代に か け て遺跡付近に生活を営んだ庶民の墓地で は な か っ た か と かんがえ ら れ る 。

尾 窪 墳 墓 群 の 調 査

1 墓地の ひろがり

尾窪墳墓群の 東端を南か ら 北l乙 走 る 農道は第1 1 号墓付近で西に方向を転 じ 、 墳墓の封土を幾

っ か断 ち なが ら 7 号付近を と お っ て正陵下の水田へ通 じ る 。 こ の農道は墳墓群が営 ま れた あ と

に 作 ら れた も の で あ る 。 農道の東側 は江戸時代以降現在に至 る ま での墓地に な っ て い る 。 江戸

時代以降の墓地の 中 に は石製の墓碑を も っ た墓だ け で な く 封土だ け で墓標を も た な い墓 も 幾っ

か あ っ た。 かつ て は封土の上に木製の墓標が造立 さ れて い た か も しれな い 。

われわれが今回調査 した墳墓群は農道の西側に南北に細長 く 営 ま れた封土を も っ た 中世の墳

墓群で あ る (図版 1 ) 。 農道 よ り 東側の 江戸時代以降の墓地は尾窪部落 の 人 々 に よ っ て現在 も
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供養が行な われて き て い る が、 中世墳墓群は薮の 中に 放置 さ れた ま ま で あ っ た 。

九州縦貫道路は墳墓地をす っ ぽ り 覆 う よ う に 南北に 走 る た め80数基の墳墓群の う ち 調査を行

な っ た64基が路線 内 に は入 る 乙 と に な っ た。 未調査の 20数基の墳墓は路線予定地 と 農道の 聞 に

位置 してお り 、 第62号墓や第66号墓の付近つ ま り 墳墓地の 東南地 区 に 多 く 残 っ た 。

墳墓は 1 個 の 土壌に必ず 1 個 の 封土が作 ら れた (図版 2 ) 。 封土の 上 あ る い は付近に は墓碑

と な る よ う な 墓標は な か っ たが、 あ る い は木製の墓碑が造立 さ れて い た か も しれ な い。 封土 の

平面形は元来円形で あ っ た と お も われ る が、 後世多少変形 した も の も あ る 。 封土は 直径の最大

が566cm 、 最小が1 20c師 、 高 さ の最高が1 1 7側、 最低が1 3cm で あ っ た 。 封土の大き さ は そ の下 に

掘 ら れた土墳の大き さ に 相 関す る 乙 と が わか っ た。 封土の大き な墳墓 と 小 さ な墳墓の 聞 で は 出

土人骨に 年令 ま た は性別 の特徴は認め ら れか な っ た 。 調査を行な っ た64基の墳墓の う ち 、 火葬

骨 の 2 例を除 く 他の62例 はすべて封土の下に土墳が掘 ら れて い た 。 62例 の 土臓を 円 形 と 方形 に

分け る こ と がで き る 。 方形は55例 と 多 く 、 円形は僅か 7 例で あ っ た。 埋葬に あ た っ て性別 ま た

は 年令 に 関係な く 土嬢の形や埋葬場所が決め ら れた よ う で あ る 。

埋葬 さ れた人骨を年令別 に 分類すれば60体の人骨 の う ち 成人骨が54体で 、 幼 ・ 小児 は 僅 か 6

体で あ っ た。 人骨が宵敗 し て し ま っ て い た 4 基の墳墓に幼 ・ 小児が埋葬 さ れ て い た と 仮定 しで

も 幼 ・ 小児骨 の 出土が少な す ぎ る 。 おそ ら く 幼 ・ 小児を主 と した墓域が今回調査 し た 地域外に

あ っ た と しか考え ら れな い。

土壌は重複 した数例 を 除 い て他は適 当 な 間 隔 を お いて掘 ら れて い た 。 溝 を も っ第58 A 号 の場

合、 周辺に め ぐ ら さ れた 溝 を よ く 観察す る と 、 土績に よ っ て溝をた っ て お り 、 58 A号は墳墓群

が営 ま れ る に 過程に お い て作 ら れた こ と は 明 ら かで あ る 。

2 土墳の大 き さ (表 2 - 8 )

調査 した64基の墳墓はすべて封土を も っ て いたが、 62基の土葬人骨 は封土の下に土墳が掘 ら

れていた。

土壌の形は 円形 と 方形l乙 分け ら れ る 。 両形 と も 上縁に比べて下縁が多少小 さ い の で土墳の側

壁 は や や 内傾 し て い た (表 2 )

封土は元来 円 形で あ っ た と お も われ る が後世に な っ て変形 した も の も あ っ た の で、 直径 の 計

測 は 当 時 の 形を も っ と も と ど め てい る と お も われ る 地点を選んで行な っ た。 高 さ は 、 封土が地

表面 と 接す る 「北J の 地点か ら 頂上 ま で と した。 地表面の 魔蝕土を浅 く 削 っ て行 く と そ の う ち

土墳の切 り 込みの上面 を見つ け る こ と がで き た。 土駿の大き さ は こ の 切 り 込み の 上面 に お い て

長 さ 、 幅 お よ び深 さ を計測 した。 切 り 込み の面が見つ か る ま で地点 に よ っ て多少は異 な る が、

現在の地表面か ら お よ そ 1 0-1 5cm掘 り 下げな ければな ら な か っ た (表 3 、 4 ) 。

円 形 ま た は 方形土壊の大 き さ の平均値を求め てみた (表 5 、 6 ) 。 円 形土墳の場合は 7 例 の

う ち成人骨 の みを出土 し た 5 例 に つ い て 求 め た 。 方形土峨の場合は55例 の う ち 成人骨を出土 し
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表 2 土演の形
例 数

土嬢のない墳墓 2 

円 形 土 旗 7 

方 形 土 鋳 55 

表 4 方形土墳墓の大き さ

表 3 円形土披墓の大き さ ( C m )  

番号 | 童 旗 � I 毒 贋 � I 蓄 土 � I 語 土 2
1 6  1 53 89 350 42 
21 1 20 48 1 60 26 
38 1 24 58 200 25 
39 1 26 81 41 5 45 

41 A 1 25 62 1 43 27 
54 1 53 91 408 70 

57 B 97 81 

番号 | 毒贋� I 土震の | 義援� I 宮直毒 | 宮高去 | 番号 | 実績� I 土語の | 毒額3 1 2直室 | 宮高ま
1 60 1 00 96 200 40 41 B 1 1 2  83 53 

2 21 5 1 55 1 1 8  290 62 41 C 1 25 1 1 0  87 

3 1 67 1 20 99 260 60 44 1 40 1 1 0  85 1 53 23 

4 1 58 1 23 1 1 8  366 1 03 45 1 1 5  1 04 84 1 50 46 

5 B 1 60 1 08 63 320 71  46 1 00 78 53 1 56 44 

5 A 1 70 85 45 48 1 60 1 1 3  75 220 76 

6 1 55 1 26 99 290 65 51 1 23 73 1 1 8  1 47 54 

7 1 33 1 05 235 78 52 1 48 1 1 5  66 225 70 

8 1 72 1 1 5  50 321 85 55 B 1 1 7  72 53 一

? 1 85 1 30 96 225 43 56 1 38 1 48 98 362 51 

1 0 B  1 54 1 24 50 1 45 1 3  57A 1 38 88 68 300 41 

1 1  1 53 1 24 78 345 62 58 B 1 07 62 70 一

1 3  1 27 1 05 43 1 20 20 61 1 66 1 22 99 428 95 

1 9  1 46 1 1 0  66 275 24 63 1 60 1 1 0  91 1 45 1 8  

22 1 50 86 1 75 1 9  64 B 1 1 2  % 67 445 67 

23 1 73 1 22 1 1 6  255 34 66 1 48 1 03 85 1 57 27 

24 1 55 1 26 79 1 43 1 8  70 220 1 63 1 45 458 90 

25 1 52 1 08 91 262 40 71 1 98 1 58 1 48 397 68 

26A 1 58 1 23 74 205 21 75 1 87 1 30 85 272 30 

26 B 1 1 2  75 77 76 1 62 1 1 8  94 41 0 1 1 7  

27 1 45 1 28 1 30 277 45 77 240 1 80 1 33 566 1 1 5  

29 1 1 5  1 05 1 30 1 70 28 78 1 76 96 83 375 40 

30 1 50 80 38 1 56 1 3  79 1 67 1 26 1 06 372 33 

31 228 1 91 1 1 6  565 80 1 40 1 04 50 200 20 

32 1 30 1 07 93 297 56 81 1 02 73 57 1 1 5  1 2  

34 1 32 1 04 62 21 0 21 82 92 80 66 1 50 20 

37 1 22 1 20 57 31 0 45 83 1 1 8  1 1 0  1 29 1 85 26 

40 1 00 88 59 1 88 30 
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表 5 成人骨を出 土 し た方形土境基の大 き さ の 平均値

1 . 土嬢の直径 5 1 35 ， 20 268 ， 63 1 53 1 20 

2 . 土嬢の 深 さ 5 73 . 40 373 ， 26 91 48 

3. 封土の直径 5 306 ， 60 1 41 91 ， 96 408 1 60 

4 .  封土の 高 さ 5 41 . 60 334 ， 1 6 70  25  

5 . 2/1 )( 1 00 5 53 . 74 1 00 ， 40 64. 29 40 ， 00 

6 . 3/4 x 1 00 5 1 3 . 75 7 . 73 1 7 . 1 6  1 0 . 84 

r� M U' M ax. Min. 

表 6 方形土績 の大 き さ の 平均値

I n I M U ' Max. Min. 

1 . 土擁の高 さ 47 1 55 . 89 960 . 38 240 1 00 

成 2 .  土嫌の幅 47 1 1 4 . 62 700 . 1 3  1 80 62 

3. 土岐の 深 さ 47 87 . 00. 821 . 32 1 48 38 

4. 封土の直径 43 272 . 28 1 2202 . 54 566 1 20 

5 .  封土の高 さ 42 48 . 24 791 . 30 1 1 7  1 3  

6 .  2/1 x 1 00 47 73 . 82 1 1 1 . 75 98. 36 50 . 00 

47 56. 57 330 . 1 5  1 1 3 . 04 25. 33 

8. 5/4 x 1 00 42 1 7 . 83 53 . 44 36 . 73 8 . 33 

4 1 1 0 . 25 1 85 . 50 1 1 2  92 

2 .  土披の幅 4 90 . 25 253 . 45 1 1 0  75 
幼

3. 土嬢の 深 さ 4 74. 25 96 . 83 87 66 . 
4 .  土銀頭の直径 2 297 . 50 445 1 50 

5 .  土鰻頭の高 さ 2 43. 50 67 20 

6. 2/1 x 1 00 4 81 . 91 1 00 . 20 88 . 00 66 . 96 
児

7 .  3/1 x 1 00 4 67 . 48 27. 67 71 . 74 59 . 82 

8 . 5/4 x 1 00 2 1 4. 1 9  1 5 . 06 1 3 . 33 

表 7 成人骨を 出 土 し た 円形土嫌に お け る 相関度

| 相 関 係 数 有 意 性

土嬢の直径 と 深 さ

土墳の直径 と 封土の直径

土績の直径 と 封土子高 さ

土擦の 深 さ と 封土の高 さ

土侵頭の高 さ と 直径

封土の直径 と 土績の 深 さ

0 . 85 

0 . 64 

0 . 75 

0 . 84 

0 . 84 

0 . 94 

※ 

※
 

※
※
※
 護主2護軍i 訴事霊
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た47例 と 、 幼 ・ 小児骨を出土 した 4 例について求め た 。

円 形土嬢 : 封土は 直径306 . 60側 、 高 さ 41 . 60cm で あ っ た 。 直径に対す る 高 さ の示数は 1 3 . 75 と

な り 、 い わ ゆ る 土鰻頭形を し て い た 。 土墳は 直径1 35 . 20cm 、 深 さ 73 . 40cm で あ っ た。

成人骨を出土 した方形土峨 : 封土は直径 272 . 28 側 、 高 さ 48. 24cm で あ っ た。 直径lζ対す る 高

さ の示数は 7 . 83 と な り 同 じ く 土鰻頭形を していた 。 土墳は長 さ 1 1 5 . 89c師 、 幅 1 1 4 . 62 側 、 深 さ 8

7 . 00cm で あ っ た 。 長 さ に対す る 幅の示数は 73 . 82 と な り 平面形は長方形であ っ た 。

幼 ・ 小児骨を出土 し た 方形土嬢 : 封土は 直径297 . 50cm 、 高 さ 43 . 50 cm で あ っ た。 直径 に 対す

る 高 さ の示数は1 4 . 1 9で あ っ た。 土壌は長 さ 1 1 0 . 25側 、 幅 90 . 25 cm 、 深 さ 74 . 25c冊 で あ っ た 。 長

さ に 対す る 幅の示数は89 . 91 と な り 前者 と 同 じ く 長方形で あ っ た 。

次い で 、 成人骨 と 幼 ・ 小児骨を出土 した方形土墳につ い て長 さ 、 幅、 深 さ それに長幅示数に

つ い て平均値の比較を行な っ た。 有意:性の判定に は F 分布を用 い て検定 し た 。 な お危険率を 5

% と し た 。

検定の結果、 幅 (ts = 2 . 75くto) 、 深 さ (t s = 1 . 97くto) それに長幅示数 (ts = 1 . 54くto) の

あ いだ で は有意の差が認 め ら れな いが、 長 さ (ts = 5 . 58>to) お よ び長深示数 (ts = 2 .  92>to) 

に お い て両者に有意の差が認め ら れた。

円 形 ま た は方形土績のそ れぞれの計測項 目 聞 に お け る 相関度をみてみ た い 。 (表 7 、 8 )

円形土臓で は 、 土墳の 直径 と 封土の直径 お よ び土墳の直径 と 封土 の 高 さ の 聞 に は相闘を認め

ら れな い 。 土織の 直径 と 深 さ 、 土墳の深 さ と 封土の高 さ そ れに封土の高 さ と 直径 の 聞 で は 5 %

の危険率 に お い て有意の相闘があ っ た 。 さ ら に封土の 直径 と 土壌の深 さ で は 1 % の危険率 に お

い て有意の相闘が あ っ た 。

幼 ・ 小児骨を出土 した 方形土墳で は 、 土膿の長 さ と 幅そ れ に封土の 直径 と 土臓の深 さ に は相

関が な か っ た 。 土墳の長さ と 深 さ で は 5 % の危険率 に お い て有意の相闘が あ っ た。 土繊の 長 さ

と 封土の高 さ 、 土駿の深 さ と 封土の高 さ ， そ れに封土の直径 と 高 さ で は 1 % の 危険率 に お い て

有意の相闘があ っ た。 成人骨を 出土 した方形土嬢で は 、 すべて に 1 % の 危険率 に お い て有意の

相関があ っ た。

尾窪人骨 の 埋葬 に つ い て

1 埋 葬 の 姿 勢 (茨 9 ， 1 0) 

尾窪墳墓群の人骨 の 埋葬は火葬 ま た は土葬で あ っ た。 60体の う ち 火葬骨 は 第47号墓、 第62号

の墓 (以下略 して47号 と か62号 と す る ) の 2 体の みで他の58体は土葬 さ れて い た 。 尾窪人骨 は

成人骨54体、 幼 ・ 小児骨 6 体で あ っ た 。

土葬の人骨 は 坐臥屈葬、 仰臥屈葬、 右側臥屈葬の姿勢で埋葬 さ れ て い た 。 右側臥屈葬が最 も
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表 8 方形土擦に お け る 相関度

同関係数| 有意性

土擦の長 さ と 幅 0 . 84 

土援の長 さ と 深 さ 0 . 48 
成 土績の 長 さ と 封土の直径 0 . 68 

土援の 長 さ と 封土の高 き 0 . 47 

人 l - 0 . 38 

封土の高 さ と 直径 0 . 75 

封土の直径 と 土績の 深 き 0 . 42 

土墳の長 さ と 幅 0 . 7 1  

幼 土績の長 さ と 深 さ 0 . 82 

. 土績の長 さ と 封土の直径 1 . 00 

土演の長 さ と 封土の高 さ 1 . 00 

I同 土擦の深 さ と 封土の高 さ 1 . 00 

1 . 00 | 封土の直径 と 土績の 深 刻 。 “ |
ゐE護軍 i詩書霊
表 9 埋葬姿勢 と 性別 お よ び年令

成 人

男 | 女 |不詳

土 葬 坐臥屈葬 3 I 3 I 0 

仰臥屈葬 1 I 1 I 0 

右側臥屈葬

不 詳 3 I 1 I 1 2  

火 葬 2 

表 1 0 埋葬姿勢 と 土壊の形

※※ 
※※ 
※※ 
※※ 
※※ 
※※ 
※※ 

※ 
※※ 
※※ 
※※ 
※※ 

幼 ・

小児

。
。

5 

。

| 円形土療 | 方形土旗

坐 臥 屈 葬 3 

仰 臥 屈 葬 。
右 側l 臥 屈 葬 。
不 詳 4 

表1 1 土嫌の形 と 性別 お よ び年令

円 形 土 娯

方 形 土 境

3 

2 

29 

1 7  

2 

4 

表12 成人骨を 出 土 し た 方形土披の方向 の 一覧表

番 号 | 土 嫌 の 方 位

2 

3 

4 

5 A  

5 B  

6 

8 

1 0 B  

1 1  

1 9  

23 

24 

26A 

27 

32 

44 

48 

51 

57A 

63 

64 B 

66 

70 

76 

77 

79 

83 

N -1 2- E  

N -22- E  

N -1 1 - E  

N -1 3- E  

N ー21 - E

N -1 0- E  

N - 3 - E  

N -1 3- E  

N -1 0- E  

N -1 9- E  

N -21 - E  

N- 3 - E  

N - 4 - E  

N - 2 - E  

N -1 5- E  

N -1 0- E  

N -1 4- E  

N - 8 - E  

N -1 3- E  

N -1 8- E  

N -1 2- E  

N - 6 - E  

N -1 8- E  

N -1 0- E  

N -1 3- E  

N -1 1 - E  

N-28- E  

N - 7 - E  

表1 3 埋葬姿勢 と 方向

坐臥屈葬

仰臥屈葬

右側 臥屈葬

|西向き |北向き |北頭位陣頭位|西頭位
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多 く 、 坐臥お よ ひ・仰臥屈葬は 少な か っ た。 な お 、 埋葬姿勢は性別 と は 関係がな い よ う に お も わ

れ る 。

円 形土壌か ら 発見 さ れた 7 体の う ち 埋葬姿勢の は っ き り し な い 4 体を除 く 3 体は 、 西向 き の

坐臥屈葬で あ っ た。 他 の 4 体 も 坐臥屈葬で は な か っ た か と お も われ る 。 坐臥屈葬の 遺体を入れ

る 容器 と し て座棺がかんが え ら れ る の で 、 円形土壌 に は坐臥屈葬位で桶 に入れ た 遺体を埋葬 し

た の で は な いだ ろ う か。

方形土壌か ら 発見 さ れた51 体の人骨の埋葬姿勢は右側臥屈葬が最 も 多 く 、 坐臥 お よ び仰臥屈

葬 は 少 な か っ た。 29体の右側臥屈葬の う ち 27体は北頭位で あ っ た 。 右側臥屈葬 ま た は仰臥屈葬

の 遺体を入れ る 容器は寝棺で な ければな ら な い。 方形土績は棺を埋葬す る に は絶好 の 形で あ っ

た ろ う と お も われ る 。 坐臥屈葬の人骨が方形土墳か ら も 発見 さ れたが、 土壌が大型であ れば桶

で あ っ て も 埋葬そ の も の に は さ しっ か え な か っ た の で は な い だ ろ う か。

2 人骨の出土状況

火葬人骨 (図版 4 )

47号人骨直径1 1 0側 、 高 さ 62 cm の封土の下lζ長 さ 55c畑 、 幅54ω そ れ に深 さ 23cm の 小 さ な 方形

の穴を掘 り 、 そ の 中 か ら 1 個体分の火葬人骨が出土 した。 火葬骨を直接穴の 中 lζ埋葬 し た も の

か あ る い は容器に入れて埋葬 した も の か ど う かわか ら な い 。

62号人骨直径590側 、 高 さ 69仰 の封土が 作 ら れ、 封土の最下面 (当時の地表面) に は火葬 さ

れた人骨が散乱 して い た 。 封土の 中 iζ埋め ら れてい た土師質の皿の 中 に は下層 の 人骨 と 同一個

体 と お も われ る 火葬人骨が納 め ら れていた。 おそ ら く 封土下部の 火葬人骨の一部を皿に納め た

も の と お も われ る 。

62号人骨 に は 遺体を火葬す る 際 に で き た と お も われ る 木炭が多量 に 混 っ て い た の で 、 そ れ ら

の木炭を採集 し放射性炭素 の 測定を行な っ た と こ ろ 、 B.P.484 土 43年 (GAK-41 57) で あ っ

た。 乙 れを た しか ら し い と かんがえ ら れて い る C14 の半減期 (5730 土 40) に よ っ て計算すれば

B.P.494 土 44年 と な る 。 し たが っ て 、 本話料は A.D.1 456 土 44年で あ る 。 西暦1 456年は康正 2 年

に あ た り 室町幕府中期 、 足利義政の こ ろ で あ る 。

土葬人骨 (図版 2 、 3 、 5 -1 0) 

58体の土葬人骨 は 、 坐臥屈葬 6 体、 何臥屈葬 2 体そ れに右側臥屈葬29体であ っ た。 そ の ほ か

保容が悪 く て埋葬姿勢の は っ き り し な い人骨が21 体あ っ た 。 埋葬姿勢不詳の21 体の人骨 は 前記

3 姿勢の いずれか と お も われ る 。

1 号人骨 (図版 2 ) 、 北頭位で右側 臥屈葬の男性人骨、 頭査骨 は 右側頭部が床面 に つ い て

い た 。 上肢は左 ・ 右ほ ぼそ ろ え肘関節を直角 に ま げて前頭部 に つ け て い た 。 下肢は膝関節を強

く ま げて い た 。

83号人骨 (図版 2 ) 、 北頭位で右側臥屈葬の女性人骨、 頭蓋骨は右側頭部が床面に つ い て い

た 。 上肢は肘関節を ほ ぼ直角 に ま げ前腕を前に出 してい た 。 下肢は膝関節を強 く ま げ頭部に近
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づ け て い る が、 左右が少 し 聞 い て い た 。

1 1 号人骨 (図版 2 ) 北頭位で右側臥屈葬の男性人骨 、 頭蓋骨 は右側頭部が床面 に つ い て い

た 。 上肢は左右 と も 上腕骨 の み で あ る が、 前下方に伸ば し て い る の で 、 お そ ら く 前腕骨は 1 号

人骨の頭査骨付近に も っ て い っ た も の と お も われ る 。 下肢は膝関節を強 く ま げて左右 と も ほ ぼ

重な り 合 っ て い た 。

6 号人骨 (図版 2 ) 北頭位で右側臥屈葬の男性人骨、 頭蓋骨 は右側頭部が床面に つ い て い

た 。 上肢は肘関節を強 く ま げ下顎付近に手が あ っ た 。 下肢は膝関節を強 く ま げ さ ら に前上方に

引 き あ げ て い た 。

66号人骨 (図版 3 ) 北頭位で右側臥屈葬の女性人骨、 頭蓋骨 の右側頭部を床 に つ け て い

た。 上肢は肘関節を強 く ま げ下顎付近に手があ っ た 。 下肢は膝関節を強 く ま げ前上方に 引 き あ

げ て い た 。

39号人骨 (図版 3 ) 西向 き で坐臥屈葬の 男 性人骨。 元来下肢は膝関節で ま げ、 立 て て い た

も の と お も われ る が、 そ の う ち に腐敗 して前方に倒れた も の と お も われ る 。 そ の と き頭査骨 も

股間部に顔面を下に して落 ち た も の と お も われ る 。

61 号人骨 (図版 3 ) 西向 き で坐臥屈葬位の女性人骨。 元来下肢は膝関節で ま げて立てて い

た も の と お も われ る 。 頭蓋骨 お よ び上肢は魔敗 して股間部に落ち 込んだ も の と お も われ る 。

1 9号人骨 (図版 3 ) 北頭位で仰臥屈葬の男性人骨。 頭蓋骨は右側頭部を下に 倒 れ て い た 。

下肢は膝関節を上方に 強 く ま げ大腿骨 と 下腿骨 と が ほ ぼ重な り 合 っ て い た 。

な お 、 人骨 の 出土状況を図版 2 -1 0に示 した。

3 埋 葬 の 方 法 (奈川

62基 の土葬の う ち 22基の土岐 の 中 か ら 鉄釘が発見 さ れた の で、 乙 れ ら の土墳の人骨 は容器に

入れて埋葬 し た も の と 思われ る 。 残 り 40基の土墳か ら は鉄釘が発見 さ れな か っ た 。 そ れ は鉄釘

が腐蝕 し た と も かんが え ら れ る 。 ま た 桶に は鉄釘 は普通使用 し な い し、 棺の場合で も 鉄釘を使

用 し な か っ た も の も あ っ た か も しれな い。 さ ら に発掘 中 しば しば土域 内 に大 き な空洞がみ ら れ

た の で、 おそ ら く 土葬人骨 は容器に 入れて埋葬 した も の と お も われ る (図 4 ) 。

円形土城か ら は 坐臥屈葬人骨が、 方形土墳か ら は右側臥屈葬人骨が最 も 多 く 出土 し た の で、

坐臥屈葬人骨 は 桶 に 、 右側臥屈葬お よ び仰臥屈葬は棺に入れて い た も の と 思わ れ る 。 そ して 円

形土壌に は桶を、 棺 は 方形土壊に埋葬 し た の で は な い だ ろ う か。 も ち ろ ん方形土墳か ら も 坐臥

屈葬人骨が出土 し て い る の で 、 桶 は 方形土墳に も 埋葬 さ れた ら し い。

4 埋 葬 の 方 向 (表1 2 . 1 3) 

尾窪墳墓群の場合、 全般に人骨の保脊が不良の た め 、 人骨そ の も の か ら 埋葬の方向を測 る こ

と はで き な か っ た。
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円 形土墳の 7 基の う ち 坐臥屈葬の 3 体の方向 は、 西向 き が 2 体で、 北向 き が 1 体で あ っ た。

積 り 4 体は埋葬姿勢を確認で き な か っ た。

方形土墳は55例 で あ っ た。 う ち 長軸が南北に く る も の53倒、 東西に く る も の 2 例で あ っ た。

長軸 を南北に と る 53例の土壌の う ち 埋葬姿勢が確認で き た人骨は30例 で あ っ た。 こ れ ら の 人

骨 は北頭位 の 右側臥屈葬27倒 、 北頭位の仰臥屈葬 2 例、 それに南頭位の右側臥屈葬 1 例で あ っ

た 。 つ ま り 北頭位が29例で、 南頭位は 1 例で あ っ た。

長軸を東西に と る 2 例の土壌は 、 西頭位が 1 例で、 残 り 1 体 (58 B 号) は東側か ら 頭蓋骨が

発見 さ れた の で、 お そ ら く 東頭位で は な か っ た か と お も われ る 。

長軸 を南北に と る 方形土壌の う ち 、 北頭位の右側臥屈葬 (27例) と 仰臥屈葬 ( 2 例) を 出土

した土墳の長軸 の 方向 は 、 算術平均に よれば N - 1 2 . 20 - E で あ っ た。 も し人骨の保杏が よ

く て人骨を も と に埋葬の方向を出す こ と がで き た と し た ら 、 土壌 と ほ ぼ 同 じ方向を示 し た も の

と お も われ る (表1 2) 。

埋葬姿勢が確認で き た37基の人骨の方向についてみてみ た い。

坐臥屈葬 と 何臥屈葬や右側臥屈葬の場合では姿勢の方向 と い っ て も 多少意味が異な る 。 坐臥

屈 葬の場合は屍体の 向い た方向を、 仰臥屈葬 ま た は右側臥屈葬の場合は頭の位置が 問 題 で あ

る 。

坐臥屈葬は 6 例の う ち 西向 き が 5 例で、 残 り 1 例は北向 き で あ っ た。 仰臥屈葬は 2 例 と も 北

頭位で あ っ た。 右側臥屈葬は北頭位が最 も 多 く 27例、 南頭位 お よ び西頭位が各 1 例で あ っ た。

以上の こ と か ら 、 尾窪墳墓群で は 、 円形土績に は西向 き の坐臥屈葬を桶に 入れて埋葬 し 、 方

形土績に は北向 き の右側臥屈葬を棺に入れて埋葬す る 習慣が あ っ た よ う に お も われ る 。

要 約

尾窪墳墓群は80数基の墳墓か ら 構成 さ れて い る が、 そ の う ち の64基 の墳墓に つ い て調査を行

な っ た。 墳墓の特徴お よ び出土人骨 に つ い て は前項で述べた と お り で あ る 。

同一場所に埋葬を繰 り 返せば土蟻 (封土) が重な り 合 う 場合が 多いが、 尾窪墳墓群で は こ う

し た 例が非常に 少 な い こ と が注 目 さ れ る 。 尾窪墳墓群の墓域は南北に帯状 に 細長い の で 、 お そ

ら く 順次外縁部へ墓域を広げて行 っ た も の と お も われ る 。

埋葬に は火葬 と 土葬が用 い ら れ、 封土の外見では両者を区別す る ζ と は で き な か っ た 。

火葬骨は僅か 2 例で あ っ たが、 他の土葬骨の土壌 と 重な る こ と も な く 、 墳墓群がで き て行 く

過程に お い て埋葬 さ れた も の と かんがえ ら れ る 。

土葬骨 は封土の下に掘 ら れた方形 ま た は 円形の土壌の 中 に 埋葬 さ れ て い た 。 方形土壌に比べ

て 円 形土綴が少な い こ と も あ っ て、 土壌の形に よ る 壌墓群の形成あ る い は性別 ・ 年令の違い は

認 め ら れな か っ た 。 土墳の形の違 い は おそ ら く 屍体を入れた容器の形 と 強い関係があ っ た も の

と お も われ る 。
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埋葬姿勢は右側臥屈葬が最 も 多 く 、 坐臥屈葬お よ ひ。 仰臥屈葬は少な か っ た。 右側臥屈葬 ま た

は仰臥屈葬の屍体を容器に 入れた場合、 そ の容器 は寝棺であ っ た と お も われ る 。 ま た 坐臥屈葬

の毘体の場合は座棺で あ っ た と お も われ る 。 尾窪墳墓 群の一般 的 な 習慣 と し て 、 坐臥屈葬の屍

体は桶 に入れ方形 あ る い は 円形土壌に西向 き で埋葬 し、 右側臥屈葬お よ び仰臥屈葬の屍体は棺

に入れ方形土績に北頭位で埋葬 し て い た 。

尾窪墳墓群は土鰻頭形の封土が印象的であ っ たが、 封土の大 き さ は土峨の大 き さ と 相 関が

あ っ た。 封土お よ び土墳の大き さ は各墳墓 と も 大差が な い の で 、 た と え大 ・ 小があ っ て も 作業

労働力的 に は問題に な ら な い。 し た が っ て封土お よ び土壌の大 き さ の大 ・ 小 は 、 古墳の墳丘に

考え ら れて い る よ う に主権者的意味 は も っ てい な い と お も われ る 。 土墳 は た だ地 山 を掘 り 下げ

た だ け で特別 に 粘土壁を作 っ た り は してい な い。 人骨 と い っ し ょ に副葬品が発見 さ れたが、 数

少な い副葬品 は 貧弱 な も の で、 む し ろ 副葬品を も た な い人骨の方が多か っ た 。 そ の た め土壌の

内 部構造あ る い は副葬品の う えか ら も 各墳墓聞 に優劣 き めが た い 。

最後に尾窪墳墓群の 編年につ い て私見を述べたい。

すでに前章に お い て考古学部門では 、 尾窪墳墓群か ら 出土 し た 五輪犠の形態や副葬品 を と お

して、 同墳墓群が鎌倉時代に 編年で き る と してい る 。

筆者は 、 墳墓群の編年に あ た っ て58号に 注 目 し た い 。 祭把の場所 と か ん が え ら れ る 58号の

封土は 明 ら か に墳墓が営 ま れて い る 過程に作 ら れた も の で あ る 。 し た が っ て58号の士銀頭の 上

に造立 さ れた石造五輪塔の編年は重要で あ ろ う 。 五輪 塔 に は銘記は な か っ たが、 おそ ら く 尾窪

墳墓群の人 々 の た め の 供養塔 と お も われ る 。 五輪塔の 詳細な説明 は重複を さ け る が、 笠石 は勾

酪が さ ほ ど急で は な く 、 昼根の そ り は鎌倉期の も の に 比べて弱い の で 、 室町期 l乙編年で き そ う

で あ る 。

62号人骨 (火葬) に 混 っ て採集 さ れた木炭の放射性 炭素の測定に よ れば A . D . 1 456 土 44年で

あ り 、 誤差を考慮 に入れて も 室町時代中期 に編年で き る 。

尾窪墳墓群の編年につ い て筆者は 、 鎌倉時代か ら 室 町時代に か け て'首 ま れた いわ ゆ る 中世に

編年 さ れ る 墓地であ ろ う と かんが えてい る 。 そ し て埋葬 さ れた 人 々 は 、 遺跡付近で肥沃な 水 田

と 畑 と を耕作 しな が ら 生活を営んだ 中 世の庶民 た ち で は な か っ た ろ う か。

お わ り に

尾窪墳墓群の発掘 は考古班の発掘 の あ と を人類班が 引 き 継 ぎ人骨の露出 お よ び取 り 上げを行

な っ た。 た だ し 6 基だ け は考古班に よ っ てすべての 作業が行な わ れた の で、 人骨の 出土写真 の

う ち 1 3、 57 A 、 61 、 64 B 、 77号人骨 について は考古班か ら 借用 した。

尾窪人骨の 発掘 に は 多 く の 方 々 の ご援助が あ っ たが、 と く に下記の長崎大学医学部学生諸君

に は多大の 労を煩わ し た 。 記 し て感謝申 し あ げ ま す。

人類班参加者 内 藤芳篤 (長崎大学医学部教授) 、 坂田邦洋 ( 同助手〉 、 吉村淳 ( 同文部技

宮) 、 池 田 治子 (同学生〕 、 岡本純英 ( 同学生) 、 草野裕幸 ( 同学生) 、 永武毅 (同学生) 、

赤瀬恵 (県立熊本高等学校教諭) 、 松井孝之 (別府大学文学部学生〕 。

- 61 一



第五章 人 骨

は じ め に

内 藤 芳 篤

尾窪遺跡に お け る 64基の墳墓か ら 幼小児骨 6 体、 火葬骨 2 体を含む合計60体の人骨が発掘 さ

れた。 こ れ ら の 出土人骨は一般に保寄状態が悪 く 、 そ の大部分は 骨格の 一部を残すの みで あ っ

た 。 52体の成人骨の う ち 性別 を判 じ得た の は37体 (男性21 体、 女性1 6体〉 で、 他 の 1 5体は性別

不 明 で あ っ た。

出土人骨 の年代に 関 し て は 、 別項で述べ ら れて い る が、 火葬骨 (;Vo.62) の土壌か ら 得 ら れた

木炭を資料 と し た 放射性炭素 に よ る 年代測定の結果で は 、 A . D . 1 456 土 44 (B.P.494 土 44) で

あ っ た。 勿論、 当遺跡は末調査の分を含め る と 約 1 00 基の墳墓が数え ら れ、 あ る 程度長期間 に

わ た っ て営 ま れた墳墓群 と 思われ る が、 人骨 は大体1 5世紀 lζ 由来す る 当地方人の遺骨 と 考 えて

差 しっ か え な いで あ ろ う 。 こ の よ う な理解の も と に尾窪墳墓群か ら 出土 し た人骨を こ こ で は 中

世尾窪人 と よ ぶ こ と にす る 。

わが国の 中世人骨 に つ い て は 、 鈴木尚博士の鎌倉材木座発見の人骨 に 関す る 研究が あ り 、 同

時代人の形質が明 ら か に さ れ、 日 本人形質の時代的変化 の 問題 に 関 し て種 々 の考察がな さ れて

い る 。 同博士 に よ れば、 材木座発見の 中世鎌倉人の年代は1 4世紀初頭 (1 333) に 由来す る も の

と さ れ、 南部関東地方人の遺骨 と 見な さ れて い る が、 そ の形質は現代人 と 比較す る と き 特異的

で、 強い時代性が現われて い る 。 中世尾窪人は時期的 に多少のずれは あ る が、 中世鎌禽人i乙近

い 時代の資料で あ り 、 地域的に は離れた九州か ら の 出土で あ る た め に、 時代性 と 共に地方差の

問題を考え合わせ る と き 誠 に 興味深い も の があ っ た 。 すでに述べた よ う に研究上 き わ め て不充

分 な 資料で は あ る が、 お お よ そ の傾向を う かがい得た の で 、 主 と し て頭蓋骨の計測値 に つ い て

述べてみ た い 。

結 果

A . 頭 蓋 骨

中世尾窪人の う ち 性別 を判 じ得た成人骨 は男性21 体、 女性1 6体で あ っ たが、 頭蓋骨 は完全な

も の は な く 、 比較的保存状態が良好な資料は男性 8 例、 女性1 0例で あ っ た 。 計測で き る 項 目 は

き わ め て 限 ら れた も の で あ っ たが、 そ の成績は附表 1 、 2 に掲げてい る 。 ま た 図版 1 "'"図版1 5

を参照 し て い た だ き た い 。

a. 脳 頭 蓋
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頭骨最大兵

8 頭骨最大幅

1 7  パ ジ オ ン ・ プ レ グ 7 高

8/1 頭骨jミ帽示数

7/1 頭骨反高示数

7/8 頭骨幅高示数

23 頭水平河

24 横孤長

25 正矢状ïlJl長

1 + 8 + 1 7(3)脳頭骨 モ ズ ノレ ス

頭骨最大長

8 頭骨最大幅

17 パ ジ オ ン ・ ブ レ グ 7 高

8/1 頭骨長幅示数

1 7/1 頭骨長高示数

1 7/8 頭骨1陪高示数

23 頭水平周

24 横孤反

25 正中矢状孤長

1 + 8 + 1 7/(3) 
脳頭骨 モ ズ ル ス

表 1 脳頭蓋の比較 (男性)| 員 獲 更 | 皇 倉 空 | 軍 部 九d ! 高 東 史
n I X n ' X n I X I n I X 

1 1 1 お 1 64 I 1 3 6 . 5  6 7  i 139 .38 I 1 43 I 1 40 .3 

1 印 刷 山 l 67 M 間 78 . 5

4 I 74 . 80 I 94 i 75 . 0  67 I 77 .34 1 1 43 I 77 .3 

1 I 99. 28 93 I 99 . 8  67 ! 99 . 25 I 1 43 ! 98 . 6 

1 I 31 0 . 00 I 1 27 ! 309 . 4  : 66 I 31 8 .36 I 1 43 I 324 . 4  

5 犯4. 40 I 1 1 1 問 7 I 67 I 379 ， 00 ↑ 43 I 371 . 7  

1 I 1 51 .33 甜 | … 一 間 判
表 2 脳頭蓬の比較 (女性)

l E 窪 付 量 P- zf | 軍一軒 431 | 高 東 史
n I X 1 n I X 1 n I X I n I X 
7 [ 1 M a 1 77 9 1 45 M 田 1 70 . 8

6 I 1 30 . 00 I 42 I 1 28 . 8  ! 45 I 1 33.37 I 81 1 32 . 5  

4 72 . 85 

6 ! 74 . 43 

4 1 01 . 67 

4 500 . 25 

4 294 . 25 

3 364 . 67 

4 ! 1 4山

57 

40 

40 

56 

51 

44 

33 
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74 . 2  44 

73 . 4  I 45 

97 . 6  I 45 

495 . 6  45 

297 . 2 45 

360 . 1  45 

1 4 6 . 4  

79 . 07 82 79 . 7  

78 . 08 81 77 . 9  

99 .32 81 97 . 7  

499 . 08 81 493. 7 

306 . 74 81 313. 2  

363 . 46 82 357 . 6  

( 1 4 6 . 80) 81 1 46 .3 



中世尾窪人の脳頭蓋の特徴を 明 ら か にす る た め に、 鈴木 (1 956) の 中世鎌倉人、 松元 (1 956

) の現代中部九州 (肥後) 人お よ び森田 (1 950) の現代関東人の成績 と 比較 し な が ら 説明 し た

い 。 そ の成績は表 1 ;お よ び表 2 に示す と お り で あ る 。

(1) 脳頭蓋の 3 主径

1 . 頭骨最大長

中 世尾窪人の 男 性で は 、 最大が1 90mm 、 最小が1 79mmで、 6 例 の 平均値は1 84 . 33mm ( u 2 = 1 7 . 

8り と な り 、 中世鎌倉人 と は ほ と ん ど差がな く 、 現代の 中部九州人お よ び関東人 よ り は 明 ら か

に長い。 女性で は最大が1 80mm 、 最小が1 70mmで、 7 例の平均値は1 74. 57mm ( u 2 = 1 1 . 29) と な

り 、 中世鎌倉人よ り 短いが、 両現代人よ り 長い。

2 . 頭骨最大幅

男性で は頭骨最大幅が正確 に計測で き る 資料は 1 例 (No.27) の みで1 38mm で あ る 。 観察 し た

と こ ろ で は一般 に狭 く 、 例 え ば (No.77) では1 30mm以下 と 推測 さ れ る も の も あ っ た 。 比較群の

中 で は 、 中世鎌倉人は両現代人に比 し で か な り 狭い 。

女性で は最大が1 37側、 最小が1 20肌で、 5 例の平均値は1 28 . 80mm ( u 2 = 44 . 22) と な り 、 現

代 の 中部九州人、 関東人よ り 明 ら か に 狭 く 、 ま た 中世鎌倉人に も 及ば な い 。

3 . パ ジ オ ン ・ プ レ グ マ 高

男性で は最大が1 39刷、 最小が1 31 m皿で、 4 例の平均値は1 36 . 50mm ( u 2 = 1 4 . 36) で あ り 、 著 し

い差で は な いが、 中部九州、 関東両現代人 よ り 低 く 、 ま た 中世鎌倉人に も わず か に劣 っ て い る 。

女性で は最大が1 36側、 最小が1 25mmで、 6 例の平均値は 1 30 . 00mm ( u 2 = 20 . 79) と な り 、

中世鎌倉人よ り 高いが、 両現代人よ り 低い。

4 . 頭骨長幅示数

男性の頭骨最大幅の 計測可能な も のが 1 例で、 し たが っ て示数値 の 算出 も C;rò.27) の 1 例の

み で あ り 、 77 . 09 と な っ て い る が、 本例 は頭骨最大長 に お い て も 最小値 (1 79mm) を 示 す も の

で 、 観察上は中世尾窪人の う ち 最 も 短頭に傾いてい る も の で あ る 。 比較群の 中 で は 、 中世鎌

倉人 04 . 2) は長頭型 (dolichocran) に属 し 、 現代の 中部九州人 08. 08) 、 関東人 08 . 5)

は 中頭型 (mesocran) で、 両者の 聞 に は か な り の差がみ ら れ る 。

女性の場合 は最大が78 . 29、 最小が68 . 1 8で、 他 の 2 例 も それ ぞ れ 73 . 89、 71 . 02 と な り 、 4

例 の 平均値は72 . 85 ( ポ = 1 8 . 58) で 、 中世鎌倉人 04. 2) と 共に長頭型 (dolichocran) に 属

し 、 例数は少な いが、 強い長頭性が う かが われ る 。 現代の 中部九州人 09. 07) お よ び関東人

09. 7) は男性の場合 と 同様に中頭型 (mesocran) に属 し、 両中世人 と の 聞 に は かな り 著明

な 差が認 め ら れ る 。

5 . 頭骨長高示数

男性では最大が76 . 54、 最小が72. 78で、 4 例の平均値は74 . 80 ( u 2 = 2 . 62) と な り 、 中頭型

(orthocran) の上限に あ る が、 中世鎌倉人 と は ほ と ん ど差がな く 、 両現代人 (いずれ も 高頭

型hypsicran) よ り 低い値を示 して い る 。
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女性では最大が77 . 78、 最小が72 . 00で、 6 例 の平均値は74 . 43 ( u2 = 5 . 1 5) で 中世鎌倉人 と

共に 中階型 (orthocran) に属 してい る が、 両現代人は高頭型 (hypaicran) に属 して い る 。

6 . 頭骨幅高示数

男性は 1 例 (No.27) の み で、 99 . 28 と な っ て い る 。 比較群は いずれ も 尖頭型 (acrocran) に

属 し 、 99. 8--98 . 6の 聞 を 占 め て い る 。

女性で は最大が1 1 0 . 83、 最小が引 . 97で、 4 例の平均値 は1 01 . 67 ( u 2 = 59 . 44) で あ り 、 現

代中部九州人 と 共に尖頭型 (acrocran) に属 し て い る 。 現代関東人、 中世鎌倉人は いずれ も 中

頭型 (metriocran) に属 し 、 中世尾窪人よ り は低い値を示 し て い る 。

(2) 周径お よ び弧長

7 . 頭骨水平周

男性で は 2 例 (No. 6 、 No.27) の みが計測可能で、 それぞれ51 6mm、 51 0mm と な り 、 平均値を

求む る な ら ば51 3mm で あ り 、 中世鎌倉人およ び両現代人 と ほ と ん ど差異は 認 め ら れな い 。

女性では最大が51 2棚、 最小カq95皿mで、 4 例の平均値 は500 . 25mm ( u 2 = 62 . 89) と な る が、

中世鎌倉人お よ び両現代人 と 大差 は な い。

8 . 横弧長

男性では 1 例 (No.27) の みで、 31 0mmで あ り 、 中世鎌倉人 (309 . 4mm) の平均値 に近いが、

両現代人の平均値 よ り は小 さ い 。

女性で は最大が31 2mm 、 最小が284mmで、 4 例の平均値 は294 . 25棚 ( u 2 = 1 49 . 57) で、 両現

代人 よ り は勿論、 中世鎌倉人に比 して も わずかに小 さ い。

に 正中矢状弧長

男性で は最大が41 0閥、 最小が362肌で、 4 例の平均値 は384 . 40mm ( u 2 = 292 . 75) で あ り 、

比較群 よ り わず か に大き い。

女性では最大が371 mm 、 最小カ�361 mmで 3 例 で は あ る が、 そ の平均値 は 364 . 67mm ( u  2 =  30 . 36) 

と な り 、 中世鎌倉人お よ び現代関東人よ り は やや大き く 、 現代中部九州人 と 近似 し て い る 。

(3) 脳頭骨 モ ズ ル ス

男性では 1 例 (No.27) の み で あ る が、 1 51 . 33mmで比較群そ れぞれの平 均値 と 近 い も の で あ る 。

女性で も 最大が1 49 . 67側、 最小が1 42 . 67仰で、 4 例 の平均値 は 1 45 . 34mm ( u 2 = 1 0 . 63) で あ

る が、 中世鎌倉人お よ び両現代人 と 大差がな い 。

b .  顔面頭蓋

顔面頭蓋では葬位 の 関係で と く に左側 に破損がひ ど く 、 横径 の計測がで き な い資料が多 く 、
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43 . 上 顔 幅

44 . 両 眼 寓 幅

46 . 中 顔 幅

47 . 顔 高

48 . 上 顔 高

47/46 顔 方言 数

48/46 上 顔 示 数( V )

50 . 前 眼 寓 間 幅

51 . 限 寓 幅

52 . 眼 寓 高

52/51 限 寓 示 数

54. 鼻 幅( r )

55 . 鼻 高( r )

54/55 鼻 方言 数( r )

60 .  上 顎 歯 槽 長

61 . 上 顎 歯 槽 幅

61 /60 上顎 歯 槽 示 数

62. 口 主主 長

63.  口 主主 幅

63/62 口 蓋 示 数

72 全 側 面 角

73 . 鼻 側 面 角

74.  歯 槽 側 面 角

表 3 顔面頭蓋の比較 (男性)

n I X 
4 1 03 . 00 

95 . 00 

1 00 . 00 

6 1 1 3 . 33 

7 63. 57 

2 1 1 2 . 33 

2 61 . 68 

3 1 9 . 67 

6 40 . 67 

6 32 . 50 

6 79. 90 

6 26 . 50 

7 49 . 00 

6 54. 04 

2 54 . 50 

6 66 . 67 

2 1 26 . 65 

5 44. 20 

5 38 . 00 

4 87 . 61 

6 83 . 08 

6 92. 00 

6 61 . 50 

n I X I n I X 
1 1 8 削| “ I 1 04 . 61 

1 01 1 00 . 0  I 66 I 97 . 39 

1 07 1 01 . 8  66 98 . 00 

48 1 1 5 . 8  30 1 23 . 23 

1 1 9  64 . 7  54 72 . 56 

43 1 1 3 . 9  33 1 24 . 99 

97 65 . 6  54 74. 87 

1 08 1 9 . 1  66 1 9 . 27 

95 43 . 3  67 43 . 02 

92 33 . 8  67 34 . 74 

90 77 . 8  67 81 . 1 0  

1 22 26 . 6  66 26 . 46 

1 21 51 . 1  67 52 . 40 

1 1 3  52. 1 66 50 . 33 

98 55 . 7  53 52. 29 

1 00 65. 2 47 66. 80 

86 1 21 . 8  47 1 29 . 37 

76 46 . 3  54 43. 67 

96 41 . 0  44 40 . 98 

65 86 . 7  43 95. 27 

73 81 . 7  52 84 . 02 

79 88 . 6  85 . 96 

68 60 . 3  1 06 76 . 43 
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現関 東 代人 | 
n I z 
1 44 1 03 . 8  

1 44 97 . 2  

1 43 98 . 6  I 

1 42 1 23 . 8  

1 44 70 . 7  

1 41 1 25 . 4  

1 43 71 . 8  

1 42 1 7 . 8  

1 42 42 .7  

1 44 34 . 3  

1 42 80 . 4  

1 44 25 . 0C t ) 

1 43 52 . 0C t ) 

1 43 48 . 4C t )1 
1 44 52 . 4  

1 44 65 . 8  

1 44 1 26 . 0  

1 42 44. 0  

40 . 0  

1 09 91 . 1  

1 相 ! 85 . 1  

1 44 88 . 5  

76 . 4  



43 . 上 顔 幅

44 . 両 眼 笥 幅

46 . 中 顔 市高
47 .  顔 高

48 . 上 顔 高

47/64 顔 方言 数( V )

48/46 上 顔 示 数( V )

50 .  前 限 寓 間 幅

50/44 前 眼 寓 間 示数

51 眼 寓 幅( v )

52 眼 寵 高( v )

52/51 限 寓 示 数( v )

54 鼻 幅

55 鼻 高

54 55 鼻 刀t 数

60 . 上 顎 歯 槽 長

61 . 上 顎 歯 槽 幅

61/60 顎 歯 槽 示 数

62. 口 蓋 長

63. 口
且-，ルー

幅

63/62 口 蓋 示 数

72. 全 側 面 角

73.  鼻 側 面 角

74 歯 槽 側 面 角

男
大 腿 骨 腔

No‘ 1 1 61 . 02 

No. 2 1 56 . 60 

N o. 6 1 56 . 1 3  

No 31 1 62 . 71 

No 39 1 55 . 75 

n 5 

Z 1 58 . 44 

u ' 1 0 . 24 

表 4 顔面頭蓋の比較 (女性)

中 世人尾 窪
n I Z n I x I n I x I n I x 

6 

7 

3 

3 

5 

2 I 
5 

5 

5 

8 

8 

8 

4 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

94 . 50 34 

94 . 67 32 

1 06 . 00 1 6  

60 . 86 40 

1 1 5 . 74 1 5  

65 . 38 29 

1 9 . 40 40 

21 . 24 32 

40 . 00 37 

33 . 00 33 

80 . 53 34 

26 . 00 34 

47 . 50 34 

54 . 97 32 

46 . 00 36 

61 . 00 31 

42 . 20 I 25 

36 . 60 32 

86 . 79 21 

79 . 60 31 

89 . 60 32 

1 00 . 1 

94 . 7  

95 . 4  

1 05 . 1 

61 . 6  

1 09 . 4  

64. 1 

1 8 . 2  

1 9 . 8  

41 . 1  

33. 1 

80 . 7 

24 . 6  

46 . 9  

52 . 7  

49 . 5  

60 . 7  

1 24 . 1  

43 . 6  

38 . 3  

88 . 9  

81 . 1  

89 . 0  

59. 1 

表 5 推 定 身 長 値
性

98. 94 

45 93 . 03 

45 92 . 39 

1 1  1 1 4 . 68 

1 1  I 1 22 . 1 4  

24 I 73. 1 7  

45 1 8 . 50 

45 1 9 . 83 

45 40 . 99 

44 34 . 77 

44 84 . 93 

45 24 . 77 

45 49 . 32 

45 50 . 41 

24 49 . 50 

27 60 . 98 

22 1 25 . 55 

26 42. 35 

38 . 73 

21 92. 79 

24 82. 67 

90 86 . 04 

48 7 1 . 58 

女

J同1'!. 上 腕 骨 大 腿 骨 腔 骨
No 3 1 45 . 78 1 47 . 69 

1 59 . 21 No 25 1 43 . 84 1 42 . 75 

1 52. 25 No 83 1 48 . 31 

n 3 

Z 1 45 . 98 

u ' 5 . 02 
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1 00 . 1 

84 94 . 1  

84 93 . 5  

84 1 1 5 . 0  

83 67 . 1  

84 1 23 . 3 

83 72 . 0  

84 1 7 . 4  

83 1 8 . 5  

84 41 . 1 ( t ) 

84 33 . 8( t ) 

84 82 . 4C t ) 

84 24. 5 

84 49 . 0  

84 50 . 2  

83 50 . 3  

83 61 . 7 

81  1 23 . 2  

81 42 . 7  

66 38 . 4  

66 90 . 4  

83 83 . 6  

84 87 . 8  

83 73. 2 

性

上 腕 骨

1 45 . 0 1 

1 41 . 98 



ま た鼻根部等の詳細 が不 明 で あ る が、 脳頭蓋の場合 と 同様に比較群 と 共に成績を表 3 お よ び表

4 に示 して い る 。

(1 ) 横 径

1 . 上顔幅

男性では最大が1 07冊、 最小が9611UJjで、 4 例の平均値は1 03. 00mm ( u 2 = 23 . 33) で あ り 、 中

世鎌倉人 よ り やや狭いが、 両現代人 と は大差が な い 。

女性で は 2 例がそれぞれ1 00酬で、 他の 1 例が9611UJjで あ り 、 3 例 の 平均値 は 98 . 67鵬 ( u 2 = 5

. 34) と な り 、 中世鎌倉人お よ び現代関東人よ り わずかに狭 く 、 中部九州人 と 近似 して い る 。

2 . 両眼嵩幅

男性の場合は 1 例 (No. 8 ) の みで、 95聞 と な っ て お り 判 じ難いが、 比較群の 中で は 中世鎌

倉人は両現代人 よ り 広い 。

女性で は 2 例 (No.25、 No.54) の みでそれぞれ9811UJj、 91 11UJjで、 平均値を求むれば94. 501lUJj と

な り 、 乙 の数値 は比較群 と 大差が な い 。

3 . 中顔幅

男性では 2 例 (No. 8 、 No.27) の みが計測可能で、 それぞれ1 05棚 、 9511UJj と な り 、 そ の 平均

値 を と る と 1 00 . 001lUJj と な る 。 こ の数値は 中世鎌倉人よ り やや狭 く 、 両現代人 よ り 広い。

女性で は最大が1 01 棚、 最小が91 11UJjで、 3 例の平均値は94. 6711UJj ( u 2 = 32 . 38) と な り 、 男 性

の 場合 と 同様に著 し い 差で は な いが、 中世鎌倉人よ り わずかに狭 く 、 両現代人よ り やや広い 。

(2) 高 径

1 . 顔 高

男性では最大が1 1 711UJj 、 最小が1 08棚で、 6 例の平均値は1 1 3 . 3311UJj ( u 2 = 1 1 . 49) と な り 、 両

現代人 よ り 明 ら か に低いが、 中世鎌倉人 と は近似 してい る 。

女性の場合 も 男性 と 同様の傾向が認め ら れ る 。 最大は 1 1 0 1lUJj、 最小は9911UJjで、 6 例の平均値

は 1 06 . 001lUJj ( u 2 = 22 . 37) と な り 、 中世鎌倉人 と 近似 してい る が、 両現代人よ り は 明 ら か に低

い 。

2 . 上顔高

男性では最大が67側 、 最小が61 仰で、 7 例の平均値は63 . 5711UJj ( u  2 = 4 . 62) と な り 、 顔高の

場合 と 同様 に両現代人よ り は か な り 低いが、 中世鎌倉人 と は近い。

女性で は 6611UJj (No. 5 B ) と い う のが 1 例あ る が、 そ の他は一般 に低 く 、 最小は5411UJjで 、 7

例 の 平均値 は60 . 86棚 ( u 2 = 1 5 . 45) と な り 、 両現代人よ り 明 ら か に低いが、 中世鎌倉人 と は

近似 し て い る 。
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(3) 示 数 値

男女共に頬骨 弓 幅 の 計測可能な例がな い た め に 、 示数値は Virchow の顔示数お よ び上顔示

数について説明 す る 。

1 . 顔示数 ( V . )

男性で は 2 例の み で あ る が、 (No. 8 ) は1 05 . 71 、 (No.27) は 1 1 8 . 95で、 そ の平均 を と れば

1 1 2 . 33 と な り 、 中世鎌倉人 と 共に低顔型 (chamaeprosop) に属 し、 正顔型 (orthoprosop)

に属す る 両現代人よ り は 明 ら か に低い。

女性で は最大が1 21 . 1 1 、 最小が1 08 . 91 で、 3 例で は あ る が、 そ の 平均値 は 1 1 5 . 74 ( u 2 = 38 . 

81 ) と な り 、 低顔型 (chamaeprosop) に属 し、 中世鎌倉人 よ り わずかに高いが、 両現代人 よ

り は著 し く 低い 。

2 . 上顔示数 ( V )

男性では 2 例の みで 、 (No. 8 ) が58. 1 0、 (No.27) が65 . 26で、 そ の 平均を と る と 、 61 . 68 

と な り 、 超低顔型 (hyperchamaeprosop) IC属 し、 両現代人よ り 著 し く 低い 。 ま た 中世鎌倉

人 と 比較 しで も わずか に低い値を示 してい る 。

女性では最大が68. 89、 最小が58. 42で、 3 例の み で は あ る が、 平均値は65 . 38 ( 日 = 36 . 24)

で、 低顔型 (chamaeprosop) に属 し、 両現代人よ り は 明 ら かに低いが、 中世鎌倉人に は近い

値を示 してい る 。

(4) 鼻根お よ び眼商

1 . 前眼嵩間 幅

男性で は最大が22棚、 最小が1 7mmで、 3 例で は あ る が、 そ の 平均値 は 1 9 . 67 mm ( u 2 = 6 . 35) 

と な り 、 中世鎌倉人お よ び現代中部九州人 と 近いが、 現代関東人よ り 広い 。

女性で は最大が21 mm 、 最小が1 8棚で、 4 例の平均値は1 9 . 40鵬 ( u 2 = 2 . 31 ) と な り 、 比較群

の 中で は最 も 広い 値を示 し て い る 。

2 . 前眼嵩開示数

男性で は示数値の 算出 で き る 例がな いが、 女性で性No.25、 No.54の 2 例 が あ り 、 そ れ ぞ れ

23. 08、 1 9 . 39 と な り 、 そ の 平均を と る と 、 21 . 24 と な る 。 乙 の 示数値 は比較群に 比 し て大 き い

が、 乙 れは両眼宵幅 で は差がな く 、 前眼嵩問幅が 多少広い こ と に 起因 し て い る 。 勿論 2 例の み

で は は っ き り し な い が、 観察上は、 中世尾窪人は 鼻根部が広 く 、 眼寵が左右離れた感 じ を受 け

る 。

3 . 眼簡幅 (右側 )

左側の破損例が多い の で、 右側に つ い て計測 し た が、 男性では最大が42胸 、 最小が38mmで、

6 例の 平均値は40 . 67 mm ( u 2 = 3 . 06) と な り 、 比較群よ り 狭い。

- 69 ー



女性で は 1 例 (No.25) の み は左側を計測 し た が、 他は右側 を 用 い た 。 最大は42問、 最小は

38mmで、 5 例の 平均値は40 . 00mm ( U 2 田 2 . 50) と な り 、 比較群よ り も わ ずかに狭い。

4 . 眼嵩高 (右側)

男性で は最大が37閥、 最小が30mmで、 6 例の 平均値は32 . 50mm ( u 2 = 5 . 9D と な り 、 両現代

人よ り 低 く 、 ま た 中世鎌倉人に比 して も わずか に低い値を示 し て い る 。

女性で は最大が34mm 、 最小が32mmで、 5 例の 平均値は33 . 00mm ( u 2 = 1 . 00) と な り 、 現代中

部九州人よ り やや低いが、 関東人お よ び 中世鎌倉人 と は差が小 さ い 。

5 . 眼嵩示数 (右側)

男性では最大が88 . 1 0、 最小が76 . 1 9で 6 例の平均値は79 • 90 ( u 2 = 1 9 . 54) と な り 、 中眼商

型 (mesoconch) に 属 して い る が、 示数値は両現代人よ り わずかに小 さ く 、 中世鎌倉人 と 大差

が な い 。

女性では最大が84 . 91 、 最小が72 . 05で、 6 例の平均値は80 . 53 ( u 2 = 23 . 81 ) と な り 、 中眼

嵩型 (mesoconch) に 属 して お り 、 中世鎌倉人 と 近似 して い る が、 両現代人 よ り 多少小 さ い値

を示 して い る 。

(5) 鼻

1 . 鼻 幅

男性で は最大が31 mm 、 最小が25mmで、 6 例の平均値は26 . 50mm ( u 2 = 5 . 52) と な り 、 中世鎌

倉人お よ び現代中部九州人と 近いが、 関東人よ り は やや広い。

女性で は最大が27mm 、 最小が25mmで、 8 例の平均値は26 . 00 mm ( u 2 = 0 . 58) で あ り 、 比較群

よ り は広い値を示 し て い る 。

2 . 鼻 高

男性で は 最大54mm、 最小が44mmで、 7 例の平均値は49 . 00肌 ( u 2 = 1 3 . 99) と な り 、 両現代

人 よ り は勿論、 中世鎌倉人に比 して も 低い。

女性で は最大が50mm、 最小が41 mmで 8 例の平均値は 47 . 50卿 ( u 2 = 1 2 . 32) と な り 、 両現代

人 よ り は低 く 、 中世鎌倉人よ り は わずかに高い。

3 . 鼻 示 数

男性では最大が58 . 49、 最小が46、 30で、 6 例の平均値 は54. 04 と な り 、 低鼻型 (chamaerr

hin) に 属 して い る 。 示数値は両現代人よ り は 明 ら かに大き く 、 中世鎌倉人に 比 して も わず か

に勝 っ て い る 。

女性で は最大が60 . 旬、 最小が48. 08で、 8 例の平均値は54 . 97 ( u 2 = 1 4 . 82) と な り 、 低鼻

型 (chamaerrhin) に属 して い る が、 男性の場合 と 同様に両現代人 よ り は著 し く 大き し ま た

中世鎌倉人に比 しで も 多少大 き い値を示 して い る 。
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(6) 上顎お よ び 口 蓋

1 . 上顎歯長槽

男性では計測で き た の は 2 例 の みで、 (No. 1 ) が53mm 、 (No.1 9) が56mmで、 そ の平均を と れ

ば54 . 50mm と な り 、 中世鎌禽人 と 近似 してい る が、 両現代人よ り は 多少長い値を示 して い る 。

女性で は 1 例 (No.25) の み で46mm と な っ てい る が、 こ の数値 だ け でみ る と 、 比較群の平均値

よ り 小 さ い値 と な っ て い る 。

2 . 上顎歯槽幅

男性では最大が70mm、 最小が64mmで、 6 例の平均値 は66 . 67mm ( u 2 = 4 . 67) と な り 、 比較群

と 著 しい差は な い。

女性で は最大が64mm、 最小が58肌で、 4 例の平均値は61 . 00mm ( u 2 = 6 . 00) と な り 、 比較群

と の差は小 さ い 。

3 . 上顎歯槽示数

男性では上顎歯槽長の計測がで き た 2 例 の みで あ る が、 (ト10. 1 ) は1 28 . 30 、 (No.1 9) は 1 25 .

00で、 平均を と る と 1 26 . 65 と な り 、 現代関東人 と 近似 して い る が、 現代 中部九 州人 よ り 小 さ

く 、 中世鎌倉人よ り は大 き い 値を示 してい る 。

女性で は 1 例 (陥.25) の み で、 1 26 . 09 と な っ て い る 。 こ の 数値は比較群そ れぞれの平均値 よ

り 多少大 き い。

4 . 口 査 長

男性では最大が47mm、 最小が43mmで、 5 例の平均値は44 . 20mm ( u 2 = 2 . 69) と な り 、 中世鎌

倉人よ り やや短 く 、 両現代人 と は大差が な い 。

女性で、は最大が44刷 、 最小が41 mm で 、 5 例の平均値は42. 20mm ( u 2 = 1 . 69) で あ り 、 男 性 と

同様に 中世鎌倉人 よ り わず か に小 さ く 、 両現代人 と 近似 してい る 。

5 . 口 査 幅

男性で は最大が40棚、 最小が35mmで、 5 例の平均値は38 . 00mm ( u 2 = 5 . 52) で 、 比較群 よ り

狭い。

女性で は最大が39mm、 最小が34聞で、 5 例の平均値 は36 . 60mm と な り 、 男性 の 場合 と 同様に

比較群 よ り 狭い 。

6 . 口 蓋示数

中 世尾窪人は 男 女共に他群に比 して、 口 蓋長で は差が小 さ く 、 口蓋幅では狭い の で 、 当 然 口

蓋示数で は小 さ い値を示 し て い る 。 すな わ ち 男性で は最大が90 . 91 、 最小が83 . 72で 、 4 例 の 平

均値は87 . 61 ( u 2 = 1 3 . 91 ) と な り 、 中世鎌倉人 と 近いが、 両現代人よ り は 明 ら か に小 さ い 値

を示 してい る 。

女性で は最大が95 . 1 2、 最小が81 . 82で、 5 例の平均値 は86 . 79 ( u 2 = 28 . 20) と な り 、 中世
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鎌倉人 と 比較的近似 して い る が、 両現代人よ り は明 ら か に小 さ い。

(7 ) 顔 面 角

中世尾窪人の う ち No.77 (男性) お よ びNo.54 (女性) の頭蓋右側側面の投影図を図 1 お よ び

図 2 と して示 して い る 。

1 . 全側面角

男性では最大が87 . 0
。 、 最小が78 . 50 で 、 6 例の平均値は83 . 080 ( u 2 = 8 . 9の と な り 、 中顎

型 (mesognath) に属 し、 中世鎌倉人に わずかに劣 っ てい る が、 両現代人よ り はやや大き い 。

女性では最大が87. 5。 、 最小が73 . 0。 で、 5 例の平均値は79 . 600 ( u 2 = 30 . 9D と な り 、 突顎

型 (prognath) に 属 して い る 。 示数値 は両現代人よ り 明 ら かに小 さ く 、 ま た 中世 鎌 倉 人に も

わずかに劣 っ て い る 。

2 . 鼻側面角

男 性で は最大が97 . 0。 、 最小が87 . 0。 で、 6 例の平均値は90 . 090 ( u 2 = 1 1 . 49) と な り 、 正頚

型 (orthognath) に属 し、 現代中部九州人 よ り は か な り 大き し ま た現代関東人お よ び 中 世

鎌倉人に比 しで も や や大 き い。

女性で は最大が94 . 0
。 、 最小が85 . 0。 で、 5 例 の平均値は89. 600 ( u 2 = 1 4 . 82) と な り 、 中世

鎌倉人 と 近似 して い る が、 両現代人よ り は わずかに大き い 。

3 . 歯槽側面角

男性では最大が74 . 0。
、 最小が42 . 50 で あ る が、 6 例の う u1traprognath が 2 例、 hyperpro

gnathが 2 例 、 prognathが 2 例で 、 平均値 と しては 61 . 500 ( u 2 = 1 22 . 54) と な り 、 過突撃型

(hyperprognath) に属 す る が、 平均値は 中世鎌倉人 (60 . 30 ) と 近似 し 、 現代の 中 部九州人

C76 . 430 ) お よ び関東人 C76 . 40 ) よ り は著 し く 小 さ く 、 突顎の傾向が強 い こ と を 示 し て お

り 、 そ の差は有意で あ る 。

女性で は最大が66 . 50 最小が42 . 0。 で あ る が、 5 例の う ち 4 例は u1traprognath で 、 他の 1

例 はhyperprognathで 、 そ の 平均値 と しては50 . 300 ( u 2 = 1 02 . 01 ) と な り 、 起突顎型cu1tra

prognath) に属 して い る 。 比較群の 中で は 中世鎌倉人 (59 . 1 0 ) は類似の傾向を 示 し て い る

が 、 現代の 中部九州人 C71 . 580 ) お よ び関東人 C73 . 20 ) よ り 著 し く 小 さ く 、 そ の 差 は有意で

あ る 。

B 四 肢 骨

四 肢骨 お よ び躯幹骨では頭蓋骨 よ り さ ら に保害状態が悪 く 、 大部分 は計測 に不適当 な も の で

あ っ たが 、 比較的保容状態の 良好な資料 に つ いて は 図版1 6---図版251ζ示 して い る 。 ま た火葬骨

2 例 (No・ 47、 No・62) を見いだ し た が 、 と れ は 図版26を参照 し て い た だ き た い。
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( J )  推定身長値

四肢骨 の う ち 大腿骨、 腔骨 お よ び上腕骨で長径の ほ ぼ完全な も の を用 い てPEARSONの 方法

に よ り 推定身長値を算出 し た 。 そ の成績は表 5 �乙示す と お り で あ る 。

最 も 信頼性の強い大腿骨に も と ず い て算出 さ れた数値 に つ い て述べ る と 、 男 性で は 2 例

(No・ 1 、 No.31 ) が1 60舗 を越え、 他の 3 例は1 55cm ""1 57 cm の 聞 を 占 め て い る が、 5 例 の平均

値は1 58 . 44 cm ( u 2 = 1 0 . 24) で あ る 。

女性で は (No・83) が1 48 . 31 cmで やや高いが、 他の 2 例 は そ れ ぞれ1 45 . 78cm 、 1 43 . 84 cm で低

く 、 3 例の平均値は 1 45 . 98c祝 ( u 2 = 5 . 02) で あ っ た。

(2) 大腿骨 の異常例

No. 1 9は 男性骨で あ る が、 年令は成年で、 お そ ら く 20才前後で あ ろ う 。 乙 の右側大腿骨 l乙病

的 な 像が見 ら れた の で そ の 所見 に つ い て述べ る 。 な お 図版27に本例を示 し て い る 。

右側大腿骨は近位骨端が破損 して い る が、 骨体は よ く 残在 し て い る 。 概 して太 く 、 頑丈な感

じ で あ る 。

骨体後面の 中部よ り 粗糠lζ沿 っ て骨 の肥厚が見 ら れ、 あ た か も 内 ・ 外唇 に ま た が っ た よ う な

状態を示 して い る 。 肥厚部は上下 i乙約1 O cm �ζ及び、 正常 と の境界は不明瞭で あ る 。 表面 は組粕

で 、 凹凸不平、 特別 の着色や骨破壊は全 く 見 ら れな い 。 ま た 岡部の前面 に も 粗髄部が あ り 、 料

状の小隆起が多数見 ら れ る 。 な お最大肥厚部の周径は1 2cmで あ っ たが、 正常例 の 同 部位は大体

9 cm で あ る 。

レ 線像で は 、 骨徽密質の肥厚が見 ら れ、 内商に お け る 骨梁の不整配列が あ る 。 一部 に は 蜂筒

状の構造を呈 して い る が 、 こ れ は 部位的 lζ石灰洗着程度の濃淡が あ る も の と 思わ れ る 。 骨折線

は 認 め得 な い 。 ま た 骨端線は 骨破損の た め不詳で あ る 。

以上の よ う な 所見か ら 腫賜で は な く 炎症性の変化で あ ろ う が、 最 も 考え ら れ る 疾 患 と し て

は 、 骨髄炎の 一種で、 比較的慢性的 な経過を辿 り 、 非化膿性で あ る 硬化性骨髄炎 が あ げ ら れ

る 。 本疾患は外傷 (叩打) 等 に よ り 骨血液供給の不足を来たす循環障碍に 因 る も の と さ れ て い

る 。 慢性炎症 (結核、 梅毒) を全 く 否定す る こ と は で き な い と し て も 、 発生部位、 骨破壊が全

く な い 乙 と 、 あ る い は他 の 骨 に病変が見 ら れな い こ と 等か ら 除外で き る で あ ろ う 。 な お本人骨

が若年者で あ る こ と も 硬佑性骨髄炎の好発年令 と 一致す る も の で あ る 。

総 括

1 • 中世尾窪人の 脳頭蓋の諸径 l乙 関 し て は 、 頭骨最大長で は 男女共に現代の 中部九州人お よ

び関東人よ り 長 く 、 中世鎌倉人 と 近似 してい る 。 頭骨最大幅 で は 、 女性の場合、 明 ら か に両現

代人よ り 狭 く 、 ま た 中世鎌倉人に も 及ば な い。 したが っ て頭骨長幅示数で は小 さ い値を示 し 、
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著 しい長頭性を示 し て い る 。 パ ジ オ ン ・ プ レ グ マ 高では男女共に比較群 よ り わ ず か に低 く 、 し

た が っ て頭骨長高示数で は小 さ く 、 頭骨幅高示数で は い く ら か大 き い傾向を示 し て い る 。

2 .  頭骨 モ ズ ル ス 、 頭骨水平周 、 横盟長、 正中矢状彊長等につ い て は 、 中世尾窪人は比較群

と の 聞 に 多少の差を示 し て は い る が、 いずれ も 著明 な も の で は な い 。

3 .  顔面頭査に つ い て は 、 中世尾窪人は男女共に 中部九州、 関東両現代人に比 し て幅径で は

差がな く 、 高径で は著 し く 低 く な っ て い る ので、 顔示数、 上顔示数で は か な り 小 さ い 値 を 示

し 、 低顔の傾向が強い。 こ こ で も 中世鎌倉人 と は類似の傾向が認 め ら れ る 。

4 .  眼嵩示数や鼻示数に つ い て も 顔型の場合 と 同 じ よ う な傾向が う かがわれ る が、 鼻示数の

場合が著明 で あ る 。 ま た前眼商間幅では、 中世尾寝入は女性の場合、 比較群 よ り 広 く 、 両眼嵩

幅 で は 差が な い の で 、 し た が っ て前眼嵩聞示数で は大き い傾向が見 ら れ る 。

5 .  口 査部につ い て も 、 中世尾窪人は男女共に 口 蓋幅で は比較群 よ り 狭 く 、 口 蓋長で は差が

な い の で 、 口 蓋示数で は 小 さ い値を示 して い る 。

6 .  顔面角 に つ い て は 、 中世尾窪人は男女共に比較群よ り 全側面角 で は や や小 さ く 、 鼻側面

角 で は わずかに大 き いが、 必ず し も 著 し い差で は な い。

し か し な が ら 歯槽側面角 で は 、 両現代人よ り 著 し く 小 さ く 突顎の傾向が著 明 で あ る が、 中世

鎌倉人 と は よ く 類似 し た傾向を示 してい る 。

7 .  大腿骨 を用 い て PEARSON の方法に よ り 推定身長値を算出 す る と 、 中世尾窪人 の 男 性

は1 58 . 44cm 、 女性1 45 . 95ω で あ っ た。

8 .  男性、 成年の右側大腿骨に 骨肥厚を き た した異常例が あ っ たが、 硬佑性骨髄炎の 可能性

が考 え ら れ る 。

以上述べた よ う に 中世尾窪人は 、 長頭型 (dolichocran) 、 低顔型 (chamaeprosop) 、 低

鼻型 (chamaerrhin) 、 超な い し過突顎型 (ultra-、 hyperprognath) 等の 特徴を も っ て い

る が、 乙 れ ら は 中世鎌倉人の形質 と き わ め て類似 し た も の で あ り 、 中世尾窪人 と 現代中部九州

人 と の差異は 、 中世鎌倉人 と 現代関東人 と の それ と よ く 符合す る も の で あ っ た。

いずれに し て も 中世尾窪人は、 日 本人形質の 時代的変佑 の 中 に あ っ て、 地方差を越えた強い

時代性を現わ し て い る も の と 考え ら れ る 。
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附表 1 中世尾窪人の計測値 (男性)
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1 09 1 84 1 86 
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1 38 
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62. ロ 蓋 長 44 47 44 43 43 5 44. 20 2 . 69 
63. ロ 蓋 幅 40 40 39 36 35 5 38 . 00 5 . 52 
63/62 口 蓋 示 数 85 . 1 1  90 . 91 90 . 70 83 . 72 4 87 . 61 1 3 . 91 
72. 全 側 面 角 85. 5  81 . 5  83 . 0 87 . 0 78 . 5  83 . 0 6 83 . 08 8 . 94 
73 鼻 側 面 角 90 . 0  90 . 0  89 . 0 97 . 0 90 . 0 87 . 0 6 92. 00 1 4 . 2  
74 歯 槽 側 面 角 70 . 0  62 . 5  63 . 0 57 . 0 42 . 5  74. 0 6 61 . 50 1 22. 60 
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結 語

九州 自 動車道文佑財調査 (託麻~松橋) のーっ と して調査 し た尾窪遺跡で は 、 昭和45年 3 月

の 分布調査に ひ き 続 い て 、 昭和47年 3 月 3 日 か ら 周年1 0月 31 日 ま で の 発掘調査な ら びに周辺調

査に よ っ て、 以下の よ う な成果を あ げ る こ と がで き た。

尾窪遺跡は有明海の南端 に 注 ぐ 浜芦J l Hζ 侵食 さ れた洪積台地上に立地す る 。 浜戸J l I の左岸に

は 阿高貝塚 や 国指定史跡御領貝塚等が あ る が、 後者の東南方約 3 畑、 尾窪部落か ら は西方 約

200m の 地点 に あ た り 、 現在は雑木林 と な っ て い る 。

洪積層 は南か ら 北に か け て緩かに傾斜 して お り 、 尾窪遺跡で は南の 方が約 2 . 5 m 高い。 尾窪

中世墳墓群が営 ま れ る 以前iζ 、 先土器文佑の 遺物 と み ら れ る 掻器類、 縄文時代の 押型文、 晩期

の 山 ノ 寺式 さ ら に は弥生後期の 文佑が害在 していた こ と がわ か っ た。 す で に 尾窪 中世墳墓群に

よ っ てそ れ ら の 包含層 は掘 り 抜かれて い て 、 詳 しい内容は つ か め な か っ た 。 ま た地 山 は 乙 の遺

跡の南 と 北 と で は 幾分異な っ て お り 、 高い方の南側 で は 、 砂質の赤掲色土壌、 北で は礁を多 く

含ん で お り 、 そ の た め尾窪の 墳墓の封土や人骨の保脊等 に も そ の違いが認め ら れた。 つ ま り 北

側 の 第 1 "'1 3号墓 で は 、 封土中 に 多量の離を含み、 人骨の保害状況 も 北側 の 方が幾分 よ い。

尾窪中世墳墓群は調査の進行につれて数が増え、 当初30基余 と 推定 し て い た も の が 、 最終的

に は封土の数83基 と な っ た。 そ の う ち縦貫自 動車道の 路線内 に 寄在す る も のが64基で あ る 。

封土は 一見 し た と 乙 ろ い わ ゆ る 土鰻頭型の 円形封土が主体で あ る が 、 第 2 ・ 4 ・ 8 ・ 31 ・ 39

・ 58 A ・ 77号墓は方形封土で 、 一般 に 円 形封土 よ り も 方形封土の 方が大形で あ る 。 乙 れ ら の ほ

か に も 方形封土が あ っ た可能性 も あ る が、 現状で と ら え ら れた の は 以上の 7 基で あ る 。

土壌は62基を確認 し た 。 う ち 方形土墳が55、 円形土壌が 7 、 こ の ほ か火葬墓 の 小形の 方形土

壌が 1 つ で あ る 。 方形土墳の う ち 51 基は長方形 ( B 類) を呈 し 、 残 る 4 基が ほ ぼ正方形 ( A類

〉 で あ る 。 長方形土壌の長軸 の 方位は第 1 図 I に み ら れ る と お り 、 第1 3 ・ 58 B 号墓を除 け ば 、

ほ ぽ南北に 向い て お り 、 一定の意識 さ れた方位が示 さ れて い る と 考え ら れ る 。 な お封土 と 土墳

の 形態上の 関係に つ い て は 、 例 えば方形封土 7 基の う ち 第39号墓の 円形土墳、 第58 A号の特殊

な 遺構を除け ば 、 方形土墳で あ る が、 円 形封土 に つ い て は 、 む し ろ 大半が方形土墳 と い う こ と

が で き る 。

土壌 と 埋葬の 関連につ い て は お お よ そ 以下 に の べ る よ う な こ と がい え る 。 ま ず方形土墳A類

と 円形土壌は 人骨の保害の状態か ら 推測す る と 坐臥屈葬で 、 し か も 西向 き の傾向が強い。 お そ

ら く 坐棺を納め た も の で あ ろ う 。 つ ぎ に方形土壌 B 類 に つ い て は埋葬状況を確認で き た も の の

う ち 、 北頭位 の 右側臥屈葬がほ と ん どを 占 め る こ と が判 明 し た 。 おそ ら く こ れ ら は い わ ゆ る 寝

棺で あ ろ う 。 つ ま り 以上の こ と か ら 、 土墳の形状 と 埋葬状況 と の 関連性が強い こ と が う かが わ

れ る 。 こ の こ と は 先述の と お り 、 意識 さ れた一定の方向 と い う も の が あ っ た こ と を物語 る も の

と 考え る 。 ま た23基の墳墓 か ら 合計63本の鉄釘が検出 さ れて い る が 、 そ の 出土 し た土壌は すべ

て方形土墳で あ る の で 、 い わ ゆ る 箱型の棺であ っ た こ と も 推察で き る 。
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火葬 に つ い て は わずか 2 例 しか認 め な か っ たが、 乙 の 2 例 に も 差異が確か め ら れ る 。 つ ま り

第47号墓 は 別 の 地点で遺骸を焼い た の ち 、 集骨 して土葬 と 同 じ手JI頂で植に入れて土墳に埋葬 し

て い る の に対 し、 第62号墓 は現地火葬 lζ付 し た の ち燈明皿や杯 (土師器) に納 め た の ち 盛土を

施 し た だ け で土壌を も っ て い な い。 出土品 と し て は 、 五輪塔 ・ 銭貨 ・ 土器 ・ 玉類 ・ 鉄釘等の 関

連遺物を検出 し た 。

五輪塔は第58 A号か ら 出土 し た も の の 中 か ら 2 基を復元 した。 そ の 2 基は高 さ 66 . 3cm お よ び

51 . 2cm 、 最大幅30 . 2側 、 30 . 9仰 の ほ ぼ 同形式の も の で あ る 。 全体的 に は整美な宝珠形の空風輸

を も ち 、 火輸は や や 肉薄で軒の部分は わずかに外反 してお り 、 水輸は やや下ぶ く れ型 で あ る 。

乙 の五輪塔 に つ い て 、 石 田 調査員 は鎌倉期の も の と す る の に 対 し 、 坂 田調査員 は 室町期 に比定

して い る 。 編年の決 め手 と な る 銘文等が な い た め 、 こ こ で は一応両説を併記 し て 、 諸氏の ど批

評を仰 ぎ た い。

銭貨 は 第44号墓の土壌内か ら 組通 し した状態で1 5枚が検出 さ れ た 。 そ の う ち 銘文を判読で き

る も の は 至道元貿 ・ 照寧元貿 ・ 元豊通賓各 1 と 皇宋通費 2 枚で あ る 。 乙 れ ら の ほ か単な る 盛土

で あ る 第20号か ら 景徳元費、 第58 A号の封土か ら 照寧元費各 1 枚を検出 した。 こ れ ら 銘文の判

読で き る 銅銭はすべて北宋銭で あ る と い う 共通点を認 め る こ と がで き る 。 こ の こ と は尾窪墳墓

群の 時期を決め る 重要な資料 と な る も の で、 洪武通費や永楽通費等の 明銭の 出土 を 見 な い の

で 、 北宋銭の輸入か ら 、 明銭の輸入 さ れ る 以前の時期 と い う 乙 と を暗示す る も の で あ ろ う 。

土器 と して は燈明皿 (土師器) と 瓦器お よ び灰粕向器皿を検出 し た 。 燈明皿は第44 ・ 41 B ・

54 ・ 61 号墓か ら 出土 し 、 こ の う ち 第44号墓で は至道元賓等1 5枚の 銅銭 と 共伴 し、 第54号墓で は

灰粕陶器 と 共伴 して い る 。 燈明皿の形式分類が も し可能であ る と して、 第1 0表の試案が成 り 立

っ と すれば 、 第44 ・ 54 ・ 62 ・ 41 B 号墓は き わ めて近い時期の遺構で あ る と い え る 。 灰勅向器は

白 磁 l乙近 く 、 上質の焼成で あ り 、 本地方で は初めての例だ と い われ る 珍品で、 今後入手の経路

等 に 問題を残す も の で あ る 。

数珠玉に は ガ ラ ス 製 と 水晶製 と が あ り 、 第26 A ・ m ・ 40 ・ 41 A号墓 の 4 基か ら ガ ラ ス が、 第

31 号墓か ら は水品玉が出土 し た 。 と く に ガ ラ ス は 、 古代 ガ ラ ス と の時間的間隙を う め る 資料 と

して貴重な も の で あ る 。 玉類の 出土状況は 、 第26 A号墓で は側臥屈葬の両手首付近か ら 、 第31

・ 39 号墓で は 坐臥屈葬の膝関節の 間 か ら 出土 し てい る の で 、 お そ ら く 合掌 し た手首 に かけ て い

た も の と 考 え ら れ る 。

鉄釘は先述の と お り 23基か ら 63本を検出 した。 23基はすべて方形土壊で あ る と い う 共通点が

あ り 、 箱型の棺を使用 し た こ と を物語 る も の で あ ろ う 。 と く に第 ? 号墓か ら は板 と 板 と を継 ぎ

合わせ る の に使用 す る 合釘を検出 してお り 、 かな り 入念な棺の害在を推測 で き る も の で あ る 。

尾窪遺跡の ほ ぼ 中央部に あ る 第58 A号は 、 特異な寄在で あ る 。 7 . 1 5 x 5 . 1 m の方形封土で、

高 さ 1 . 22m の規模を も ち 、 尾窪最大で あ る 。 しか も 周 囲 に方形の溝を め ぐ ら す特殊な 区域を設

け な が ら 、 内 部主体は な い。 つ ま り 、 埋葬の た め の遺構で あ る 土墳等の施設が認 め ら れず 、 い

わ ゆ る 「埋 め墓」 と い う こ と は で き な い ので あ る 。 潜があ る 程度埋没 し た段階で 、 第51 ・ 57 A

・ 58 B ・ 64 B 号墓が営 ま れ、 周溝を一部切断 して い る こ と は 、 尾窪中世墳墓群が成立 し て い く
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過程の 中で、 こ の 第58 A号が造 ら れた 乙 と を意味す る も の で あ ろ う 。 関連す る 遺物 と し て は封

土 の 浅い部分や周溝内 か ら 多 く の燈明皿や五輪塔の 各部分が出土 し 、 封土中 か ら 照寧元貿 1 枚

が検出 さ れた。 と く に五輪塔群 は 、 おそ ら く 初め封土の頂上に あ っ た も のが 、 次第に倒壊 し て

周溝内 に転落 した状況で発見 さ れて お り 、 次 々 に供養塔 と して建て ら れた も の で は な い か と 推

測す る 。 乙 の よ う な こ と か ら 考 え る と 、 こ の 第58 A号は い わ ゆ る 「埋め墓」 で は な く 、 礼拝の

対象 ま た は葬送犠礼の場、 い い かえれば 「語 り 墓J と して構築 さ れた遺構 で あ る と し な け れば

な ら な い で あ ろ う 。

さ て第 1 図 の 封土お よ び土壌の分布図や尾窪中世墳墓一覧表 ( 1 "' V ) を検討す る と 、 おそ

ら く い く つ か の グ ル ー プ に分 け る こ と がで き そ う で あ る 。 も し可能で あ る と す れば一応封土

や遺構 ・ 遺物等か ら 五つ の群を考 え て み た い 。 ま ず 、 北端の第 1 "'1 1 号墓 の 1 群は比較的整然

と 並ん だ方形土壌で 、 人骨の確認で き た も の はすべて右側臥屈葬で あ る 。 第1 9�'34号墓 (除第

21 号 墓) の 2 群は 、 大形の方形土壌を も っ第31 号墓中心の群で、 方形土壌で あ る 。 た だ第31

号墓に つ い て は 水晶数珠玉を も ち 、 必要以上に大形の土墳を設け た特異な墓で あ る こ と が い え

る 。 3 群は 第58 A号を と り ま く 群で、 方形土駿を主体 と して 円 形土墳が混 じ り 、 火葬墓 2 基 も

こ の 一群に含 ま れ る 。 4 群は配置 に あ ま り 規則性 は な いが、 封土 ・ 土墳 と も 大形で あ る こ と が

特色で、 すべて方形土壌であ る 。 5 群は南端の方形土墳群で、 乙 れ ら の近 く に は 江戸期 の石塔

を も っ墓地が寄在 した。

便宜上分 け た 5 群に は 、 そ れぞれの特色が見 ら れ る が 、 こ れが は た し て年代的 な 差異を示す

の か 、 ま た 家族構成の違い な の か、 あ る い は 時代の 習慣 (流行 ? ) を物語 る も の か は不明 で あ

る 。 今後の課題のーっ と して究明すべ き 点で あ ろ う 。

尾窪 中 世墳墓群の成立 し た 年代 に つ い て は 、 は っ き り 断定す る こ と は で き な い が、 至道元貿

等の北宋銭 の み を 出土 し 、 明銭の 出土を み な い点、 ま た 五輪塔の 形式 、 さ ら に は 第62 号墓の 火

葬墓の C 14の測定結果を尾窪遺跡の時代判定に参考 と し た場合、 一応鎌倉時代か ら 室町時代に

か け て築造 さ れた墳墓群で あ り 、 し か も こ の尾窪周辺 の庶民の墓であ ろ う と 考え る 。

最後に尾窪遺跡か ら 検出 さ れた60体の人骨の特徴を ま と め て み た い 。 60体の う ち わ け は成人

骨54 ・ 幼小児骨 6 で 、 2 例 の 火葬墓を除 く 他の58はすべ て土葬で 、 しか も 合葬を行な っ て い な

い。 土葬人骨 は 比較的保穿が悪 く 計測で き る も のが少な い と い う 状況 で あ る が、 以下の よ う な

特徴が得 ら れた こ と は 中 世人骨の今後の資料 と して貴重な も の と い え る 。 ま ず推定身長 は 男 性

5 例 の平均値1 58 . 44側 、 う ち 2 例 は1 60cm を越え、 女性では 3 例 の平均値 1 45 . 98 cm で あ っ た 。

頭骨 は そ の最大長で は 男 女 と も に 中世鎌倉人に近 く 、 最大幅 で は 男 女 と も 中世鎌倉人よ り も 狭

く 長頭性が著 し し ま た突顎の傾向が強い。 いずれに して も こ の 中世尾窪人は 中世鎌倉人の形

質 に き わ め て近 く 、 地方差の特徴 よ り も 時代的特徴を も つ も の と い えそ う で あ る 。
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一一お わ り に 一一
発掘調査の事前作業 と し て 、 初 め て尾窪墳墓遺跡iζ足を踏み入れ薮 の伐採 に か か っ た の は 2

月 末 日 の と と で あ っ た 。

そ れか ら 約 8 か月 、 冬曇 り の空 の も と で寒 さ に震えな が ら 、 ま た あ る 時は 5 月 の 陽光の下順

調 に 進む調査に喜びな が ら 、 そ して夏の炎天下で は真黒 に な り なが ら 調査 を進 め た が、 現場で

の 調査を ほ ぼ終 え た の は早秋風の吹 き始め る 頃で あ っ た。

苦 しか っ た 8 か月 間で は あ っ たが、 今ふ り 返 っ て見 る と 共に調査 に励んだ人達の顔 と 相 ま っ

て懐 し く も 感 じ ら れ る 。

記憶の確か な う ち に記録に留 め よ う と 現場での調査終了 と 同時 に報告書 作製 の 準 備 に か か

り 、 翌48年 2 月 に は ほ ぼ報告書 と し ての体裁を と れ る だ け の資料を集め る こ と がで き た。 乙 れ

は 偏 え に執筆者各位の努力の た ま も ので あ る こ と は い う ま で も な い 。

こ の よ う に調査終了後 4 か月 を経ず して調査報告書の上梓の運び と な っ た こ と は 、 調査員一

同最 も 喜び と す る と こ ろ で あ る 。

し か し 、 報告書の完成に よ っ て尾窪墳墓遺跡に関 して の記録保害がすべて終了 し た わ け で は

な い 。 資料の整理期聞 が短か か っ た た め 関係資料の収集、 出土遺物の個 々 の 吟味等 ま で力が及

ばず、 報告書 と し て不完全の語 り も 免がれな い 。

今後、 当遺跡に 関 す る 新資料の発見や新知見等 に つ い て は遂次関係学術書等iζ掲載 し補 っ て

い く 予定でい る 。

本報告書の成 る に あ た っ ては 関係者各位の多大な ど協力を い た だ い た 。 紙上をか り で弦iζ厚

く お礼を 申 し上げ る 次第で あ る 。

(調査主任 桑原憲彰)
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図 版 目 次
(第一 ・ 二 ・ 三主主)

図版 1 上 ・ 灰承li陶器、 下 ・ 玉類

図 版 2 上 ・ 遺跡全景 (北側 よ り ) 下 ・ 墳墓群の封土

図版 3 上 ・ 封土下 ・ 4 号墓墳丘 と 方形土域

図版 4 上 ・ 円 形土級下 ・ 方形土城 ( 8 号墓)

図版 5 上 ・ 57 A 号遺構下 ・ 57 A 号遺構 と 周 囲 の 土墳群

図版 6 上 ・ 57A 号遺構下 ・ 57A 号遺構南溝内 の五輪塔出土状況

図 版 7 上 ・ 57A 号遺構東洋iEの五輪塔出土状況下 ・ 57 A 号遺構出土五輪塔

復元状況

図版 8 第58 A 号墓出土の五輪塔空 ・ 風輪部

図版 ? 封土断面図
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図版 1 上 灰現[1陶器 下 玉類
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図版 2 上 逃跡全景 (北側 よ り ) 下 墳墓群の封土
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図 版 3 J二 封土 ( 第 6 号基) 下 第 4 号基墳丘 と 方形土嫌
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図 版 4 上 円 形土蛾 下 方71;;土蛾 (第 8 号gf )
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図 版 5 上 第57 A 号遺構 下 第57 A 母i立構 と 周 囲 の 土政群
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図 版 6 上 第57A 弓 追柿 下 第57 A 号 遺1-il'fP(J tl�内 の 五ilij市場出土状況
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図版 7 上 第57A 弓 itJ拙東端 の五輪*1土i土状況

下 第57 A 号迫梢I l\土五輪搭復元状況
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図版 8 第58 A 号 悲出土五 輪J益空 ・ 風;1治部
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第 4 号去 東西|析而図

第 8 号 泣南北断而図

鎗76号去東凶断而図

mm 表 土層
Zヨ |附色土層 Eヨ 黄褐色土層
� 褐色土層

図 版 ? 封土断面図

黒色土層 。 0 . 5 1 M  
ーヰ
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区| 版 日 次
(第四j\'l. . 埋葬)

図版 1 尾窪墳去群平而図

図版 2 人骨出土状況の平面図 1 /20

図版 3 人骨出土状況の平面図 1 /20

図版 4 火葬人骨 (上) お よ び土以内 の 空洞 (下)

図版 5 遺跡近景 と 人骨出土状況 (右側|以屈葬)

図版 6 人骨出土状況 (右側 r:iA屈葬)

図版 7 人骨出土状況 (右側|以屈葬)

図版 8 人骨出土状況 (右側l:iA屈葬 ・ 伺]1以屈非 ・ 坐i以屈非)

図 版 ? 人骨出土状況 (坐|以屈葬 ・ 埋葬勢姿不詳)

図版1 0 人骨出土状況 (埋葬姿勢不詳)

表 êl 次
(第四立 ・ 坦ヲド)

表 1 尾窪墳墓群一覧表 ・ 木表 は 、 第一挙末の尾窪中 1lJ:�貨基群__�i�表 I "-' V �ζ 相 当 す る 。 埋

非姿勢を確実に 決定で き な か っ た人骨に は疑問杓 を つ け た が 、 埋葬姿勢 の 分類で は そ

れぞれの姿勢に一括す る こ と に し た 。 成人骨 の う ち 年令推定がで き な い人骨 は不詳 と

記 し た 。

表 2 土1)1;'( の形

表 3 円 形土峨去の 大 き さ

表 4 万形土出基 の大 き さ

表 5 成人骨を出土 し た 方)1";:;土以去の 大 き さ の 平均値

表 6 万)1";:;土臓の 大 き さ の 平均値 ・ 成人骨を出土 し た土峨 と 幼 ・ 小児骨を 出 土 し た 土�1;'i と に

分け て平均値を求め た 。

表 7 成人骨を 出土 し た 円形土I岐 に お け る i'I�1関度

まえ 8 方)1";:;土峨 に お け る 相関度

表 ? 埋葬姿勢 と 性別 お よ び年令

表1 0 埋葬姿勢 と 土蝋の形

表1 1 土峨の形 と 性別 お よ び 士 |三令

表1 2 成人骨を出土 し た 方形土峨の方向 の一覧表

表1 3 埋葬姿勢 と 方向
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47号 人骨 62号人骨

土脳内 の空洞 (25弓) 土峨内 の 空 洞 ( 4 号 )

図版 4 火葬人骨 u二) お よ び土政 内 の 空洞 (下)
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封 土 土 UJK 1 号 人骨
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図 版 5 遺跡近宗 と 人骨出土状況 (右側 |以屈葬)
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図 版 6 人骨出土状況 (右側 |以屈葬)
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図 版 7 人骨出土状況 (右側 |以屈葬)
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図 版 8 人骨:-1:\土状況 (右側 I:M屈非 . {[IJ臥屈葬 ・ l割以屈葬〕
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26 B 号人骨 29号人骨 30号人骨

図 版 9 人骨出土状況 (座臥屈葬 ・ 思妻�姿勢不詳〕



34号人骨 37号人骨 41 B 号人骨

46号人骨 52号人骨 55 B 号人骨

71 号人骨 75号人骨 80号人骨

図 版 1 0 人骨1:1:\土状況 (埋葬姿勢不詳)
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図 版 2 6 号人骨 ( 男性)



図 版 3 1 1 号 人骨 ( 男性)
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図 版 4 1 9号 人骨 ( 男 性 )
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図 版 7 79号人骨 ( 男 性)
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図 版 8 3 号 人 胃 (女性〉
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図 版 9 4 号人骨 (女性)
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図 版 1 0 5 B 号人骨 (女性)
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図 版 1 1 25 号 人骨 (女性1
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図 版 1 2 26 A 号 人骨 (女性)
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図 版 1 3 32 号人'骨 (女性)
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図 版 1 4 54号 人骨 (女性)
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図 版 1 5 83号人骨 (女性)
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図 版 1 6 1 号 人骨 ( 男性)
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図 版 1 7 2 弓 人骨 ( 男 性 )
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図 版 1 8 6 号 人骨 ( 男 性)



- 43 -

図 版 1 9 31 号人骨 ( 男 性)
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図 版20 39号人骨 ( 男 性)
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図 版 2 4 26 A 号人骨 (女性)
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図 版25 83号 人骨 (女性)
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図版26 火葬人骨 (上、 47号 ・ 下、 62号)
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図 版27 大腿骨の 異常例 (1 9号 人骨 ・ 男性 ・ 成年)
よ : 前師 、 後而、 外側而 下 . 後[町、 外側商
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72 : 全側面角
73 : 鼻側面角
74 : 歯槽側面角

図 版28(B) 顔面角 (No.54、 女性)
72 : 全側面角
73 : 鼻側面角
74 : 歯槽側面角
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 12 集を底本として作成しました。
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